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＝報告書要約＝ 

 

当社・住友化学株式会社は、独立財団法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）の平成２２年度募集分への

応募を通じ、平成２３年春より一年強にわたり、ケニア国におけるＢＯＰビジネスの準備調査事業

（プロジェクト）を実施した。 

 

当社は平成２３年１０月、ケニア国の Top Of Pyramid（ＴＯＰ）およびMiddle of Pyramid（Ｍ

ＯＰ）層をターゲットに、民間市場におき５年間薬効が持続する LLIN（Long-Lasting Insecticidal 

Net：長期残効型防虫蚊帳、ブランド名称：Olyset Classic）を上市した。当該製品は、Nakumatt、

Tuskys、Naivasなどの大手小売り業を通じ、主に都市部にて供給される。一方で、マラリア撲滅

への貢献という当分野における当社事業ミッションを成し遂げるためには、マラリア蚊が主に生息

する農村部に居住し、マラリアの最たる被害者である Base of Pyramid（ＢＯＰ）層への取り組み

が必須であった。 

 

そこで当プロジェクトを通じ、ＢＯＰ層におけるＬＬＩＮ購入の主要“阻害要因”である『３Ａ

の欠落』（３つの A とは①Affordability…経済力、②Awareness…マラリアと蚊帳の使用に関する

知識、③Availability…遠隔な村落で容易に入手できること）を克服することを目標に、ケニアの

農村部に広く存在するローカル・コミュニティー・グループ(Local Community Group)やローカル

NGO を販売戦力として活用するビジネス・モデルの確立の可能性を検証した。ケニアの地方・農

村部においては、Self Help Group、Women’s Group、Youth Groupなど、地元メンバーにより構

成される自助組織が数多く存在する。これらの組織は、保健や教育、農業、緑化など環境分野にお

ける活動を通じて地域社会に貢献をするための非営利団体であり、コミュニティーにおける信頼を

勝ち得ている場合が多い。 

 

当ビジネス・モデルにおいては、これらローカル・コミュニティー・グループのメンバーらが、

Baraza（主に村のリーダーらにより主催される集会）や教会など地元の集いや個別の家庭訪問

（Door to Door）を通じＬＬＩＮの有用性を説いて製品の使用を促進するほか、デリバリの担い手

となる。また、経済的に脆弱なＢＯＰ層への Affordability を確保することを目的に、月賦販売を

推奨した。 

 

プロジェクトの実施地域は、ナイロビ最大のスラムであるキベラ（Kibera）およびナイロビ近県

のマチャコス（Machakos）、マクエニ（Makueni）の両県の他、西部（カカメガ：Kakamega県、

シアヤ：Siaya県、およびキスム：Kisumu県）、東部沿岸（キリフィ：Kilifi県、クワレ：Kwale

県）における４２の村であり、５８個の Unit が販売のためのプロモーションを実施した。平成２

２年８月より、Unit のリーダーらを対象にした集合研修を開始し、翌９月より、プロモーション
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前インタビューを２，６１１世帯の BOP家庭に対し実施した。 

 

概ね１０～１１月にかけ順次販売活動を開始し、平成２４年２月末までに全てのUnitが４ヶ月間

のプロモーションを終了した。終了後、販売活動のインパクト調査の一環として、約１６０３戸の

家庭を訪問し、事後インタビューを実施している。 

 

蚊が多く発生し、蚊帳の荷動きが活発になる雨季は１１月および１２月の実質２ヶ月間であった

が、競合品より高く価格設定された蚊帳1を１，２３９張、窓やドアのスクリーン2としてロールか

ら切り売りしたものを大よそ１，５００㎡売り上げることができ、ローカル・コミュニティー・グ

ループ(Local Community Group)の力を利用したビジネス・モデルが有効に機能し得ることが証明

される結果となった。 

 

当社においてはこれを受け、プロジェクト終了後の本ビジネス移行を視野に、方策の具体的検討

をおこなうこととなった。ケニア国における当ビジネス・モデルを展開するにあたりハードルとな

り得る法規制対応に関しては、すでに監督省庁との交渉を開始した。一方で、当分野における当社

事業ミッションを達成するため、東アフリカの周辺国への展開に関しても、調査を開始した。 

 

当プロジェクトを通じ、地方のローカル・コミュニティー・グループ(Local Community Group)

が販売主体となり得ることは証明されたが、一方で、彼らが地理的にカバーできる距離限界も判明

した。また、ＬＬＩＮは殺虫剤を繊維に練りこんだ蚊帳であるため各国の法規制は厳格であり、登

録などの法対応も時間がかかる可能性がある。効率的な地理的カバレッジ拡大や物流網の構築、法

対応などが今後の主要課題となると予想される。 

 

ケニア国におき、政府の重点課題でもあるマラリア対策に積極的に取り組む外資企業は稀であり、

またローカル・コミュニティー・グループ(Local Community Group)を利用したビジネス・モデル

は地域雇用にも貢献するため、殺虫剤の監督省庁である PCPB、マラリア行政を所管する DOMC

を含め、政府機関も当プロジェクトを概ね好意的に受けとめている。 

 

当社としてはケニアを皮切りに、製造元（当社）、販売の担い手（ローカル・コミュニティー・グ

ループ）、および消費者（蚊帳を購入し、マラリアの被害を逃れるＢＯＰの人々）の三者がすべて

ビジネスの受益者となるWin-Win-Win構造のビジネス・モデルをアフリカに定着させることを通

じ、持続可能な社会の発展に貢献する所存である。 

 

                                                   
1 競合品に比し、おおよそ数十％増しから２倍レベルの価格である。 
2 イメージ：日本の網戸 
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ケニア国の基礎情報（２０１１年）3 

 １．一般的事項 

面積 591,958 平方キロメートル（日本の約 1.5 倍） 

人口 3980 万人（2010：ケニア国家統計局） 

首都 ナイロビ 

言語 スワヒリ語、英語（公用語） 

宗教 キリスト教（83%) イスラム教(11%) 

民族 キクユ人、ルヒヤ人、カレンジン人、ルオ人 など 

独立記念日 1963 年 12 月 12 日独立 

通貨 ケニアシリング(Ksh) 

 ２．基礎的経済指標 

GDP 成長率 (%) 4.4 

GDP 総額 - ドル (単位 100 万） 34,059 

一人当たりの GDP - ドル 851 

消費者物価上昇率 (%) 12 

経常収支（国際収支ベース） - ドル

（単位：100 万） 
-3,333 

貿易収支（国際収支ベース） - ドル

（単位：100 万） 
-9,060 

外貨準備高 - ドル（単位：100 万） 4,264 

 ３．主要産業 

農業 コーヒー、紅茶、園芸作物、サイザル麻、綿花、とうもろこし 

工業 食品加工、ビール、タバコ、セメント、石油製品、砂糖 

鉱物 ソーダ灰、ほたる石 

輸出：ウガンダ、英、タンザニア、オランダ、米 
貿易相手国 (2010 年) 

輸入：アラブ首長国連邦、インド、中国、南ア、日本、英、米 

 ４．政治体制 

政体 共和制 

元首 
ムワイ・キバキ 大統領 Mwai Kibaki (2007 年 12 月 30 日二期

目就任、任期 5 年。1931 年 11 月 15 日生まれ) 

議会制度 一院制 

                                                   
3 特に記述がない場合は 2011年に関する情報である。「３．主要産業」については外務省ホーム・ページ

（http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/kenya/data.html）より、それ以外は JETROホーム・ページ

（http://www.jetro.go.jp/world/africa/ke/basic_01/#block5）より転用した。 
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ケニア国地図 

 

以下、ケニア国地図（全体図）およびプロジェクト実施地域（円状の赤い部分）4である。 

 

ケニヤ国地図 ＆ 調査対象地域

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
4 インタビューやプロモーションが実施された大よその地域を表している。 
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当報告書中の各種定義 

 

当報告書中の各種定義に関して示す。尚、用語の定義については『略語・用語一覧』の通りとする。 

 

項目 定義 

為替レート JYE100 = Ksh100とする。また、USD1.00=Ksh83.00とする。 

当プロジェクトの契約日：２０１１年３月３１日の為替レート

を採用した5。 

Base of Pyramid（BOP） 一般的定義は、「年間所得（購買力評価換算）が 3,000 ドル未

満の世帯」とする国際金融公社（ＩＦＣ）と世界資源研究所（Ｗ

ＲＩ）発表値とみなす6。 

当プロジェクトにおき当社がターゲットとする BOP とは、月

収 Ksh10,000未満の世帯と仮定する7。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                   
5 Central Bank of Kenya, ２０１１年４月２日 TTMの小数点第一位を四捨五入した。 
6出典：2010年野村総合研究所『BOPビジネス前略 新興国・途上国市場で何が起こっているか』 
7 一般的定義によるBOPの内、主に農村部に居住しスーパー・マーケットでの買い物が習慣化されていない人々を念頭においた。

Ksh10,000-という収入レベルは、ケニア国労働省が定める Ungraded Artisan、売店アシスタント、機械工の所得（２０１１年

６月の同省通知、および２０１２年５月の改訂に基づき試算）の他に、１０％程度の臨時収入（庭の野菜の販売による収益・出

稼ぎに出た家族からの仕送り等）があると仮定した場合の収入レベルである。 
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略語・用語一覧 

 

略語 英語 日本語、もしくは注釈 

住友化学 ― 住友化学株式会社 

ACT Artemisinin-based Combined 

Therapy 

国際的に推奨されているマラリア治療

薬 

― ACTIONAID 人道支援専門の国際 NGO 

― AMREF 救急医療を専門とするＮＧＯ 

― Baraza バラザ；村の長、もしくは長老の許可の

下で召集される集会 

BOP Base Of Pyramid Base of The Pyramidと同義 

― Care International  ケア・インターナショナル：代表的な国

際ＮＧＯの一角である 

― Central Bank of Kenya ケニア中央銀行 

Consumer 

Experience 

Consumer Experience Limited 当社パートナー企業である 

― Department of Civil 

Registration  

国民の出生・死亡記録の管理を主たる業

務とするケニア政府の担当部門 

DOMC Division of Malaria Control 公衆衛生保健省内でマラリア行政を司

る部門である 

― Educational Theater  民衆に対し主に保健関係の啓蒙をおこ

なうために演じられる寸劇 

― Ethics and Research Committee  政府倫理委員会 

― Kenyatta National Hospital ケニヤッタ国立病院 

ITN Insecticide-Treated Net 殺虫剤により処理された蚊帳全般を指

すが、一般的には長期残効型のもの（世

界的には３年以上が基準）が LLINと称

されるため、消費者が各家庭で殺虫剤に

ドブ漬けにして処理をし、薬効持続期間

が短い蚊帳を指す場合が多い。 

JICA Japan International 

Cooperation Agency 

独立行政法人 国際協力機構 

― Kibera キベラ；１００万人以上が住むといわれ

るナイロビ最大のスラム 
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KEMRI Kenya Medical Research 

Institute  

ケニア中央医学研究所 

KOSL Kenyan Organisation for 

Sustainable Livelihood  

ケー・オー・エス・エル；当社運営パー

トナー（非営利団体）である 

Ksh Kenyan Shillings  ケニア国通貨の、ケニア・シリング 

LCG Local Community Group ローカル・コミュニティー・グループ 

LLIN Long-Lasting Insecticidal Net 長期残効型防虫蚊帳 

― Mercy Corps 人道支援を専門とする国際ＮＧＯ 

― Merlin  保健医療を専門とする国際ＮＧＯ 

MDG Millennium Development Goal ミレニアム開発目標（単数形） 

MDGs Millennium Development Goals ミレニアム開発目標（複数形） 

MOL Ministry of Labour  労働省 

― Ministry of Public Health and 

Sanitation 

公衆衛生保健省 

― Ministry of State for Planning, 

National Development and 

Vision 2030 

国土計画、開発およびビジョン２０３０

省 

Motivator 

Enterprises 

Motivator Enterprises Limited 当社パートナー企業である 

― National Malaria Strategy ケニア政府（公衆衛生保健省）の定める

対マラリア戦略 

PCPB Pesticide Control Products 

Board  

ケニア国におき、農薬・殺虫剤の監督行

政をおこなう機関 

PDM Project Design Matrix  プロジェクト・デザイン・マトリックス 

― Permanet  Vestergaard Frandsen社製ＬＬＩＮ

（長期残存殺虫蚊帳）のブランド名 

POP Point Of Purchase ― 

PSI Population Services 

International  

保健を専門とする国際ＮＧＯ 

― Red Cross ケニア赤十字 

― Responsible Care レスポンシブル・ケア 

― Secondary School 日本の中学３年次と高校３年間の計４

年間に相当する中等教育機関 

― Social Health Worker 官民組織（NGO含む）が雇用し、主に



 x 

村レベルにて保健・医療に関連する補

助・外交業務に勤しむ人々 

― Social Marketing Program  国際社会の出資・ケニア政府の管掌の

下、PSIなどの主導で進められる、安価

に蚊帳を販売するプログラム 

― Supanet PSI が主導で販売を行う防虫蚊帳のブ

ランド名で、長期残効型（３年以上持続）

と、短期残効型（３年未満）ものがある 

UNECA United Nations Economic 

Commission for Africa 

国連アフリカ経済委員会 

UNICEF United Nations Children’s Fund  国際連合児童基金 

― Ｕｎｉｔ ユニット：当プロジェクト中、プロモー

ション部隊として結成したチームを、Ｕ

ｎｉｔと命名した 

― Vostrum Clinic ボストラム・クリニック 

WHO World Health Organization 世界保健機関 

― World Vision ワールド・ビジョン：グローバルＮＧＯ

の一角である 
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表リスト 

 

表番号 ページ 標題 

１ １ 『世界およびアフリカにおけるマラリア被害の状況および推移』 

２ ４ 『ケニアの主要経済指標』 

３ ４ 『ケニアの生活・文化指標』 

４ ４ 『ケニアにおけるマラリア被害状況』 

５ ６ 『ケニアにおける政府のマラリア対策』 

６ ６ 『ケニアにおける無償蚊帳の配布総数量』 

７ １３ 『主要ステーク・ホルダー』 

８ １５ 『プロジェクト実施地』 

９ ２７ 『小売店・聞き取り調査先概観』 

１０ ２８ 『事前インタビュー実施要領』 

１１ ４９ 『パートナー候補と採用の経緯』 
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報告本体報告本体報告本体報告本体    

    

1.1.1.1. プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト実施実施実施実施のののの背景背景背景背景・・・・意義意義意義意義    

    
1.11.11.11.1 世界世界世界世界およびおよびおよびおよびアフリカアフリカアフリカアフリカにおけるにおけるにおけるにおけるマラリアマラリアマラリアマラリアのののの被害状況被害状況被害状況被害状況    

 

以下、表１は、世界およびアフリカにおけるマラリアの被害状況およびその推移である1。 

 

表表表表    1111    『『『『世界世界世界世界およびおよびおよびおよびアフリカアフリカアフリカアフリカにおけるにおけるにおけるにおけるマラリアマラリアマラリアマラリア被害被害被害被害のののの状況状況状況状況およびおよびおよびおよび推移推移推移推移』』』』    

2000 2010

発生件数 件 175,000,000 174,000,000 -1%
死亡率※ 人 125.1 84.3 -33%
死亡者数 人 682,000 596,000 -13%
発生件数 件 223,000,000 216,000,000 -3%
死亡率※ 人 26.6 19.8 -26%

死亡者数 人 755,000 655,000 -13%

発生件数 - 78% 81% -
死亡率※ - - - -
死亡者数 - 90% 91% -

※ マラリア脅威下の地域における１０万人あたりの死亡者数

　世界保健機構（ＷＨＯ）発表（２０１１年）

増減率

アフリカ

世界

世界の中
のアフリカ
（比率）

地域 項目 単位
年度

 

 

人類の歴史は、マラリアとの闘いの歴史である。国際社会がマラリアとの徹底抗戦を再び決意し、

Roll Back Malaria Initiative2（ＲＢＭ）キャンペーンを通じ「マラリア感染による死亡者数半減」

を目標に掲げてから期限の１０年、２０００年に７５．５万人3であった死亡者数は、２０１０年

時点で６５．５万人と公表された4。１０年の間、マラリア罹患による死亡者は、アフリカ、世界

ともに１３％の減少を見た。【表１】『死亡率』も示すように、主に保健行政の強化を通じた国際社

会の取り組み5がマラリア防除の成果を上げている事実は間違いないが、死亡者“数”についての

ＲＢＭで定められた目標には遠く及ばない。また、実際の犠牲者数は世界保健機構（以降ＷＨＯ）

の発表数より格段に多いとの指摘が学術界を中心に存在し、今現在をもち１００万人レベルの人々

                                                   
1 世界保健機構（ＷＨＯ）が発行する最新の“World Malaria Report 2011”の数字を抜粋した。 
2 １９９８年に、ＷＨＯを先導役として発足した国際的取り組み。ユニセフや世界銀行などの国連組織が核を為すほか、ＮＧＯ，
民間企業、メディア、Global Fundなど基金の“大連携”が特徴。 
3 “World Malaria Report 2011”より。RBM開始当時、マラリアによる年間死亡者は１００万人レベルとされていた。 
4 日本政府・総務省統計局の発表では、２０００年から２０１０年の間に、世界人口は１２％強の増加を見ている
（http://www.stat.go.jp/data/sekai/zuhyou/0201.xls）。 
5 世界保健機構（WHO）によると、１張以上の ITN（殺虫剤処理蚊帳）を保有する家庭はサブサハラ地域におき３%（２０００
年）から５０%（２０１１年）に、IRS（Indoor Residual Spray：家屋における殺虫剤のスプレー散布）によりカバーされる家
庭数は５％未満（２００５年）から１１％（２０１０年）に上昇し、科学的マラリア診断やマラリア治療も顕著な広がりを見せ

た(WHO発行の“World Malaria Report 2011”より)。 
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がマラリアで命を落としている可能性がある6。人類は、いまだマラリアの脅威のもとにある。 

 

ＷＨＯの集計に基づくと、犠牲者全体の８６%が５歳以下の（乳）幼児である7。 

 

1.21.21.21.2     住友化学住友化学住友化学住友化学のののの社会貢献理念社会貢献理念社会貢献理念社会貢献理念とととと長期残効型防虫蚊帳長期残効型防虫蚊帳長期残効型防虫蚊帳長期残効型防虫蚊帳    

 

当社住友化学は１９２５（大正１４）年、愛媛県新居浜にて、別子銅山の精錬過程から排気され

る亜硫酸ガスから肥料を製造することにより、環境問題と農業生産性の向上を通じた食糧増産に向

き合うことを目的に「住友肥料製造所」として産声を上げた8。以来、一貫して社業を通じた社会

貢献を経営理念として掲げ、事業を通じた住友の事業精神「自利利他公私一如」9の体現をめざし

てきた。近年は、経済性の追求、レスポンシブル・ケア、社会活動にバランスよく取り組むＣＳＲ

経営を基盤に「サステイナブル・ケミストリー」10を実践し、社会の持続可能な発展に寄与するこ

とを自らの使命と定めている。 

 

アフリカを中心にマラリアが世界で猛威を振う中、住友化学は長年培ったプラスチック加工技術

と殺虫剤の技術蓄積を融合し、ピレスロイド系殺虫剤であるペルメトリン（Permethrin）をポリ

エチレン樹脂製の繊維に練りこんだマラリア対策蚊帳（ブランド名称：Olyset Net）を開発、２０

０１年に世界で初めて長期残効型防虫蚊帳（Long Lasting Insecticidal Net；以降ＬＬＩＮ）とし

ての正式認証をＷＨＯより取得11した。２００３年にタンザニアにおき A to Z Textile Mill社に技

術を無償供与し生産を開始の後、中国やベトナムにて生産体制を拡充し、以降 LLIN のグローバ

ル・サプライヤーの先駆けとして、国際社会のマラリア防圧への取り組みに貢献をしてきた。 

  

         

写真写真写真写真    1111：：：：当社当社当社当社 JVJVJVJV工場工場工場工場のののの蚊帳生産現場蚊帳生産現場蚊帳生産現場蚊帳生産現場                写真写真写真写真    2222：：：：当社当社当社当社 JVJVJVJV工場工場工場工場のののの蚊帳生産現場蚊帳生産現場蚊帳生産現場蚊帳生産現場（（（（２２２２））））    

                                                   
6 技術的要因により死亡者数に誤差が存在し得るとＷＨＯも認めており、“World Malaria Report 2011”では最大で９０．７万人
に達する可能性を指摘している。 
7 “World Malaria Report 2011”(WHO)より。 
8 事業自身は、1913（大正 2）年に開始した。 
9 当社の事業は当社のみならず、社会を利するものでなければならない、とする住友グループの中核事業理念。 
10 化学の力を通じ、人々の生活に有用なものを環境や社会に配慮した形で継続的に提供する、という考え。 
11世界初の Full Recommendation（最終認定）を取得。薬効の持続期間は５年である。 
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当社の製造したＬＬＩＮは、世界銀行やユネスコなどの国際機関、日米欧を中心とする先進国政

府やグローバルＮＧＯが主催する国際競争入札を通じ、アフリカを中心としたマラリア蔓延地域の

人々に配布されてきた。２０１１年の世界需要・１億３千万張12に対し、当社の総出荷量は４千２

百万張13であり、おおよそ３０％の世界シェアを占めている。 

 

    

写真写真写真写真    3333：：：：当社当社当社当社 Olyset NetOlyset NetOlyset NetOlyset Net設置設置設置設置風景風景風景風景                            写真写真写真写真    4444：：：：当社当社当社当社 Olyset NetOlyset NetOlyset NetOlyset Net無償配布無償配布無償配布無償配布のののの風景風景風景風景    

 

1.31.31.31.3 ケニアケニアケニアケニア国国国国のののの国状国状国状国状    

 

East African Community（東アフリカ共同体）14のけん引役であるケニア国は、アフリカの中

では経済規模におき第１０位を誇る15中堅経済国であり、同国の国家成長戦略であるビジョン２０

３０年16の下、農業・製造業・サービス産業のバランスの取れた発展、外資導入や輸出振興等を梃

子に、力強い躍進を目指している。 

 

実情は磐石とは言いがたい。ここ数年は、経済成長もビジョン２０３０年の中で掲げた年率１

０％の目標を下回る５％台17である。２０１１年秋、ケニア・シリングは米ドルに対し大きく価値

を下げ18インフレの兆しも見えたが、根底には同国の借金体質があるとの指摘もある。【表２】は、

同国経済の参考指標として示す。 

 

社会全般で課題は多い。【表３】が示すように、平均寿命、識字率、水道普及率、電話回線普及

率等はいずれもアフリカ平均を上回らず、貧困率は高めであり、腐敗率では１５４位19と喜べない

状況だ。ビジョン２０３０が目指す未来を現実の物とするにあたり、課題は非常に多い。 

                                                   
12 国際機関などの公表データに基づく当社推定。 
13 当社出荷実績の集計に拠る。 
14 ケニア、タンザニア、ウガンダ、ルワンダ、ブルンジが加盟をしており、本部はタンザニアのアルーシャである。 
15 ただし２０１０年時点：“African Economic Outlook 2011”（United Nations Economic Commission for Africa）より。  
16 ２００８年から２０３０年までをカバーする政治・経済・社会にわたる包括的国家戦略。２０３０年時点で一人当りの平均所
得を５倍増の US$3,000.-とすることや、経済成長率平均１０％の達成など、野心的な内容となっている。 
17 “African Economic Outlook 2011”における２００９年の実質成長率は２．６％、以降５．０％（２０１０年）、５．３％（２
０１１年）、５．５％（２０１２年）。 
18 Central Bank of Kenya発表のセンター値(Mean Rate)によると、2010年の Kshの対米ドル・レートが平均 79.2Ksh=USD1.00
であったのに対し、2011年 10月には Ksh101.3をつけた。2011年 9月から 11月までの平均は、Ksh93.9であった。 
19 “African Economic Outlook 2011”(UNECA) 
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表表表表    2222    『『『『ケニアケニアケニアケニアのののの主要経済指標主要経済指標主要経済指標主要経済指標』』』』        

項目 GDP
GDP Per
Capita

平均実質
GDP伸び率

国際貿易収
支

ODA実績

年度 ２０１０年 ２０１０年
２００２～

１０年
２００９年 ２００９年

単位 US$ (million) US$ % US$ (million) US$ (million)

ケニア 71,304 1,745 4.1 -5,729 1,778

アフリカ 3,049,131 2,956 5.5 4,816 58,565

※ソマリアを除くアフリカ５３ヶ国の平均

出典：African Economic Outlook 2011(UNECA)  

表表表表    3333    『『『『ケニアケニアケニアケニアのののの生活生活生活生活・・・・文化指標文化指標文化指標文化指標』』』』    

項目 人口
平均寿命

※
非識字率※

水道普
及率※

年度 ２０10年 ２０10年 ２００５～０８年 ２００２年 ２００９年 ２００８年

単位 人 年 % % 順位 % 指数 順位

ケニア 40,863 55.6 86.5 45.9 23 0.97 1.67 59 2.1 154

アフリカ 1,031,472 56.0 64.8 － － 2.66 3.12 65 － －

注

※２：　世界腐敗認識指数。指数は０⇒１０の間が取られ、数字が大きいほどクリーン。

貧困率 電話回線普及率※ 腐敗率

２００５～０６年 2010年

出典：African Economic Outlook 2011(UNECA)

１００人当りの回線数

統計データのあ
る４８ヶ国中

世界１７８ヶ国中

※：　アフリカ平均（統計データなき国を除く）

 

 

1.41.41.41.4 ケニアケニアケニアケニア国国国国におけるにおけるにおけるにおけるマラリアマラリアマラリアマラリアのののの状況状況状況状況    

    

以下、ケニアにおけるマラリアの被害状況である。 

 

表表表表    4444    『『『『ケニアケニアケニアケニアにおけるにおけるにおけるにおけるマラリアマラリアマラリアマラリア被害状況被害状況被害状況被害状況』』』』    

年度 2000 2001 2002 2003 2004 2005

マラリア発生件数※１ 4,216,531 3,262,931 3,295,805 5,280,498 7,513,874 9,181,224
死亡者数※２ 48,767 48,286 47,697 51,842 25,403 44,328

2006 2007 2008 2009 2010 　

　　 8,926,058 9,610,691 839,904 8,123,689 4,585,712 　
　　 40,079 N/A N/A N/A 26,017 　

（単位：人）

※２　：　院内死亡者数。

　世界保健機構（ＷＨＯ）発表（２０１１年）より

※１　：　マラリアが原因であると推定された、もしくは確認されたケース。
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長らくケニアの人々を苦しめてきたマラリアは、今も日々を生きる人々の大きな脅威であり20、

公式データで２万６千人から２万８千人程度の感染者が死亡をしているほか、妊婦の感染は早産に

つながりやすいため、生まれた嬰児をふくめ副次被害の可能性もある。健康被害もさながら、マラ

リアによる経済損失は甚大であり、ケニア政府は２００１年時点におき年間『１億７千万労働日が

失われている』との試算をおこなっている21。 

 

ケニア政府は、２０００年に国際社会が掲げたミレニアム開発目標（MDG）を自国の政策に反

映し、また２００１年にアフリカ連合のメンバー国首脳らが“国家予算の１５％を保健衛生分野へ

投下する”など目標を設定、メンバー国における健康を促進する旨宣言をした Abuja Declaration22 

に参加し、マラリアとの戦いに邁進してきた。 

 

表４から読み取れるように、近年はマラリア罹患率・院内死亡率23ともに着実な下降傾向を示し

ており、“マラリア被害が抑えられている方向性に関しては間違いない”24。ただし、当プロジェ

クトを通じて住友化学が行ったインタビューでは、BOP 層の６％が『過去２年間に家族が亡くな

ったが、マラリアか否か判別がつかない』と回答25をしていることから、同国でのマラリアによる

年間 死亡者数はより多く、ＷＨＯ発表値の２倍程度（５万人）は存在すると当社では見ている26。

農村部を中心に、同国はマラリアの脅威に晒され続けている。 

 

1.51.51.51.5 ケニアケニアケニアケニア国国国国のののの対対対対マラリアマラリアマラリアマラリア政策政策政策政策    

 

ケニア政府の定める『国家マラリア戦略（National Malaria Strategy）２００９年～２０１７

年版』に基づく同国のマラリア分布は、１．定着地域27（Endemic）、２．不定期流行地域（Seasonal 

Epidemic）、３．不定期発生地域（Seasonal）、および４．低リスク地域（Low Risk）に分類され

る。中程度以上のマラリア罹患リスクが存在する１．～３．に居住する人口は全体の７０％であり、

医療施設における外来相談の３０％、入院治療の１９％がマラリアであることから、マラリアは同

国保健衛生省の“優先投資分野”と位置づけられており、全土をカバーする効率的な医療システム

の構築を目指すと同時に、【表５】を中心としたマラリア防除対策を進めてきた。 

    

 

                                                   
20２０１２年５月ケニア政府 Department of Civil Registration が、病気別の死亡原因でマラリアが一位の 28,380 人（24.5％）、

肺炎：23,915 人（20.5％）、HIV エイズ：12,176 人（10.5%）、癌：11,907 人（10.3％）、結核：11,679 人（10.1%）と発表した、

との現地報道もあった。だが WHO を含む複数の発表が、HIV エイズによる死亡者数を、マラリアの数倍多く見積もっている。 
21 “National Malaria Strategy 2001-2010” (ケニア保健省)より 
22 同時に援助国へ対しては、ＧＮＰの 0.7％をＯＤＡに充てることを要請。ケニア国の保健分野への支出は横ばいを続け、２０１

１年時点で目標未達である（ＷＨＯ：http://www.who.int/healthsystems/publications/Abuja10.pdf）。 
 
24ケニア国・公衆衛生保健省マラリア局（Division of Malaria Control）との打ち合せにおける先方幹部コメント。 
25 親戚を含めた広義の家族。２３５８件の有効回答より。 
26他の多くのアフリカ諸国同様、ケニア国におけるマラリア罹患率や死亡者数に関する精度ある情報は、入手可能でない。 
27 “National Malaria Strategy 2009-2017”（ケニア国・公衆衛生保健省制定）より。地域分類は弊社和訳による。 
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表表表表    5555    『『『『ケニアケニアケニアケニアにおけるにおけるにおけるにおける政府政府政府政府ののののマラリアマラリアマラリアマラリア対策対策対策対策』』』』    

対処面 具体的対策 対策名の英語表記 補足

殺虫処理蚊帳の
普及

Insecticide-
Treated Net

再処理なしで殺虫剤が３年以上残存するものは
通常、Long-Lasting Insecticidal Net（LLIN）とさ
れることが多い

屋内殺虫剤散布
Indoor Residual

Spray
薬剤の効力残存期間は概ね短く（最大で６ヶ月
程度）、専門員が散布をおこなう

間欠予防（抗マ
ラリア薬投与）

Intermittant
Preventative
Treatment

対妊婦

診断 RDTの普及
Rapid Diagnostic

Test
簡易検査キットを指し、迅速な判定が可能

治療
アルテミシニン混
合治療薬(ACT)

による治療

Artemisinin-based
Combination

Therapy

アルテミシニンに対する抵抗性への懸念から、
他薬との混合剤が推奨されている

予防

 

 

【表５】に示した予防対策の中で、“散布コストがかさむ屋内殺虫剤散布（IRS）の使用が漸減”

28する一方、殺虫処理蚊帳（ITNおよび LLIN）配布が対策の核を成し、２０１０年度においては、

マラリア対策への総支出額の５０％強が蚊帳の購入・配布に充てられた29。 

 

ケニアにおける近年の配布量は表６の通りであり30、実態として、配布される蚊帳の大部分はグ

ローバル・ファンド（世界基金）、UNICEFや大手国際 NGOなどのドナーの資金に依存をしてい

る。 

 

表表表表    6666    『『『『ケニアケニアケニアケニアにおけるにおけるにおけるにおける無償蚊帳無償蚊帳無償蚊帳無償蚊帳のののの配布総数量配布総数量配布総数量配布総数量』』』』    

年度 配布数（張）

２００８年 3,235,173

２００９年 4,293,195

２０１０年 7,305,749

２０１１年 9,869,447

(USAID発表値）  

 

 

1.61.61.61.6 今後今後今後今後のののの LLINLLINLLINLLIN（（（（長期残効型防虫蚊帳長期残効型防虫蚊帳長期残効型防虫蚊帳長期残効型防虫蚊帳））））のののの配布動向配布動向配布動向配布動向    

 

２０１１年度は、“ユニバーサル・カバレッジ31”の下２０１０年に配布が予定されていた大量

                                                   
28 Division of Malaria Controlとの打ち合せにおける先方幹部コメント。なお、マラリア蚊が殺虫成分に対する耐性（いわゆる
「抵抗性」）を獲得する問題については、IRSに関しては対策が進んでいる模様であるが、蚊帳に関しては具体的進展を確認する
ことはできなかった。 
29 “World Malaria Report 2011”(WHO)より。 
30 2010年・2011年は、ユニバーサル・カバレッジの影響で、数量は多い。政府プログラムの下、Ksh50／張という格安価格で
販売されたものを一部量含む数量である。 
31 “マラリア蔓延地域におき 2人に１張”を目標として、２０１０年までに３．５億張配布するという国際社会の取り組み。２
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の蚊帳（Mass Distribution）が遅れて実施された影響で、１０百万近い実績となったものと考え

られる（表６）。当面の見込みとしては、３年後の２０１４年を基点に１０百万張の配布が予定さ

れているものの、世界景気の先行き不透明感から、全量配布するための資金が集まるかは予断を許

さない32。また、仮に全量配布されたところで、均すと３～４百万／年のレベルであるため、人口

４千万をかぞえるケニアにおき WHO が勧告する『すべての人が蚊帳の下で眠るべき』（最低でも

二人で一張）33を満たすには不充分である。 

 

図１は、WHOが示す、マラリア対策に国際社会が投入する総資金量推移の見込み（標題訳：『マ

ラリア抑圧のための国際的資金投入の実績と見込み』）であるが34、総投入量がピークの２０１１

年から 4分の一減少する中で、無償配布される蚊帳の数量へのインパクトは不可避であると考えら

れる。 

 

図図図図    1111    『『『『マラリアマラリアマラリアマラリア抑圧抑圧抑圧抑圧のためののためののためののための国際的資金投入国際的資金投入国際的資金投入国際的資金投入のののの実績実績実績実績とととと見込見込見込見込みみみみ』』』』    

 

 

これまで、主に国際機関や主要国政府の資金に依存した公的需要に牽引されてきたＬＬＩＮの大

量供給は、MDGが終了する２０１５年を機に国際社会の「マラリア撲滅に対する興味」が低下す

る可能性もあり、蚊帳の無償配布に充てられるファンドが、２０１６年以降は対２０１２年比で半

減する可能性を、当社は視野に入れている。図２は、当社の予想する国際社会による当面の“蚊帳

                                                                                                                                                                 
０１１年におおかた出荷完了した。 
32 複数にわたる打ち合せにて、Division of Malaria Control幹部よりコメント。 
33 ２００７年のWHO勧告による。 
34 ”World Malaria Report 2011（WHO）”より。標題は当社和訳。AMFm：マラリア治療薬購入促進機関（Affordable Medicines 
Facility –Malaria）、Others：その他、World Bank：世界銀行、DFID：英国国際開発庁（Department For International 
Development）、PMI：米国プレジデンツ・マラリア・イニシアティブ（President’s Malaria Initiative）、Global Fund：世界基
金。 
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の調達総数量推移”35である。 

図図図図    2222    『『『『国際国際国際国際ドナードナードナードナーによるによるによるによる蚊帳購入数量蚊帳購入数量蚊帳購入数量蚊帳購入数量のののの推移推移推移推移（（（（住友化学推定住友化学推定住友化学推定住友化学推定）』）』）』）』    

 

 

1.71.71.71.7 民間市場民間市場民間市場民間市場のののの創造創造創造創造とととと住友化学住友化学住友化学住友化学参入参入参入参入のののの意義意義意義意義    

 

先に示したように、ケニアを含む世界は、依然としてマラリアの脅威下にある。その反面、LLIN

の無償配布のための資金援助が減少・枯渇する懸念が顕在化した今、新たなる供給体制づくりを模

索することは、国際社会の喫緊の課題である。 

 

折から当社はケニア国におき、同国富裕層向けにハイエンドの LLINを供給すべく上市の準備を

進めていたが36、“マラリア撲滅に貢献する”とする LLINの事業ミッションを達成するためには、

マラリアの主たる被害者であり、都市部のスラム地域や広く農村部に住む BOP層への供給に取り

組むことが、避けて通ることのできないテーマである。BOP 層には、ハイエンドの LLIN を買う

購買力（Affordability）も、また、無償配布という公的援助への依存心が高いために「金を出して

蚊帳を買う」という習慣も持ち合わせておらず、従来と異なったアプローチが必要となる。 

 

斯様な状況下、従来の大手小売業経由の商流に依存しない新しいサプライ・チェーンによる対

BOP ビジネス・モデル創造を通じ、細り行く無償配布に変わる LLIN の供給体制を築くことに大

きな意義ありと判断し、独立法人国際協力機構（JICA）の募集する準備調査事業への応募を決定

した。 

    
                                                   
35 国際機関や国際 NGOなどステークホルダーによる情報に基づく当社試算。 
36 ２０１１年１０月６日をもち上市をおこない、現時点においては Olyset Classicの名で、同国大手スーパー・チェーンにて販
売されている。 
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2222 . . . . プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト概要概要概要概要    

 

2.12.12.12.1 目的目的目的目的およびおよびおよびおよび特徴特徴特徴特徴    

    

■■■■目的目的目的目的    

 

『ケニア国のＢＯＰ層をターゲットに、LCG（ローカル・コミュニティー・グループ）37を販売

戦力とする LLIN販売のための新しいビジネス・モデル確立の可能性を検証することである。』38 

 

■■■■仕組仕組仕組仕組みみみみ・・・・特徴特徴特徴特徴    

 

従来、流通機能として市場メカニズムに積極的関与することのなかった LCG（ローカル・コミ

ュニティー・グループ）を販売主体とした、新サプライ・チェーンの構築を試みる。 

 

従来の典型的サプライ・チェーンでは、主に農村部に住む BOP層が都市部や市街に位置するス

ーパーなどいわゆる大手小売店へアクセスすることは物理的に容易でなく（availability の問題）、

また経済的に豊かな顧客層をターゲットとするスーパーに並ぶハイエンド製品を BOP層が購入す

るには、財政的な問題（affordability）の問題があった。加えて BOP 層は、国際社会が出資しケ

ニア政府が無償で配布もしくは安価に売る政策への依存心が強く、また、蚊帳の機能やマラリアに

関する知識も欠如しているため自ら金を出して LLIN などの機能蚊帳を買う意義が理解できない

という“知識（awareness）”の問題を抱えている。 

 

斯様な中、都市郊外や農村部に多い Dukasや Kioskと呼ばれる零細小売り業（露店の類）も、

政策的に無償配布がおこなわれている蚊帳を真剣に売るという意識はなく、ソルーションを提供で

きずにいる。 

 

一方でケニア国の農村部や都市部スラムには、Youth Group、Self Help Group、Women Group

などの LCG（ローカル・コミュニティー・グループ）と呼ばれる各種自助組織（一般的には非営

利組織）が存在し、保健行政の補完や保健教育、農畜産に関する知識共有や伝播、植林などの地域

環境整備などを目的に、村レベルの地域活動をおこなっている。 

 

                                                   
37 LCG（ローカル・コミュニティー・グループ）および地域密着型の小規模 NGOなどを含むものとする。 
38 ケニア政府倫理委員会の認定の下のプロジェクト名称：“Promoting Anti-Malarial Nets to BoP Sector In Kenya via 
Untraditional Supply Chains Utilizing Small Size Community-based marketing Forces” 
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写真写真写真写真    5555：：：：マクエニマクエニマクエニマクエニ県県県県ののののあるあるあるある LCLCLCLCGGGG    

 

コスト合理化を図り、分割払いを許容することで消費者の負担を下げ、LCG（ローカル・コミュ

ニティー・グループ）に蚊帳のデリバリやマラリア・蚊帳に関する知識伝達の機能を担わせること

により彼らの潜在的能力を有効利用し、従来の小売業に解決できなかったこれらの問題

（availability, affordability, awarenessの欠如）へのソルーションを提供すべく試みたのが、手段

面（methodology側）における当プロジェクトの特徴である。 

 

また、蚊帳の無償配布を支える公的資金の減少の先を読み、BOP層に蚊帳を買わせる、即ち BOP

層を“顧客化する”ことを目指したのは、他社の例を見ない目的面（objective側）の特徴である。 

 

2.22.22.22.2 開発効果開発効果開発効果開発効果についてについてについてについて    

    

以下の効果が期待できる。（別途第三章にて詳述） 

 

■■■■保健医療保健医療保健医療保健医療    

 

・ マラリア対策蚊帳の普及に伴う BOP層のマラリア罹患率・死亡率の低減が期待できる。 

 

■■■■貧困削減貧困削減貧困削減貧困削減    

 

・ マラリア罹患率の低減にともない労働力・労働機会の喪失が抑えられるため、BOP層におけ

る家庭収入の増加が期待できる。 

・ 販売を担う LCG（ローカル・コミュニティー・グループ）メンバーを含め、ＢＯＰ層が主を

占める農村部におき、雇用機会の拡大が見込まれる。 
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2.32.32.32.3 プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの位置位置位置位置づけづけづけづけ    

 

当プロジェクトは、ケニア政府倫理委員会39の正式認定を得た、正規プロジェクトである。大臣

にオブザーバーを務めていただいたケニア政府・国土計画、開発およびビジョン２０３０省の後押

しがある他、ケニア政府・公衆衛生保健省マラリア局40より、プロジェクトの運営面に関し各種ア

ドバイスを得ている。 

 

2.42.42.42.4 実施体制実施体制実施体制実施体制    

    

■グローバル体制 

 

以下、図３に示す体制にてプロジェクトをキック・オフした。 

 

図図図図    3333    『『『『実施体制実施体制実施体制実施体制・・・・マクロマクロマクロマクロ図図図図』』』』    

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

■■■■内部内部内部内部体制体制体制体制    

 

                                                   
39 ケニヤッタ国立病院（Kenyatta National Hospital）管掌、Ethics & Research Committee 
40 Ministry of Public Health and Sanitation, Division of Malaria Control. 

ケニアケニアケニアケニア（（（（ナイロビナイロビナイロビナイロビ））））

・ローカルコンサルタント 
・現地調査会社 

・現地販売代理店 
・現地広告代理店 

・販売店

・現地 NGO

  

タンザニアタンザニアタンザニアタンザニア（（（（アルーシャアルーシャアルーシャアルーシャ））））

合弁の蚊帳工場 

住友化学住友化学住友化学住友化学

ベトナムベトナムベトナムベトナム（（（（ホーチミンホーチミンホーチミンホーチミン）））） 

委託の蚊帳工場 

蚊帳出荷 

蚊帳出荷 

統括 
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以下、図４に示す体制にてプロジェクトを実施した。総括（業務主任者）がプロジェクトリーダ

ーを務め、マーケティング部、生産企画部、技術開発部の支援を得た。 

 

図図図図    4444    『『『『実施体制実施体制実施体制実施体制・・・・社内社内社内社内タスクフォースタスクフォースタスクフォースタスクフォース図図図図』』』』    

   

 

 

 

 

    

   

実行組織は、図５に示すとおり、プロジェクトの受注者を含める管理監督者２名（ブルー）、お

よび総括（業務主任者）を含む実務要員３名（薄黄）の計５名体制である。 

    

図図図図    5555    『『『『実施体制実施体制実施体制実施体制・・・・メンバーメンバーメンバーメンバー図図図図』』』』    

 

 

2.52.52.52.5 ステークホルダーステークホルダーステークホルダーステークホルダー    

 

以下、プロジェクトに関与した主要ステークホルダー41を示す。 

    

 

 

 

 

                                                   
41 当プロジェクト運営にとり重要なものをキー・ステークホルダーとし、プロジェクト終了後のビジネス展開を含め長期的関係
構築が求められるものを長期ステークホルダーとした。所在国については、Ｋ：ケニア、Ｊ：日本、Ｔ：タンザニアを指す。 

監督者（受注者） 

スーパーバイザー 

プロジェクトリーダー 

市場調査担当 現地コーディネート 

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト・・・・リーダーリーダーリーダーリーダー 

マーケティングマーケティングマーケティングマーケティング部部部部 生産企画部生産企画部生産企画部生産企画部 技術開発部技術開発部技術開発部技術開発部 
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表表表表    7777    『『『『主要主要主要主要ステークホルダーステークホルダーステークホルダーステークホルダー』』』』    

属性
重
要
度

氏名・組織
名

所
在
国

所属 補足

行政 ○
Division Of
Malaria
Control

K
Ministry of
Public Health
and Sanitation

マラリア行政の主要実施部門
である。当社の情報ソースの
一つ。

■

Pest
Control
Product
Board

K  
殺虫剤・農薬関連製品の販売
許認可権限を持つ。

Ethics and
Research
Committee

K
Kenyatta
National
Hospital所管

同国における調査・研究プロ
ジェクト実施に対する決裁権限
をもつ。

運営
パート
ナー

■
Wycliffe.A.O
paranya大
臣

K
ケニア政府開
発省

当プロジェクトのオブザーバー

■
Emmanuel
Mutisya氏

J
国連大学　ｻｽ
ﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨと平
和研究所

当プロジェクトのアドバイザー
兼運営パートナー

■
Julias
Kihara氏

K
Motivator
Enterprises
Limited社

Motivator Enterprises Limited
社

　
Jotham
Katana氏

K
Consumer
Experience
Limited社

Consumer Experience Limited
社

■
Florence
Muasa氏

K K.O.S.L
Ｍａｃｈａｋｏｓ、Ｍａｋｕｅｎｉ県を中
心に活躍するＮＧＯで、保健分
野に強みあり。

パート
ナー

○

Vector
Health
International
Ltd.

T

住友化学とA
TO Z TEXTILE
MILLS
LIMITED（タン
ザニア籍）のＪ
Ｖ（50:50）

当社蚊帳製品の供給元。

 

■■■■：：：：キーキーキーキー・・・・ステークホルダーステークホルダーステークホルダーステークホルダー        ○○○○：：：：長期長期長期長期ステークホルダーステークホルダーステークホルダーステークホルダー    

 

 

2.62.62.62.6 対象品目対象品目対象品目対象品目    

    

当社蚊帳製品を軸に、防虫・防鳥製品を対象とした。蚊帳は、将来同国におき主に BOP層をタ

ーゲットに上市する可能性のある LLINを対象とした。また、生活害虫等に対するトータル・ソル

ーションの提供を視野に入れる当社戦略、抱き合わせ販売によるプロモーションの収益性（販売効

率）向上の観点などから、他商品の取り扱いも検討中である。プロジェクトを通じ、候補となって

いる商品の市場性42の確認をおこなった。 

    

■当社当社当社当社蚊帳蚊帳蚊帳蚊帳製品製品製品製品 

・ ＬＬＩＮ43 

・ 同加工品（窓用スクリーンなど） 

                                                   
42 需要の有無（品物の提供する機能的価値に対する消費者の反応）の確認。 
43世界保健機関（WHO）ルールで評価済み。同ルールでは、合格品の薬効は３年間持続するとされている。尚、同じ素材をロー
ル状態で輸入し、そのまま切り売り、もしくはフリルを付けるなど若干の加工をほどこした上で販売をしたのが、下段の加工品

である。スクリーンとは、網戸のイメージである。 
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写真写真写真写真    6666：：：：プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトでででで使用使用使用使用されたされたされたされた LLINLLINLLINLLIN        写真写真写真写真    7777：：：：切切切切りりりり売売売売りされりされりされりされカーテンカーテンカーテンカーテンにににに使用使用使用使用されたされたされたされたロールロールロールロール    

 

■■■■他社製品他社製品他社製品他社製品    

・ 蚊取り線香（コイル、および棒状のもの） 

・ 蝿とり紙 

・ 防鳥テープ 

・ 防鳥網 

 

      

写真写真写真写真    8888：：：：田圃田圃田圃田圃のののの周囲周囲周囲周囲にににに張張張張られられられられ、、、、鳥鳥鳥鳥よけとなるよけとなるよけとなるよけとなる                        写真写真写真写真    9999：：：：防鳥網防鳥網防鳥網防鳥網のののの紹介紹介紹介紹介をするをするをするをする LCGLCGLCGLCGメンバーメンバーメンバーメンバー    

    

2.72.72.72.7 実施地域実施地域実施地域実施地域    

 

表８中44最右列の８県におきプロジェクトを実施した。なお、標高域が広く、海、山、大きな湖

沼を併せ持つケニアは地理学的・気候的地域性に富んでおり、それらがマラリア蚊の発生・生息パ

ターンに影響を与えているため、ケニア政府（公衆衛生保健省）は伝染病学的見地からケニアを４

つの地域に分類している。伝染病学的地域分類にもとづくビジネス調査をおこなうことは当プロジ

                                                   
44 “National Malaria Strategy 2001”（ケニア保健衛生省）より  
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ェクトの目的ではないが、調査結果が特定地域に偏るリスクを避ける目的で、４つの地域すべてを

カバーする形でプロジェクト実施地域を選定した。 

 

表表表表    8888    『『『『プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト実施地実施地実施地実施地』』』』    

当初予定 実施

Ａ 定着地域

西部ビクトリア湖周辺、および
東部沿岸沿いを中心とする、温
暖で降水量の多い地域。一年
を通してマラリアの発生率は高
い。

①Siaya

①Siaya
②Kisumu
③Kwale
④Kilifi

Ｂ 不定期流行地域

標高の高い西部山岳地帯を指
し、特定の気温・降水量でマラ
リア蚊が大量発生する。免疫力
が弱いため、恒常的に発生する
地域に比べ致死率が高い。

⑤Kakamega

Ｃ 季節性発生地域

南部および北部を中心とした
（準）乾燥地域で、主に雨季に
マラリアが発生する。流行の場
合は免疫力弱いため致死率高
い。

⑥Makueni
⑦Machakos

Ｄ 低リスク地域
標高の高い中央部であり、ナイ
ロビを含む。気温が低いため、
マラリアは発生しにくい。

⑧Nairobi

伝染病学的地域
分類

特徴
プロジェクト実施県

 

    

2.82.82.82.8 現地現地現地現地のののの運営体制運営体制運営体制運営体制    

    

■■■■プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション様式様式様式様式、、、、およびおよびおよびおよびプロモーションプロモーションプロモーションプロモーション部隊部隊部隊部隊（（（（ユニットユニットユニットユニット））））    

 

農村部に存在する LCG（ローカル・コミュニティー・グループ）などを販売部隊として登用し、

以下のプロモーションを試みた。 

 

・ Door to Door（個別の家庭訪問）をベースにした販売方式 

・ Baraza（村の集会）、教会やイスラム施設など、人々が集まる場所におきプロモーションをベ

ースに販売をおこなう様式 

 

４２ヶ村をカバーするために、募集および選考の過程を経て、計５８ユニット（Unit）を採用し、

２種類あるプロモーション様式別に、Mobile ユニット（Unit）（Door To Doorの訪問販売を主と

する）および Immobile ユニット（Unit）（教会、イスラム施設、村単位の公式集会である baraza

などの集会場所にてプロモーションをおこなう）に分類した。販売員として登用された延べ人数は



 16 

４０５人であり、うち３２９人（８１．２％）が、Self Help Group, Youth Group, Women’s Group

などの LCG（ローカル・コミュニティー・グループ）のメンバーである45。男女別の集計はおこな

っていないが、大部分が女性である。 

 

■サプライサプライサプライサプライ・・・・チェーンチェーンチェーンチェーン    

    

プロジェクトにおける主要パートナーの機能は以下の通りである。 

 

・ Consumer Experience Limited（本拠地：ナイロビ、民間企業） 

- 輸入作業（製商品の輸入手続きをおこなった） 

- 物流コントロール（製商品の在庫、デリバリを担当した） 

- 売り上げ代金の管理など 

・ Motivator Enterprises Limited（本拠地：ナイロビ、民間企業） 

- 住友化学の管理・監督の下、販売部隊（以降：ユニット（Unit））の管理を含めたプロジェ

クト運営を担当 

- ナイロビ倉庫より財を仕入れ、担当地域へ輸送。ケニア西部、および東部沿岸部のプロモー

ションを担当 

・ KOSL（本拠地：マチャコス県・マクエニ県、NGO）  

- 住友化学の管理・監督の下、ユニット（Unit）の管理を含めたプロジェクト運営を担当。

ナイロビ倉庫より財を仕入れ、担当地域へ輸送。ナイロビ市内のスラム、ナイロビ近県およ

び一部ケニア西部を担当 

 

■■■■管理系統管理系統管理系統管理系統（（（（商商商商流流流流））））    

    

住友化学が統括をおこない、その管理・監督の下、Motivator Enterprises Limited社、および

K.O.S.L.が各ユニット（Unit）をコントロールした。Consumer Experience Limited社は、住友

化学の管理下で、物（品物やプロモーション用の各種部材など）や金（売上代金、事業運営のため

の費用）の管理全般を担った（図６）。 

 

 

 

 

 

                                                   
45 その他は、ソーシャル・ヘルス・ワーカー（Social Health Worker）、教師や学生、会社員や医師など当プロジェクトの主旨に
賛同をし、且つ普段からコミュニティー活動に参加をしている、もしくは保健医療に従事している人々が多くを占めた。 
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図図図図    6666    『『『『商流図商流図商流図商流図』』』』    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

■■■■物流網物流網物流網物流網 

 

トライアルを含めた検証の結果、コストおよびサービス（物流のクオリティー）のバランスの観

点から、公共交通機関中心の物流をおこなった。物流拠点に関しては以下の倉庫を設け、三層構造

とした。（図７） 

 

① 中央倉庫（プロジェクトに使用するほぼ全ての物品の一次保管場所とした） 

② 地方中央倉庫（ナイロビ近郊、西部、および東部沿岸の計３箇所） 

③ 地方末端倉庫（各地に計７個） 

 

図図図図    7777    『『『『倉庫設置状況倉庫設置状況倉庫設置状況倉庫設置状況』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸出国輸出国輸出国輸出国                                    

中央中央中央中央（（（（ナイロビナイロビナイロビナイロビ）））） 

地方地方地方地方①①①①(ﾅｲﾛﾋﾅｲﾛﾋﾅｲﾛﾋﾅｲﾛﾋﾞ゙゙゙近県近県近県近県）））） 地方地方地方地方②②②②西部西部西部西部（（（（キリフィキリフィキリフィキリフィ）））） 

末端倉庫末端倉庫末端倉庫末端倉庫①①①① 

末端倉庫末端倉庫末端倉庫末端倉庫②②②② 

末端倉庫末端倉庫末端倉庫末端倉庫③③③③ 

末端倉庫末端倉庫末端倉庫末端倉庫④④④④ 

地方地方地方地方③③③③東部沿岸東部沿岸東部沿岸東部沿岸（（（（モンバサモンバサモンバサモンバサ）））） 

末端倉庫末端倉庫末端倉庫末端倉庫⑤⑤⑤⑤ 

末端倉庫末端倉庫末端倉庫末端倉庫⑥⑥⑥⑥ 

末端倉庫末端倉庫末端倉庫末端倉庫⑦⑦⑦⑦ 

Consumer Experience 

KOSL 

（ナイロビ及び近県）

 

Motivator Enterprises

（西部、及び東部沿岸）

Unit Unit Unit 
Unit Unit Unit 

Unit Unit 
Unit Unit 
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2.92.92.92.9 対象顧客対象顧客対象顧客対象顧客（（（（層層層層））））についてについてについてについて    

    

当調査事業は、BOPを対象とした調査事業である。プロモーションに先行し実施したインタビュ

ーからは、聞き取りをおこなった家庭の内１００％が一般的定義のもとでの BOP（世帯月収

Ksh112,05046未満）に該当し、また９３％が当プロジェクトのターゲット BOP（世帯月収

Ksh10,000 以下）に該当した。また、月収 Ksh3,000（円価で 3,000 円）以下が全体の５８％を、

月収 Ksh5,000以下が７８％を構成した。 

    

2.102.102.102.10 スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール    

    

以下の時間軸にてプロジェクトを進めることとした。（参考：巻末資料３） 

 

� 準備・フェーズ ：  ２０１１年３月～１０月 

 

• 過去のリサーチ結果再分析 

• 新サプライ・チェーン形成のための現地調査や交渉など 

• プロモーション前インタビュー調査 

 

� プロモーション・フェーズ ： ２０１１年１０月～２０１２年２月47 

 

• パイロット・プロジェクト（販売プロモーション）の実施 

 

� プロモーション後・フェーズ： ２０１２年３月～７月 

 

• 事後インタビュー調査 

• 分析・報告を含むまとめ作業  

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
46 同インタビューに基づき、平均的世帯メンバー数を５．４人とした場合の世帯月収。 
47 ５ヶ月間のうち、プロモーションが実施されたのは４ヶ月間。 
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3333 プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの実施実施実施実施（（（（時系列時系列時系列時系列））））    

 

3.13.13.13.1 準備準備準備準備フェーズフェーズフェーズフェーズ    

3.1.13.1.13.1.13.1.1 （（（（ＳｔｅｐＳｔｅｐＳｔｅｐＳｔｅｐ48484848．．．．１１１１））））ＢＯＰＢＯＰＢＯＰＢＯＰ層層層層にににに絞絞絞絞ってのってのってのってのリサーチデータリサーチデータリサーチデータリサーチデータ再分析再分析再分析再分析：：：：２０１１２０１１２０１１２０１１年年年年３３３３月月月月    

 

当社が過去おこなった３種類の調査結果を BOP層に絞り再分析したが、検証の結果、内１種類の

み当プロジェクトに関連付けをおこなうことができた。 

 

① ２００９年に実施の当社デモグラフィック調査 

 

ナイロビ、モンバサ、キリフィを含むケニアの１２の主要都市および周辺部におき実施された本格

的市場調査である。テーマは、マラリアやマラリア蚊に対する知識、蚊帳の使用状況（保有数やメ

ーカー名、サイズ・種類など）や購買姿勢（価格に関する意識、サイズやデザインなどの意匠面に

関する嗜好）、メディア媒体や他社の販売キャンペーンなど包括的であり、対象の１３００世帯の

うち３７９世帯が BOP層であった。以下、主要な発見事項である。

                                                   
48 『Step』は、プロジェクト計画中においてそれぞれの活動段階を示すことを目的に採用した。巻末資料（図３）の理解を容易
たらしめる効果を期待し、報告中も残すこととした。 
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お
い
て
も
、
B
O
P
層
は
間
違
っ
た
知
識
を
持
っ
て
い
る
割
合
が
多
い
。
マ
ラ
リ
ア
に
対
す
る
知
識
不
足
（
A
w
a
re
n
e
ss
の
欠
如
）
が
う
か
が
え
る
。
 

 一
方
で
、
図
９
の
「
な
ぜ
蚊
帳
を
使
用
し
な
い
の
か
？
」
に
お
き
、
B
OP
層
の
４
０
％
以
上
が
「
金
を
払
え
な
い
」（
A
f
f
o
r
da
b
i
li
ty
の
問
題
）
と
し
て
い
る
ほ
か
、
お
お

よ
そ
１
５
％
が
「
地
元
で
は
入
手
で
き
な
い
」（
A
v
ai
l
a
bi
l
i
t
y
の
問
題
）
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
B
O
P
層
に
と
り

A
ff
or
d
a
b
il
it
y
お
よ
び

A
v
a
il
a
b
il
it
y
の
欠
如
が
蚊
帳

の
使
用
を
妨
げ
て
い
る
大
き
な
要
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
図
１
０
の
「
蚊
帳
を
使
用
し
な
い
人
の
理
由
は
何
だ
と
思
う
か
？
」
に
対
す
る
回
答
に
お
い
て
も
、

A
w
a
re
n
es
s、

A
ff
or
d
a
b
il
it
y,
 A
v
a
il
a
b
il
it
y
の
３
点
が
５
０
%
以
上
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
“
３
つ
の

A
”
を

B
O
P
層
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
的

の
正
当
性
が
再
確
認
で
き
る
結
果
で
あ
る
。
 

 �
 
当 当当当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る

に
お
け
る

に
お
け
る

に
お
け
る
蚊
帳
販
売

蚊
帳
販
売

蚊
帳
販
売

蚊
帳
販
売
価
格

価
格
価
格

価
格
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
    

 当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
蚊
帳
の
予
定
販
売
価
格
は
一
張
あ
た
り
Ｋ
ｓ
ｈ
５
０
０
で
あ
る
。
上
記
図
１
１
に
お
い
て
は
、
約
２
０
％
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
の
人
々
が
「
Ｋ
ｓ
ｈ
５
２
０

以
上
の
場
合
は
高
く
て
買
え
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
少
な
く
と
も
２
０
％
は
潜
在
顧
客
が
存
在
す
る
、
と
考
察
で
き
る
。
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当 当当当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の ののの
差
別
化

差
別
化

差
別
化

差
別
化
戦
略

戦
略
戦
略

戦
略
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
    

 図
１
２
、
図
１
３
、
図
１
４
よ
り
、
政
府
機
関
、
N
G
O
、
競
合
の
民
間
企
業
含
め
過
去
に
“
各
種
組
織
”
が
同
様
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
(D
oo
r 
to
 d
oo
r
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
、
B
a
ra
za
の
活
用
)を
試
み
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
は
、
肝
心
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
に
失
敗
し
た
事
が
推
測
で
き
る
。
何
故
な
ら
、
そ

れ
ら
に
対
す
る

B
O
P
の
人
々
の
評
価
は
『
得
る
こ
と
が
な
し
』
が
約

5
0
%
を
占
め
て
お
り
（
図

1
5
）
、
ま
た
前
述
（
図

8
）
の
結
果
か
ら
も
、“
蚊
と
マ
ラ
リ
ア
の
因
果
関
係
”

が
充
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
観
察
で
き
る
。
以
上
か
ら
当
社
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
A
w
a
re
n
es
s（
教
育
）
に
重
点
を
置
く
こ
と
を
通
じ
て
、

他
者
と
差
別
化
が
図
れ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
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②「POP（Point of Purchase）調査」（２０１１年実施） 

 

タスキーズ(TUSKYS)、ナクマット(Nakumatt)などケニアの代表的・大手スーパー・マー

ケットにて、蚊帳を買いに来た消費者に対し実施した店頭インタビュー調査である。サンプ

ル数は１９５名であり、蚊帳製品に関する購買行動・購買意識を中心に調査をおこなった。

ナイロビ、モンバサなどの大都市の店舗にておこなった。以下の理由により、再分析をおこ

なう合理的理由は見つからなかった。 

 

・ 調査対象群が Social Class B（Middle Class: Intermediate managerial, administrative 

or professional）、および Social Class C1(Lower middle class: Supervisory, junior 

managerial),C2(Skilled working class: Skilled manual workers)となっており、当プロ

ジェクトの対象とする BOPに一致しない。 

・ スーパー・マーケット店頭における聞き取り調査であるが故、スーパー・マーケットに

来れない人々をターゲットとする当プロジェクトとは相容れない。 

 

③「Usage & Advantage調査」（２０１１年実施） 

 

ナイロビ（Nairobi）、モンバサ（Mombasa）、エルドレット（Eldoret）など都市部の家庭

６１９戸を対象に、サンプル提供・聞き取りインタビューを通じて、当社蚊帳製品の品質・

意匠性を中心とする調査をおこなった。以下の理由により、再分析をおこなう合理的理由は

見つからなかった。 

 

・ 調査対象群が Social Class B（Middle Class: Intermediate managerial, administrative 

or professional）、および Social Class C1(Lower middle class: Supervisory, junior 

managerial),C2(Skilled working class: Skilled manual workers)となっており、当プロ

ジェクトの対象とする BOPに一致しない。 

・ 複数の大手スーパー・チェーンが店舗を構えるケニア有数の大都市での調査であり、当

該プロジェクトにおき、LCG（ローカル・コミュニティー・グループ）がターゲットと

する顧客層ではない。 

 

3.1.23.1.23.1.23.1.2 （（（（Ｓｔｅｐ．Ｓｔｅｐ．Ｓｔｅｐ．Ｓｔｅｐ．２２２２））））新新新新サプライサプライサプライサプライ・・・・チェーンチェーンチェーンチェーン構築構築構築構築のためののためののためののためのヒアリングヒアリングヒアリングヒアリング調査調査調査調査：：：：２０１１２０１１２０１１２０１１年年年年４４４４

～～～～８８８８月月月月    

 

以下、主要なヒアリング調査につき報告する。 

 



 26 

・ ケニア国・公衆衛生保健省マラリア局(Division of Malaria Control) 

 

同国におけるマラリア行政の実態に関する情報交換を、数回に渡り実施した。無償蚊帳の

配布キャンペーン（Mass Distribution）実施場所については、詳細に関しては示していた

だけなかったものの、シアヤ（Siaya）県を含む同国西部が優先対象地域となっている点に

関しては確認でき、当プロジェクトの実施地をシアヤ県の一村から、八県に分散させる根拠

の一つとなった。 

 

・ ケニア国・国土計画、開発およびビジョン２０３０省／Ｗ．Ａ．オパランヤ（Oparanya 

）大臣 

 

MDGおよび当プロジェクトに関する全般的情報交換をおこなった。 

 

・ World Vision、および Care International 

 

現地の保健領域におき活動する国際ＮＧＯのナイロビ事務所を訪問し、当国のマラリアや

保健行政事情に関し情報・意見交換をおこなった。 当国におけるマラリアの蔓延状況や、

LLINやＡＣＴの配布・推進などケニア政府のマラリア対策の実施状況に関する聞き取りを

中心に情報交換をおこなったが、プロジェクトやその後の事業展開が影響を受けるほどの有

力情報は得られなかった。 

 

・ 小売店舗視察 

 

プロモーション実施予定地域におき、小中規模店舗を中心に、BOP向けビジネス・モデル

作りに絡む聞き取り調査をおこなった。小規模小売店（Dukas などの零細店舗、小規模ス

ーパー）１９軒、中規模小売店９軒、大手小売店（スーパー）を１２軒訪問・視察した。主

な実施場所は、以下図１６の通りである。 
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表表表表    9999『『『『小売店小売店小売店小売店・・・・聞聞聞聞きききき取取取取りりりり調査先調査先調査先調査先概観概観概観概観』』』』    

 

西部
東部
沿岸

ナイロ
ビ近県

ナイロ
ビ

零細小売店
（Dukas、小規
模スーパー等）

9 3 4 3
主に店主を対象に、蚊帳の市
場性、流通システムを中心とし

た聞き取り。

中規模小売店
（地方のスー

パー）
5 3 1 0 同上

大手小売店 2 4 3 3 品揃え・価格・顧客層など調査

対象

対象店舗数（軒）

目的

 

 

零細小売店（多くは家族経営で畳三畳程度のレベルであり、食料品・日用品扱う）の大多

数は、政府の無償配布のせいで干上がったとし、蚊帳の取り扱いを止めていた。取り扱って

いる店の大部分においては、ケニア製50の殺虫剤により処理されていないポリエステル製の

「素蚊帳」の在庫が多く、形状としては円錐型（コニカル）、価格帯としては Ksh300~400

／張が主流であったが、メーカーやサイズによっては Ksh200台のものもあった。 

 

日用品は、バイクでMombasaや Kisumuなど近郊の都市部へ仕入れに行くが、ものによ

っては地元の卸しから仕入れることもあるとのことであった（いずれも現金決済）。おしな

べて２０％程度のマージンを得ていた。都市部に近づくほど大きい店舗が増え、大型の蚊帳

や LLIN（輸入品）などの品揃えも増え、価格帯も Ksh600～1200レベルが多い。 

 

 

写真写真写真写真    10101010：：：：クワレクワレクワレクワレ県県県県クワレクワレクワレクワレ市街市街市街市街でででで、、、、人人人人々々々々がががが一番大一番大一番大一番大きいとしたきいとしたきいとしたきいとしたスーパースーパースーパースーパー    

                                                   
50 King’s, Skynet, Xpress, TOP2などのブランド。 
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写真写真写真写真    11111111：：：：DukasDukasDukasDukas店主店主店主店主（（（（中央中央中央中央））））にににに聞聞聞聞きききき取取取取りをするりをするりをするりをする当社要員当社要員当社要員当社要員（（（（右右右右））））    

 

3.1.33.1.33.1.33.1.3 （（（（ＳＳＳＳｔｅｐ．ｔｅｐ．ｔｅｐ．ｔｅｐ．３３３３））））プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション前前前前インタビューインタビューインタビューインタビュー実施実施実施実施：：：：２０１１２０１１２０１１２０１１年年年年９９９９～～～～１０１０１０１０月月月月    

    

以下、表１０の要領にてインタビュー調査を実施した。 

    

表表表表    10101010    『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー実施要領実施要領実施要領実施要領』』』』    

項目 単位 内容

対象地域 プロジェクト対象の全地域

対象家庭の抽出
実施対象の町・村の中心地より放
射状に選択した。

実施サンプル数 件 2,611

有効回答数 件 2,358

調査分野
家計基本データ、マラリア（罹患）
状況、蚊帳の使用状況、消費傾
向・意識など  

■総括 

 

社内や現地識者との議論の中で、当初計画にもとづき消費者と販売者を同じ母集団としイ

ンタビューをおこなうことは効率および適切さ51の面におき問題があるとの判断に至り、別

個にインタビュー調査をおこなうこととし、質問内容についても同様な観点から見直し52、

将来ビジネスを展開するにあたり必要となる基礎情報取得を念頭に質問構成を考慮した。 

 

消費者に対するインタビューに関しては、販売員がこれをおこなった53。当調査の性質上、

ＢＯＰ層のみを対象とし、村の中心地を仮定した上で、放射状に適度な距離を取らせること

により対象家庭を抽出させた。 

                                                   
51 困窮する村々で『販売者としての採用』への消費者の期待をいたずらに煽ることとなる可能性があり、プロジェクト、
およびプロジェクト終了後の影響を考慮した。 
52借金返済状況など当プロジェクトに必要不可欠でなく相応しくないものに関しては取りやめ、人々の健康状態・生活

習慣・マラリア事情など将来のビジネス展開に有用となる内容を加えた。 
53 当プロジェクト中のインタビューや聞き取りの内容については、回答や情報の精度・信憑性などの観点から当社がお
こなった推量を含んでいる。 
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写真写真写真写真    12121212：：：：インタビューインタビューインタビューインタビューのののの風景風景風景風景    

 

■調査結果 

 

基礎情報 

 

① 対象世帯の収入レンジ： ６割弱（58％）が Ksh3,000.-以下、おおよそ８割（78％）が

Ksh5,000.-以下であると判明した（図１６）。また、地域性に関しては、西部、ナイロビ近

県（マチャコス、およびマクエニ県）の順で収入レベルの低さが目立つ一方で、スラムとい

は言え、ナイロビのキベラ（Kibera）は収入で他地域をリードしている（図１７）。 

 

図図図図    16161616    『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：    調査対象世帯調査対象世帯調査対象世帯調査対象世帯月収月収月収月収』』』』    
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図図図図    17171717    『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：調査対象世帯調査対象世帯調査対象世帯調査対象世帯月収月収月収月収（（（（地域別地域別地域別地域別））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 対象世帯主の職業：図１８が示すとおり、約４割が農畜産業従事者。自営業（単純労働・

単純手工業主）が２１％、日雇い（アルバイト）１７％、公務員を含む正規被雇用者の１５％

と続く。図１９においては職業は地域性がよく表れており、ナイロビでの回答者はほぼ全員

が何らかの形で雇用されている一方、西部では農畜産業従事者が多く、8割以上となってい

るのが特徴的だ。 

 

図図図図    18181818    『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：家家家家長長長長のののの職業職業職業職業』』』』    
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図図図図    19191919    『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：    主主主主たるたるたるたる収入源収入源収入源収入源』』』』    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 自給率：図２０からは、BOP層の高い食料自給率がうかがえる。９割以上の家庭が４分

の１以上を、約 7割が食料自給率が 50%以上を、約 3割弱の家庭が 4分の 3以上の食料を

自給する。 

 

図図図図    20202020    『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：    食糧自給率食糧自給率食糧自給率食糧自給率』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 収入頻度：図２１が示すように、約４割の世帯が、日払い、週払い、数日に一度などの

非定期収入を得ている。 
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図図図図    21212121『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：収入頻度収入頻度収入頻度収入頻度』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 世帯主の最終学歴： 図２２によると、家長の最終学歴は約半数が Primary School(8

年制)となっているが、卒業できずに中退している人も多いと当社では推定している。なお、

インタビュー回答者の最終学歴もほぼ同様の傾向であった。 

 

図図図図    22222222『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：家長家長家長家長のののの最終学歴最終学歴最終学歴最終学歴』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 家族メンバー数： 図２３が示すように、平均５．４人であり、男女比はほぼ半々であ

る。また平均して、一家に一人５歳未満の幼児がいる。図 24からは、東部沿岸が大家族主

義の傾向がある一方、ナイロビのキベラ（Kibera）は地方からの移住者が多いためか、比

較的家庭規模が小さめである。 
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図図図図    23232323『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：家族家族家族家族メンバーメンバーメンバーメンバー数数数数』』』』        

 

 

            

    

    

    

 

 

 

 

図図図図    24242424『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：家族家族家族家族メンバーメンバーメンバーメンバー数数数数（（（（地域別地域別地域別地域別）』）』）』）』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マラリア・蚊帳について 

 

① マラリア罹患状況： 調査世帯の約４割に現在、マラリア患者がいる54（図 25）。 

 

図図図図    25252525    『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：家族内家族内家族内家族内でのでのでのでのマラリアマラリアマラリアマラリア患者患者患者患者のののの有無有無有無有無』』』』    

 

 

 

 

 

 

           

 
                                                   
54 同居の親戚などもカウントされている場合もあると推定される。 
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② マラリア罹患頻度： 年最低１回マラリアにかかる回答者が９割近く（８８％）、マラリ

アの深刻さが改めて浮彫りとなった（図 26）。また地域性に関しては図 27に示すが、ケニ

ア政府の分類上「定着地域」とされている東部沿岸が他地域に比べて罹患頻度が低いとなっ

ていること、およびマラリアがないと一般的に信じられているナイロビでもスラム（Kibera

地区）においては罹患頻度が高いと報告されている旨、印象的である。 

 

図図図図    26262626    『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：マラリアマラリアマラリアマラリア罹患頻度罹患頻度罹患頻度罹患頻度』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図図図図    27272727『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：マラリアマラリアマラリアマラリア罹患頻度罹患頻度罹患頻度罹患頻度（（（（地域別地域別地域別地域別）』）』）』）』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ マラリアによる死亡：対象世帯の１２％におき、過去２年間にマラリアで無くなったメ

ンバーがいる。また死亡原因がマラリアか否か判別不能なケースが、６％存在する（図 28）。

図 29 から、他地域に比べ相対的にリスクが低いと見なされがちなナイロビ（Kibera スラ

ム）およびナイロビ近県（Machako および Makueni 県）におき死亡報告例が多いことが

示されている。 

How often do you get infected by Malaria?

12%

11%

65%

6%

1%
5%

Every month

Once every year

Several times a year

Once in several years

Never

Cannot identify

How often do you get infected by Malaria? (by area)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Nairobi

Machakos

&Makueni

East

West

Every month Once every year Several times a year

Once in several years Never Cannot identify



 35 

図図図図    28282828    『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：マラリアマラリアマラリアマラリアでででで失失失失ったったったった家族家族家族家族メンバーメンバーメンバーメンバー数数数数』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

        

図図図図    29292929    『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：マラリアマラリアマラリアマラリアでででで失失失失ったったったった家族家族家族家族メンバーメンバーメンバーメンバー数数数数（（（（地域別地域別地域別地域別）』）』）』）』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ マラリアから回復に要する時間： 図 30 の通り、罹患者の約３分の２（６３％）は２

週間以内に回復する。 
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図図図図    30303030『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：マラリアマラリアマラリアマラリアをわずらったをわずらったをわずらったをわずらった時間時間時間時間のののの長長長長ささささ』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ マラリアになった場合の対処法：約半数が病院へ行くが、ほぼ４分の１近くが何もしな

いという（図31）。ACTを含む何らかの薬をのむ者は２７％であるが、ACT自体は６％と少

ない。明確な地域差はないものの、経済的レベルが比較的高い東部沿岸55におき、病院へゆ

く傾向が若干高いようだ（図32）。 

    

図図図図    31313131『『『『事事事事前前前前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：マラリアマラリアマラリアマラリアにかかったにかかったにかかったにかかった場合場合場合場合のののの対処方法対処方法対処方法対処方法』』』』    

 

 

 

 

 

 

                                                   
55 当プロジェクトのインタビュー結果より（参照：図１７）。 
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図図図図    32323232『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：マラリアマラリアマラリアマラリアにかかったにかかったにかかったにかかった場合場合場合場合のののの対処方法対処方法対処方法対処方法（（（（地域別地域別地域別地域別））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 医療機関について：実績として、回答家庭の約８％が、過去２年間で誰も病院へ行った

実績がないという（図 33）が、収入による明確な差は検出されなかった（図 34）。行かない

理由としては、「遠いから」（１５％）、「費用が高いから」（３５％）と、距離や費用を理由

に挙げたケースが全体の半数を占めた（図 36）。尚、ケニアの病院は国営と私営で診察料や

サービスが大きく異なり、公営が安かろう悪かろう（設備・サービス）であるがゆえに概し

て私営の方が評判がよく、多くは私営へゆく（図 35
56）。「診察料が高い」、「病院が遠い」と

いう回答は近くに民営の病院はあっても、国営の病院がない可能性もあると考えられる。 

 

図図図図    33333333『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：病院病院病院病院へのへのへのへの通院頻度通院頻度通院頻度通院頻度』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
56 ベッドを共用させられる、薬の在庫がない場合がある、診察の順番が回ってくるかわからない、と国営病院に対する
不満・不安の声は根強い。 
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図図図図    34343434『『『『事前事前事前事前インタビインタビインタビインタビューューューュー：：：：病院病院病院病院へのへのへのへの通院頻度通院頻度通院頻度通院頻度（（（（収入別収入別収入別収入別）』）』）』）』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

    

図図図図    35353535『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：通院通院通院通院するするするする病院病院病院病院のののの種類種類種類種類（（（（公営公営公営公営／／／／民営民営民営民営）』）』）』）』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図    36363636『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：病院病院病院病院へへへへ行行行行かないかないかないかない理由理由理由理由』』』』    
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⑦ マラリアに関する知識について： マラリアに関する知識をどこで得たかについて訊い

たところ、全体的には、家族・友人・コミュニティーから教わるケースが 44%と多いよう

だ。マラリアと蚊の関係は学校で学んだとの回答も 26%と、高いレベルである。また、マ

スメディアは合計２８％となっているが、その中でラジオが２０％を占めており、BOP 層

の人々の生活におけるラジオの存在感が見て取れる（図 37）。なお、別途、蚊がマラリアの

感染源である事実を知らない人々の学歴を調査したところ、Secondary School卒業者の 20％

以上が「知らない」と回答をしており、「高学歴＝マラリアに関する知識あり」とは言えな

いことが確認できた。 

 

図図図図    37373737『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：どこでどこでどこでどこで、、、、マラリアマラリアマラリアマラリアについてについてについてについて知知知知ったかったかったかったか』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 蚊帳の使用方法： 8割強（８２％）が使い方を知っているとし（図38）、また学歴が高

いほど知っている確率は高い（図39）。なお、別の設問によると、地域的にはナイロビ近県

（Machakos, Makueni）は他地域に比べ知らない割合が高かった。原因としては、西部・東

部沿岸と比較し、無償配布キャンペーンが優先しておこなわれることがないこと、蚊帳の保

有率が低いことが考えられる。 
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図図図図    38383838『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：蚊帳蚊帳蚊帳蚊帳のののの使使使使いいいい方方方方をををを知知知知っていっていっていっているかるかるかるか』』』』    

 

 

図図図図    39393939『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：蚊帳蚊帳蚊帳蚊帳のののの使使使使いいいい方方方方をををを知知知知っているかっているかっているかっているか（（（（学歴別学歴別学歴別学歴別）』）』）』）』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 蚊の対策として何を使うか：（図 40、図 41）におき、コイル、蚊帳の使用が多く、それ

ぞれ 35～40%近くを占める。顕著ではないものの、高収入層の方が蚊除けスプレーを使用

する傾向にあり、仮に人々の生活の向上がスプレーの使用を促すことになるとすれば、蚊帳

の販売にとってはリスク・ファクターである。 
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図図図図    40404040『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：蚊蚊蚊蚊よけによけによけによけに何何何何をををを使使使使うかうかうかうか』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

図図図図    41414141『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：蚊蚊蚊蚊よけによけによけによけに何何何何をををを使使使使うかうかうかうか（（（（収入収入収入収入：：：：Ksh3,001Ksh3,001Ksh3,001Ksh3,001以上以上以上以上）』）』）』）』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 蚊帳保有数： 対象世帯の５割以上が、０張もしくは１張しか蚊帳を保有していない（図

42）。1所帯の平均人数は 5.4人であることから、3張以上蚊帳を保有していることが理想的

であるが(2人に 1張）、実際には 21%の家庭にしか及んでいないことが分かる。今後も蚊帳

の普及を行う必要性があることを示している。なお、蚊帳の保有数は地域差が非常に大きく、

ケニア西部においては８割近く、東部沿岸においては６割強が２張以上の蚊帳を持っている

のに対し、ナイロビ近県およびナイロビ（Kibera スラム）においては各々４割と２割強で

あり、後２者が平均を押し下げている（図 43）。また図 44に示すように、傾向としては収

入の高い世帯の方が 1張以上の蚊帳を保有している割合が少々高く、蚊帳を全く持っていな

い割合が低くなっているが、明確な差はない。 
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図図図図    42424242『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：蚊帳保有数蚊帳保有数蚊帳保有数蚊帳保有数』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

図図図図    43434343『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：蚊帳保有数蚊帳保有数蚊帳保有数蚊帳保有数（（（（地域別地域別地域別地域別）』）』）』）』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図    44444444『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：蚊帳保有数蚊帳保有数蚊帳保有数蚊帳保有数（（（（収入別収入別収入別収入別）』）』）』）』    
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また、図 45 は、蚊帳の保有数および内訳として何張の蚊帳を買ったか57を示すグラフで

あるが、１張以上の蚊帳を持つ家庭は、押しなべて半分ほどの家庭が「すべての蚊帳を買っ

た」58ことを示しており、全体の内、蚊帳を買った割合が意外に多いことが分かる。これは、

家族メンバー数が多い家庭を中心に、本当に必要な家庭へ無償蚊帳が行き渡らない現実や、

必要と考えた人は何張でも買う、という購買行動の存在を意味しているものと思われ、当社

がプロジェクト終了後に本ビジネスへの展開を考えるにあたり、留意するべき点である。 

 

図図図図    45454545『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：蚊帳蚊帳蚊帳蚊帳のののの保有数保有数保有数保有数とととと購入数購入数購入数購入数のののの関係関係関係関係』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46 は、蚊帳にも“持たざる物（必要な数の蚊帳が入手できない人々）”と“持てるも

の（必要以上の数の蚊帳を受け取った人々）”が存在する可能性を物語る当社分析である。 

 

横軸には、家族メンバー数をとり、第一縦軸（左側）にはその家庭数、第二縦軸（右側）

には、蚊帳の数量を取った。ライト・ブルーの折れ線が、二人に１張の蚊帳が必要とした場

合の“蚊帳の必要張数”であり、黄色が“実際に保有されている蚊帳の数量”である。ライ

ト・ブルー線および黄色線のギャップが「需給ギャップ」ということになるが、平均すると、

１人～４人家族の家庭までは“黄色線（保有数）がライト・ブルー線（必要数）の上位に位

置していることから”必要以上の蚊帳を持っていて、５人以上の家庭は“２本の線が逆転し

ているため”必要に足る蚊帳を持っていない傾向があることが確認できる。 

 

人々が必要以上の蚊帳を買うことはないと思われるので、余分に持っている家庭に関して

は、政府が配布をしたものであると想像できる。仮に、行政がこの問題を解決できないので

あれば、当社としては「欲しい蚊帳が周ってこない」多人数の家庭（図 46においては５人

                                                   
57 X軸が保有する蚊帳の数を、枠内系列が購入した蚊帳の数を指す。 
58 多くが、Social Marketing Programの安価な蚊帳、もしくは薬効のない素蚊帳であると考えられる。 
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以上）をターゲットとすることを念頭に、ビジネスを組み立てることが可能である。 

   

図図図図    46464646『『『『分析分析分析分析：：：：蚊帳保有数蚊帳保有数蚊帳保有数蚊帳保有数（（（（理想値理想値理想値理想値とととと実際値実際値実際値実際値））））
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⑪ 買った蚊帳の価格： 図 47 におき、100Ksh 以下の蚊帳というのは、政府管掌の Social 

Marketing Programにより安価な 50Kshで買ったものと思われる。９６％が、Ksh500以下で

購入をしているが、その価格帯から、殺虫剤含有の蚊帳ではないものが大部分であると思わ

れる。政府プログラム以外の大部分がKsh400以下であり、今後参考とすべきデータである。 

    

図図図図    47474747『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：購入購入購入購入したしたしたした蚊帳蚊帳蚊帳蚊帳のののの価格価格価格価格』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ 蚊帳を買うにあたり重視するもの：BOPの人たちが、蚊帳を買うにあたり重視する要素

について確認をした（図 48）。 

 

・ 四分の一にあたる２５％が、物理的耐久性を挙げているのに対し、殺虫機能の必要性
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に関しては１０％に留まっていることから、人々の間で「強くて長持ちするのが良い

蚊帳」という意識が根強いことが窺い知れる。 

・ 色が１４％と、通気性（１２％）、殺虫機能（１０％）やサイズ（１０％）を上回っ

ていることから、消費者は予想以上に色に対し敏感である可能性がある。無償でもら

う蚊帳に対し高い要求が示されることはないが、物を買ってもらうにあたっては、軽

視できない要素である可能性が充分ある。 

 

図図図図    48484848『『『『蚊帳蚊帳蚊帳蚊帳のののの購入購入購入購入をするにあたりをするにあたりをするにあたりをするにあたり、、、、重視重視重視重視するものするものするものするもの』』』』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

購買行動・意識について 

    

① 買い物をどこでするか：食物については(図 49)にて示すとおりスーパー・マーケット59よ

りも、主にキオスク等小さな店や市場で食品を購入していることが分かる。日用品について

は(図 50)にて示すとおり、スーパーで購入をする割合が増えているものの、大部分（８割

がた）が零細店舗や、オープンマーケットで購入している。 

 

    

    

    

    

    

    

                                                   
59 地方都市のスーパーは、多くの場合非常に規模が小さいことが多い旨、再度強調したい。日本のコンビニと同等、も
しくはそれ以下のスケールの商店が、スーパーと呼ばれている場合が多い。 
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図図図図    49494949『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：食料品食料品食料品食料品をををを購入購入購入購入するするするする場所場所場所場所』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図    50505050『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：日用品日用品日用品日用品（（（（食料品除食料品除食料品除食料品除くくくく））））のののの購入場所購入場所購入場所購入場所』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② なぜそこで買い物をするか（図 51 および 52）：地域別に考察すると、西部、東部では

97-98%がキオスクやマーケットで日用品を購入している。また、東部はキオスクの利用

が大部分で、西部はマーケットの利用が大部分であることが分かる。 

 

次に、東部の人々がキオスクを、西部の人々がマーケットを利用する理由を考察した。

東部の人々がキオスクを選ぶ理由は、立地要因が 48%と最も多く、価格要因が 37%と次

に多くなっている。一方、西部の人々がマーケットを選ぶ理由は立地要因が 73%と圧倒

的に高くなっている。西部はキオスクが点在しておらず、マーケット開催日に足を運ぶ方

が便利であることが考えられる。 
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図図図図    51515151『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：日曜品日曜品日曜品日曜品をそこでをそこでをそこでをそこで買買買買うううう理由理由理由理由（（（（東部沿岸東部沿岸東部沿岸東部沿岸））））』』』』    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

図図図図    52525252『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：日曜品日曜品日曜品日曜品をそこでをそこでをそこでをそこで買買買買うううう理由理由理由理由（（（（西部西部西部西部）』）』）』）』    

 

③半年の間に薬購入に充てた金額：6ヶ月の医薬品購入における出費につき、40%が 500Ksh

以下、80%が 3000Ksh以下であることから、医薬品を自らあまり購入しないことが伺える（図

53）。 

    図図図図    53535353『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：過去過去過去過去６６６６ヶヶヶヶ月月月月のののの医薬品医薬品医薬品医薬品へのへのへのへの出費出費出費出費』』』』    
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④週ごとの支出金額：図 54から、一週間の支出につき、8割型は 1000Ksh以下。平均月収

が 8 割型は 5000Ksh 以下であることを考慮すると、月収のほぼ全てを使い切っていると推

定できる。 

図図図図    54545454『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：一週間一週間一週間一週間のののの出費出費出費出費』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.43.1.43.1.43.1.4 （（（（Ｓｔｅｐ．Ｓｔｅｐ．Ｓｔｅｐ．Ｓｔｅｐ．４４４４））））プランニングプランニングプランニングプランニングとととと、、、、新販売組織形成新販売組織形成新販売組織形成新販売組織形成：：：：２０１１２０１１２０１１２０１１年年年年７７７７月月月月～～～～１０１０１０１０月月月月    

    

■法対応 ― 以下、プロジェクト実施のための認可の取得をした。 

 

承認機関 

    

Kenyatta National Hospital（ケニヤッタ国立病院）管掌倫理員会 

 

承認取得日  

 

２０１１年８月１７日60  

 

■パートナー選定について 

 

主要運営パートナー 

 

表 11の５者と面談や交渉を実施し、費用（コスト）対効果（サービス）などを精査のの

ち、２者を主要な運営パートナーとして選定した。 

    
                                                   
60 プロジェクト期間は１年間であるため、２０１２年８月１６日まで有効となる。巻末資料あり。 
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表表表表    11111111『『『『パートナーパートナーパートナーパートナー候補候補候補候補とととと採用採用採用採用のののの経緯経緯経緯経緯』』』』    

名称 組織の概要
採用
判断

判断理由

大手NGO①

世界的なＮＧＯであり、
ＨＩＶエイズを中心に保
健分野における経験は
深い。マラリアに関して
は、経験は比較的浅
い。

×

販売代金回収など金の扱い（出
し入れや遣り取り）には関与した
くない意向。プロジェクトへの参
加に関しては日本本部の承認
が必要で、長く時間がかかる可
能性あり。

大手NGO②

老舗ＮＧＯの一角であ
り、ケニアには１９７０年
台に進出し３０箇を越え
る拠点を運営。保健分
野のエキスパート。マラ
リアの経験あり。

×

販売代金回収など金の扱い（出
し入れや遣り取り）には関与した
くない意向。また、民間企業と組
む例が少なく、正式な内部承認
を得るのに長い時間がかかる
可能性あり。

S社

東アフリカを中心に７カ
国に展開する広告エー
ジェンシーで、大手小売
り経由のＦＭＣＧに強
み。各種イベントなども
こなす。

×
イベント志向強く、またコスト的
な観点から採用を見送った。

K.O.S.L.

保健、援助分野に強み
をもつローカルＮＧＯ。
本拠地はマチャコス、マ
クエニ両県だが、他県
においてもコネクション
を強い。

○

Local Community Groupの扱い
には長けている点、モチベー
ションの高さやコストの観点から
の総合判断で採用を決断した。

Motivator
Enterprises
Limited

政府機関やｻｰﾋﾞｽ産業
に強みをもつ経営コン
サルタント。市場調査な
ども請け負い、２００９年
には当社より受託経験
あり。

○

企画能力の高さ、過去の実績
（運営面の手堅さ）やコストの観
点から、採用を決断した。

 

 

■■■■そのそのそのその他他他他パートナーパートナーパートナーパートナー    

 

・ 現地における物流・金銭面の統括機能を、Consumer Experience Limited社（ナイロ

ビ）へ委託した。 

・ MDGの担当省庁の長であり、日ごろより当社活動に賛意を示しているケニア政府・国

土計画、開発およびビジョン２０３０省のW.A.オパランヤ（Oparanya）大臣に、当プ

ロジェクトのオブザーバーに就任いただいた。  

 

■■■■販売方式販売方式販売方式販売方式のののの決定決定決定決定    

 

社内におき検討を重ねた結果、以下の販売方式を採用することとした。 

 

①家庭を個別訪問する訪問販売 
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②教会やモスクなどの宗教施設・村長などが開催する地元集会（Baraza）等、『公の場を

利用したプロモーション』 

 

なお当初、プロジェクトの計画策定の段階で３番目のプロモーション様式として検討をし

ていた“口コミ”による販売システムに関しては、以下の理由により見送ることとした。 

 

当プロジェクトの主要品目である蚊帳は、汎用蚊帳に比べ技術的難易度の高い機能製品で

あり、また、殺虫剤を原料樹脂中に練りこんだ製品であるため、薬効の持続期間や安全性は

ケニア政府の監視・統制下にある。いわゆるネズミ講の性格を持つ販売システムを採用し、

販売作業実行者が広範囲に拡大・増殖された場合、マラリアや当蚊帳製品に関するテクノロ

ジーなど、本来説明すべき『技術的側面』が消費者に充分説明されず、awareness の拡大

（知識伝播）を主要テーマに掲げる当プロジェクトが意味を成さなくなる可能性がある。 

 

また、本来必須である当蚊帳製品の安全・危険情報や、遵法精神を含む当プロジェクト運

営・実施のためのルールなどに対する住友化学の『管理の目』が行き届かなくなる可能性が

ある。対顧客重要コミュニケーションが担保されない販売様式導入を検討することはコンプ

ライアンス上問題があるため、プロジェクト内での採用を断念した。農村部における“口コ

ミの効果”については興味深いところであり、インタビューなどを通じ、影響の及んだ範囲

を検証することとした。 

    

■■■■販売組織販売組織販売組織販売組織のののの形成形成形成形成    

 

販売組織（ユニット）を形成するにあたり、便宜的に以下２種類のチーム分類をおこなう

ことにより、自らが主として行うプロモーション方式の明確化を図った（参考：表１２） 

・ Mobile Team → プロモーション様式①（訪問販売）を中心におこなう。 

・ Immobile Team → プロモーション様式②（教会やモスクなどの集会所、baraza

などを利用した販売）をおこなう。 
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表表表表    12121212『『『『プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト中中中中のののの販売体制販売体制販売体制販売体制』』』』    

Unitの分類名称 Unit数

①Door to Door
家庭の個別訪問を通じ
たプロモーション

　Mobile Unit 28

②Baraza（集会）、
教会・イスラム施
設など

人々の集まる場所にお
きプロモーションをおこ
なう

　Immobile Unit 30

58

販売様式

合計数  

 

着実にそれぞれの様式でプロモーションが実施されるよう、販売様式をベースに便宜的に

ユニット（Unit）らを分類したが、モチベーション維持の観点から、余力を利用しもう一

方の様式にてプロモーションをおこなうことは認めることとした。販売様式別の成果に関し

ては、プロモーション後の面談にて確認することとした。 

 

■■■■組織組織組織組織選別選別選別選別    

 

販売組織（ユニット）は、住友化学の管理監督のもと、運営パートナー２者が募集および

選別をおこなった。大よそ１３０の候補組織（代表者）とインタビューをおこない、うち５

８組織61を採用した。 

 

■■■■トレーニングトレーニングトレーニングトレーニング    

 

ユニット（Unit）のリーダー（それぞれから１～３名；のべ約１５０人）を以下ロケー

ション（町）に集め、研修を実施した。実施会場はホテル会議室、大学の教室等で、質疑応

答を含め５時間程度。主要な説明・伝達事項に関しては表１３に示した。 

 

・ Machakos（マチャコス県；２０１１年８月に実施） 

・ Kisumu（キスム県；２０１１年９月に実施） 

・ Kilifi（キリフィ県；２０１１年９月に実施） 

 

                                                   
61 大きさは、まちまちである。短期プロジェクトであるため、母体集団は数十名の組織であっても、プロモーションへ
の動員数が数名の場合もあり。 
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写真写真写真写真    13131313：：：：キスムキスムキスムキスム県県県県におけるにおけるにおけるにおける研修研修研修研修のののの風景風景風景風景    

    

表表表表    13131313『『『『研修研修研修研修におけるにおけるにおけるにおける主要主要主要主要なななな伝達事項伝達事項伝達事項伝達事項』』』』    

領域 テーマ 具体的内容/補足説明

プロジェクト
の位置づけ

■JICAが部分出資をする、公的意味合いのあるプロジェクトで
ある。
■ケニア政府・倫理委員会の認定を得た正規の調査プロジェ
クトである。
■MDG担当の開発省・Oparanya大臣がオブザーバーである。

プロジェクト
の意義・特
徴

■プロジェクトの仕組み・ルール。
■目指すはチャリティーではなく、Win-Win-Winの新ビジネス・
モデル。
■プロジェクト終了後、本ビジネスへ移行する可能性あり。

法の遵守・
コンプライア
ンス

■贈賄、押し売りなど、犯罪性のある行為に手を染めない事。
■インタビューを通じ入手する個人情報の扱いに関しては特
に要注意である。
■環境や、あらゆるステークホルダーに配慮をすること。

今日のマラ
リア

■世界、アフリカ、ケニアにおけるマラリアの発生状況等。

マラリアの
感染の仕組
み

■蚊が感染に果たす役割（皆が蚊帳の下で寝るべき理由）。

Unique
Selling
Point(s)

■Slow Release Technology、原料（ポリエチレン）由来の物理
耐久性、通気性の良さなど。

売り込みの
ポイント

■全ての人に行くわたるほど、無償蚊帳の供給量は多くないこ
と、およびマラリアにかかった後の労働機会の逸失、通院・治
療費を考えると「蚊帳は安い買い物である」ことを、消費者に
着実に理解させる。

欠点情報
■蚊帳を構成する繊維に練りこまれた殺虫成分は太陽光に弱
いので、直射日光が当たらない場所での使用が前提となる
（例：直射日光の当たらない窓のカーテン）。

安全情報
■毒性の低い化学物質ではあるものの、肌に触れることが前
提の使い方を勧めてはならない。

プロジェクト

マラリア

製品
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■■■■実地訓練実地訓練実地訓練実地訓練    

 

一部のユニット（Unit）は保健分野での活動経験をもち、また Social Health Worker等

として活躍するメンバーも多少いるが、大多数は、保健分野・営業ともに未経験であった。

実際の販売業務を担うユニット（Unit）メンバーの“営業力底上げ”を目的に、以下表１

４の村々におき、日本のプロジェクト要員が同行の上、実地訓練を兼ねたプロモーションを

おこなった。 

    

表表表表    14141414『『『『プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション対象村数対象村数対象村数対象村数』』』』    

地区 該当県 対象村数

ナイロビ近県 Machakos県、Makueni県 5

西部 Kisumu県、Kakamega県、Siaya県 8

東部沿岸 Kilifi県、Kwale県 9
 

 

■■■■開発効果開発効果開発効果開発効果にににに関関関関するするするする考察考察考察考察    

 

当該 BOPビジネスがもたらす開発効果と発現のシナリオ 

 

国際社会は西暦２０００年、国連ミレニアム・サミットにおき採択された「ミレニアム開

発目標（Millennium Development Goals）」を通じ、世界の貧困や教育、健康や環境保護な

どのテーマに一致団結して取り組むことを表明した。当プロジェクトの上位目標のマラリア

防除と BOP 層の生活向上は、それぞれ MDG の６番目のゴールとして定められたマラリアの予

防、および貧困削減をうたったゴール１番および８番と一致を見ており、当プロジェクトの

開発効果は MDG に直結していると言える。 

 

①①①①保健保健保健保健医療医療医療医療    

 

当プロジェクトを通じ当社が流通を試みる品物は、マラリア対策蚊帳として世界保健機関

（WHO）が使用を推奨し、日本政府を含む国際社会が出資し世界のマラリア分布地に無償

配布を行っている LLIN（長期残効型防虫蚊帳）である。LLINのマラリア防除に対する効

果は、多くの学術的研究により検証済みであり、ここでは深く掘り下げないが、MDGへ取

り組みの一環として 2005年に当社製品 Olyset Netを配布したケニア西部サウリ（Sauri）

村においては、全住民の血液検査の結果、『マラリア原虫保有者は 50.1%から 10.8%に減少』
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し62、また同じく隣国タンザニアのウサリバー（Usa River）村においては、診療所の医師

よりマラリアと診断される患者数が半減したとの報告もあった 63。殺虫処理蚊帳

（Insecticide-Treated Net）全般としては、2012年５月の世界銀行による報告事例にて、

近年ケニアにおき５歳未満の乳幼児の死亡率が年平均で７．６％下がった理由のうち『５

８％に関しては INT』の寄与分、とされている64。 

 

マラリアの蔓延や罹患による被害規模を決定付ける要素は数多くあり、蚊帳のみでマラリ

ア撲滅に結びつく訳ではないが、蚊帳の普及により守られる人々の理論値は推定可能である。 

 

国際社会のマラリアに対する取り組みの中で多くの場合採用される「蚊帳１張で 2 人が

守られる」という仮定に基づくと、蚊帳１万張を販売することによりカバーされる人数は２

万人となる。ケニア国の人口およびマラリアによる死亡率との相関から、人口１，０００人

につき一人が亡くなると仮定した場合65、蚊帳１万張を販売されることによりマラリアによ

る死から逃れる人数は２０人である。 

 

当社が事業化後、仮に数年の間に累積２００万張の蚊帳を販売した場合、マラリアによる

死を逃れる人は累積４，０００人のレベルに達するものと考えられるが、ケニア国における

年間の公表死亡者数が現行 2 万６千人レベルであることを考えると、大きな成果である。

また、LLINの使用により同室の蚊帳の下で寝ていない人もマラリア罹患リスクが軽減され

る事は周知の事実であるため、より多くの者の健康リスクが抑えられるのは間違いない。 

 

②貧困削減 

 

マラリアは感染者を死亡させて労働力を奪い、または死亡に至らずとも人々を労働から遠

ざけて労働時間を削ぎ、そして治療への支出を強いる。予防のための医療費負担も、小さく

はない。ケニア国の人々は、マラリアが貧困を助長し、貧困がまたマラリアを生むという悪

循環の支配下にある。ゆえに当 BOP ビジネスを通じマラリア制圧に貢献することにより、

貧困削減の一翼を担うことができる。 

 

                                                   
62 『地球規模感染症と企業の社会的責任』（２００９年、財団法人日本国際交流センター、ｐ１３５）より。ACTや IRS
などの対策と同時期に配布されており、100％が Olyset Net寄与分とは言えない旨、筆者の補足説明あり。 
63 ウサリバー診療所のサムエル・サラキキャ医師によると、2002年の 3,529件から、2007年には 1,772件となった（広
報 DVD“未来への架け橋 ～住友化学のアフリカ支援～”収録のための当社インタビューより）。 
64 “What has driven the decline of infant mortality in Kenya?”(The World Bank, African Region, Poverty Reduction 
and Economic Management Unit, May 2012) 
65 世界保健機構（WHO）発表の 2010年のケニアの人口およびマラリアによる院内死亡者数はそれぞれ 40,863千人と
26,017人であり、1,000人あたりの死亡率は 0.636人であるが、同国の医療行政事情を見るに、統計に現れない死亡例
が多いと見るのが自然であり、1,000人あたり 1人という線が妥当であると当社は考える。 
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ケニア政府はNational Malaria Strategyを制定した２００１年時点で「マラリアによる

経済損失」を年間１．７億労働日としている。これは国民一人あたりの５．３７労働日の労

働機会逸失に相当する66が、その後、特効薬の出現などによりマラリアの治療時間が劇的に

改善されたとの認識はできない。 

 

今日においても同レベルの労働機会が逸失されていると想定し、また同じ状況が当面の間

継続するという仮定のもとでは、当社蚊帳が数年の間に計２００万張販売されることにより

４００万人がマラリア罹患の難から逃れ、約２１．５百万・労働日の逸失が回避される。こ

れは一人当り GDP を 1640 ドルとした場合67、大よそ９７百万米ドルの損失回避に相当す

る。 

 

本ビジネス移行時の蚊帳の売価を５米ドル、数年の間の累積販売数量を２００万張と仮定

した場合、に対し約１千万米ドルの売り上げが見込まれる。その内の数十パーセント（３０％

と仮定した場合は３百万米ドル）は、村々にて販売を担う LCG（ローカル・コミュニティ

ー・グループ）のメンバーを中心に、製品加工や輸送の過程を経て、いわゆる BOP層の人々

の懐へ入ることとなる。そのほかに投入する蚊帳以外の商品などを含めると、経済インパク

トは大きい。 

 

また、ケニアの主要疾病であるマラリア罹患率低減により、国家予算の医療支出も大幅に

削減され、教育や経済分野などへの投資を通じ、貧困削減に貢献できる。 

 

当該 BOPビジネスの効果測定について 

 

当 BOPビジネス・モデルから生まれる直接的成果について、プロジェクト・デザイン・

マトリクス（PDM；巻末図２）に記した。当 BOPビジネス・モデルにおいては、LCG（ロ

ーカル・コミュニティー・グループ）や NGOのメンバーらが、蚊帳などの製品の販売実務

を担い、BOP 層に蚊帳やマラリアに関し説いて周る「知識普及」の役割、および「デリバ

リ機能」を発揮することにより、売りを立てて収入を得る。また、マラリア被害から逃れる

購入者と家族も、受益者となる。当 BOPビジネスを本格展開した場合の長期成果の各指標

は、PDMの通りである。成果測定を目的に、プロジェクト中に実施したインタビュー調査

（消費者おおよび売り手）内の情報をベースラインとし、その合理性が担保される限り５年

以内を目処に再調査をおこなう予定である。 

 

                                                   
66当時の人口３１．６４百万人（IMFの”World Economic Outlook 2011”より） 
67 “World Bank Databank 2011”（世界銀行）の GNI per capita PPPを参考にした。. 
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3.23.23.23.2 プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション・・・・フェーズフェーズフェーズフェーズ    

 

（Ｓｔｅｐ．（Ｓｔｅｐ．（Ｓｔｅｐ．（Ｓｔｅｐ．５５５５））））プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション：：：：２０１１２０１１２０１１２０１１年年年年１０１０１０１０月月月月～～～～２０１２２０１２２０１２２０１２年年年年２２２２月月月月    

    

    

写真写真写真写真    14141414：：：：Door ToDoor ToDoor ToDoor To Door Door Door Door（（（（戸別販売訪問戸別販売訪問戸別販売訪問戸別販売訪問））））風景風景風景風景 

    

    

写真写真写真写真    15151515：：：：教会教会教会教会におけるにおけるにおけるにおけるプロモーションプロモーションプロモーションプロモーション風景風景風景風景    

 

 

写真写真写真写真    16161616：：：：イスラムイスラムイスラムイスラム・・・・センターセンターセンターセンターにおけるにおけるにおけるにおけるプロモーションプロモーションプロモーションプロモーション    
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写真写真写真写真    17171717：：：：BarazaBarazaBarazaBarazaにおけるにおけるにおけるにおけるプロモーションプロモーションプロモーションプロモーション風景風景風景風景 

    

■実施期間 

 

２０１１年１０月中旬から１１月初旬の間にかけ、品物の配貨が済んだ地域より順次プロ

モーションを開始し、期限の２０１２年２月までの間の５ヶ月間の中で、４ヶ月間継続した。 

 

■実施要領 

 

各ユニット（Unit）とも、以下を中心に構成される“販売キット”を携え、予定された

方式でプロモーションをおこなった。 

• 比較ボード … 以下の３種類の素材サンプル片を、板に貼り付けたもの： 

① 住友化学ポリエチレン蚊帳 

② 他社殺虫効果なしのポリエステル蚊帳 

③ 他社殺虫効果ありのポリエステル蚊帳 

• 製品サンプル 

• プレゼン用の技術資料 

 

 

写真写真写真写真    18181818：：：：比較比較比較比較ボードボードボードボード    
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写真写真写真写真    19191919：：：：プレゼンプレゼンプレゼンプレゼン用技術資料用技術資料用技術資料用技術資料    

 

■実施地域 

    

表表表表    15151515『『『『プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション実施地域実施地域実施地域実施地域』』』』    

地域 地域名称 対象村数

ナイロビ  Ｋｉｂｅｒａ（スラム街） 1

ナイロビ近県  Machakos県、Makueni県 11

西部
 Siaya県、Kakamega県,
Kisumu県

20

東部（沿岸）  Kilifi県、Kwale県 10

計 42  

 

■実績 

 

蚊帳を１，２３９張、およびロール（シート状にして切り売り）を１，４９５㎡販売した。 

 

3.33.33.33.3 ポストポストポストポスト・・・・プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション・・・・フェーズフェーズフェーズフェーズ    

    

3.3.13.3.13.3.13.3.1 （（（（Ｓｔｅｐ．Ｓｔｅｐ．Ｓｔｅｐ．Ｓｔｅｐ．６６６６））））事後事後事後事後インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：２０１２２０１２２０１２２０１２年年年年３３３３月月月月    

 

■消費者側調査  

 

以下、表１６の要領にて実施した。 
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表表表表    16161616『『『『事後事後事後事後インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：実施要領実施要領実施要領実施要領』』』』    

項目 単位 内容

対象地域 プロジェクト対象の全地域

対象家庭の抽出

910軒に関しては、事前インタビュー実
施対象から。530軒は、町・村の中心地
より放射状に選びだした未実施の家庭
である。

実施サンプル数 件 1,603

有効回答数 件 1,440

調査分野
JICAプロジェクト（特にプロモーション活
動に関わる部分）について

    

 

消費者に対するインタビューは、プロジェクト・実施前インタビューと同様、効率・適切

さの確保を念頭に実施をした。プロモーションに対し“少なくとも何らかの予備知識”を有

している事前インタビューを受けた者のみをインタビュー調査の対象とした場合、プロモー

ションに対する評価の客観性が確保できるか懸念が残るため、事前インタビューを受けてい

ない人々（頭がまっさらな人々）を加えて実施した。 

 

■販売者側調査  

 

プロモーションに実質的に貢献した主要なユニット（Unit）計３９（計１０１名）に対

し、具体的活動内容（販売方式やその成果など）の把握を目的に聞き取り調査をおこなった。 

    

3.3.23.3.23.3.23.3.2 （（（（ＳＴＥＰ．ＳＴＥＰ．ＳＴＥＰ．ＳＴＥＰ．７７７７））））プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション実施前後実施前後実施前後実施前後ののののインタビューインタビューインタビューインタビュー調査結果比較調査結果比較調査結果比較調査結果比較およびおよびおよびおよび販売数販売数販売数販売数

量比較量比較量比較量比較などによるなどによるなどによるなどによる効果効果効果効果のののの分析分析分析分析：：：：２０１２２０１２２０１２２０１２年年年年４４４４月月月月～～～～６６６６月月月月    

    

■販売概況 

 

プロモーションの販売実績は、以下図 17の通りとなった68。 

 

 

 

 

 

                                                   
68 販売データ、消費者へ対するインタビューおよび販売者（ユニット）に対するインタビューが元となっている。イン
タビューについては情報の精度・信憑性などの観点から、一部当社の推測を含む。売買成約の定義は、蚊帳が１張につ

き１件、ロール（切り売り）が２㎡につき１件とした（購入単位が大きかった東部沿岸のみ３㎡が一件）。蚊帳の場合は、

多くの場合１張単位の購入が多く、ロール（切り売り）は１～１０平方メートル未満とまちまちの状況である。 
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表表表表    17171717『『『『プロモーションプロモーションプロモーションプロモーションのののの販売実績販売実績販売実績販売実績』』』』    

地域分
類

地域名
称 蚊帳

ロール
（切り
売り） 口コミ

単位 張 m2 戸
成約
数 軒

成約
数 件

成約
数 件

成
約
数 箇所

成約
数

成約
数

成約
計

ナイロ
ビ

Kibera
（ナイロ
ビ最大の
スラム） 71 64 301 16 17 0 3 2 10 0 3 25 52 95

ナイロ
ビ近県

Machako
s、および
Makueni
県 977 314 1,325 623 45 66 18 31 21 29 33 102 218 1,069

東部沿
岸

Kwake,
Kilifi,
Malindi各
県 184 780 1,629 348 25 24 6 27 4 0 6 15 151 565

西部

Kisumu,
Kakameg
a, Siaya
各県 7 337 1,857 80 57 17 43 14 29 9 21 21 34 175

1,239 1,495 5,112 1,067 144 107 70 74 64 38 63 163 455 1,904

学校・病
院

Door To
Door（個別の
家庭訪問）

地域 販売数量

教会・イス
ラム施設 Baraza

プロモーション方法および成約件数

市場

 

詳細は後述するが、今回プロジェクトと通じて蚊帳が販売された顧客層の収入レンジは、

大部分が月収 Ksh5,000 以下の家庭であり（最も多いは Ksh3,000 未満）、いわゆるＢＯＰ

層の中でも底辺に属する人々である。この収入レベルの低さを考慮すると、我々の顧客は、

金の使い道に最も慎重で「衝動買いに最も縁の無いたぐい」の人々であると言える。また、

前述のとおり彼らは収入を得る頻度・タイミングも一定でなく、農作物の収穫に合わせて“季

節収入”を得る人々も多いため、プロモーションを受けた時点では金がない、ケースが多い

ことも想像に難くない。これらはいずれも、プロモーションを受けてから実際の購入行為に

及ぶまでの時間が我々の想像以上に長い可能性があることを意味しており、ゆえに、プロモ

ーションの効果を、直後のインタビュー調査を通じて数値化・評価することに関しては、慎

重であるべきである。斯様な中で、表１７の通り、数量的には蚊帳を１，２３９張およびロ

ール（シート状にして切り売り）を１，４９５㎡販売することができた。 

 

また、回答者の先入観を排するためにプロジェクトを展開した村々に住む人々の中で当プ

ロジェクトに関するインプットがなかった人々（つまり事前インタビューを受けなかった

人々）に対してプロジェクト後インタビューをおこなったところ、図 55に示すとおり、全

体の９０％のが「プロジェクトを見聞きした、もしくは実際にプロモーションを受けた」と

回答をした。さらに、図 56にあるように、プロモーションを見聞きした人々（プロモーシ
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ョンを受けた人を含む）の９８％がプロモーションの印象に関し『非常によかった』もしく

は『よかった』と回答をしており、目標通り当プロモーションが効果を発揮し、浸透したこ

とは疑いの余地がないと考えている。 

 

図図図図    55555555『『『『事後事後事後事後インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：プロモーションプロモーションプロモーションプロモーションをををを見聞見聞見聞見聞きしたかきしたかきしたかきしたか』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

図図図図    56565656『『『『事後事後事後事後インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：プロモーションプロモーションプロモーションプロモーションにににに対対対対するするするする印象印象印象印象』』』』    

Impression against the promotion

57%

41%

2%

0%

0%

Very good

Good

So so

Not good

Very poor

    

 

■■■■地域考察地域考察地域考察地域考察    

 

ケニア西部 

 

政府による蚊帳の無償配布キャンペーンが夏（２０１１年７月以降）から大規模に開始さ

れ、その直後の１１月よりプロモーションが開始された影響で、蚊帳に関しては殆ど売るこ

Have you heard/seen/attend the promotional activity of

JICA-Sumitomo mosquito net? (for those who didn't

receive the pre-survey interview)

90%

10%

Yes

No
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とができなかった（販売結果：７張）。窓やドアのスクリーン用途に切り売りされたロール69

は、３３７㎡とまずまずの状況であった。 

 

東部沿岸 

 

プロモーションが開始してのち年末（１１月から１２月）にかけて無償配布キャンペーン

が開始されたため、若干数量（１８４張）を売ることができた。ロール（切り売り）は７８

０㎡と、全地域中で最多数量を販売した。 

 

ナイロビ 

 

数多くのNGOが蚊帳を無償配布するナイロビ最大のスラム「キベラ（Kibera）」は、蚊

帳が７０張、ロール（切り売り）が６４㎡と苦戦した。 

 

ナイロビ近郊（マチャコス県およびマクエニ県） 

 

蚊帳９７７張を販売し、全ユニット（Unit）中、売り上げ金額で上位８位までを当該地

域のユニット（Unit）が独占するなど、健闘をした。同地は蚊帳の無償配布はなされてい

るものの、政府の優先配布地域とは見なされていないため現在はマス・キャンペーン（ユニ

バーサル・カバレッジに基づく大規模配布）の対象外であり、これら外部要因やユニット

（Unit）メンバーの能力・強い意欲が大きく影響したものと考える。ロール（切り売り）

は３１４㎡とまずまずの成果であった。 

    

 

販売者側に対する事後インタビューを通じて確認できたのは、売り手のモチベーションに

対する政府の無償配布キャンペーン（マス・ディストリビューション）の影響が甚大だとい

うことであり、キャンペーンと重複するタイミング、もしくは直後に蚊帳の販売を試みるの

は、「売り手のモチベーション」の観点で難しいという判断できる。 

 

一方、買い手に対する事前インタビュー調査結果より、今回プロモーションがそこそこの

結果を出したナイロビ近県（マチャコスおよびマクエニ県）と東部沿岸においては、対象家

庭がそもそも必要なだけ蚊帳を持っておらず、販売が振るわなかった西部においては逆に、

必要な蚊帳があった、と取れる結果が得られた（図 57）。 

 
                                                   
69 販売の現場で、ユニット（Unit）メンバーが顧客の要望に合わせてロールを切って販売する。 
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図 57は、地域別の世帯の家族メンバー数の平均（棒グラフ）および世帯の蚊帳保有数の

平均（折れ線）を示したものであるが、２人につき１張の蚊帳が必要だとした場合、平均５

人の家族メンバーを擁するケニア西部では理論上の蚊帳必要数が各家庭あたり２．５張なの

に対し、実際には３．５張程度持っている実体が表されている。これは、一家庭平均で一張

余分に蚊帳を持っている可能性を示唆しているが、調査が実施される前の７月から政府の無

償配布キャンペーンが西部で開始されたのは確認できており、ナイロビ近辺や東部沿岸部に

比べ、販売が伸びなかったのも頷ける。 

 

図図図図    57575757『『『『分析分析分析分析：：：：家族家族家族家族メンバーメンバーメンバーメンバー数数数数およびおよびおよびおよび蚊帳保有数蚊帳保有数蚊帳保有数蚊帳保有数』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション様式様式様式様式にににに関関関関するするするする考察考察考察考察    

 

効率面で地域差はあるものの、5,112件実施されたうち 1,067件の成約があった Door To 

Door方式（いわゆる様式①）が、最もよい成果を上げた。Door To Doorを中心にプロモー

ションをおこなった Mobile ユニット（Unit）が売り上げ上位１０ユニット（Unit）中、

９ユニット（Unit）を占めたことも、その優位性を物語っている。施設や集会を利用した

プロモーション（いわゆる様式②）については、１３５軒の教会および９つのイスラム施設

（モスク、集会場）にてプロモーションが実施され１０７件の成約があった。また、村の公

的な集会である barazaにおき計７０回のプロモーションが実施されたものの、７４件の成

約にとどまった。これらの集会場所には通常、人々は現金を多く持参しないため、売買の場

よりはむしろ「宣伝広告の場」としての機能をした。 

 

ほか、６４の学校や医療クリニックへ対しプロモーションがおこなわれ、３８件の成約に

留まった。教員の間では評判がよく、学生寮での使用を検討する者もいた。クリニックは、

院内のベッド用の受注は多少あったものの、患者に積極的に勧めるまでには至らなかったよ
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うだ。口コミは、プロジェクトにおき積極的に薦めた販売様式ではなかったが、集計では４

５５件と全成約数の４分の１近くを占めたから、販売上無視できない機能を有していること

が確認できた。 

 

3.3.33.3.33.3.33.3.3     プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション前前前前後後後後ののののインタビューインタビューインタビューインタビュー調査結果調査結果調査結果調査結果からからからから    

 

購買意欲の喚起度合い 

 

購入意欲に関し、買い手（消費者）・売り手（ユニット）の両方から検証をおこなったが

（表１８：聞き取り調査のまとめ）、何れの側からも、プロジェクト（プロモーション活動）

による購入意欲が大きく刺激された結果を物語るものとかった。 

 

表表表表    18181818『『『『考察考察考察考察：：：：購入意欲購入意欲購入意欲購入意欲』』』』    

回答者  プロジェクト実施前 プロジェクト実施後 

質問 買いたい 必要性が理解でき買った 
買い手側 

該当者数 0 922 

質問 売れると思う 売れると思う 
売り手側 

該当者数 1 85 

 

 

①買い手側からの分析 

 

以下の理由から、当プロジェクトのプロモーションが購入意欲を増大させる効果が大きか

ったものと考える。 

 

表 18にあるように、蚊帳が無償、もしくは政府管掌プログラムのもと安価なＫｓｈ５０

で入手できる環境の下、数倍以上の価格差のある当プロジェクトの蚊帳（Ksh500）を進ん

で購入したいとする例は皆無であった。 

 

購入という“行為”を「本物の購入意欲」と見なし、プロモーション終了後、買い手に対

し実際に購入にいたった具体的理由を確認したところ（表 19）、３３％が必ずしも当社製品

もしくは当プロジェクトの固有性に直結しない理由（子供をマラリアから守りたい、マラリ

アというよりは蚊が飛び回る不快さ等）を挙げたのに対し、６８％が当製品もしくはプロジ

ェクトの固有性に由来した理由（物理的耐久性や蚊帳の品質的優位性、分割払い可能なこと、
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マラリア罹患による労働機会逸失や通院・治療が経済損失につながること考えたこと70）を

挙げている。当設問は複数回答であるため、大部分の回答者が「プロジェクト由来」の根拠

を選んでおり、このことから今回確認できた購買意欲の喚起は、当プロジェクトの実施に大

きく依存するものと考えられる。 

 

表表表表    19191919『『『『事後事後事後事後インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：蚊帳製品蚊帳製品蚊帳製品蚊帳製品をををを購入購入購入購入したしたしたした理由理由理由理由』』』』    

プロジェクト
の固有性に
由来するか

全体に占め
る割合（％）

購入動機 固有性の性質

15 子供をマラリアから守るため。 なし

10 自分や他の家族をマラリアから守るため。 なし

7
マラリアが怖いというよりは、蚊が飛び回る不快さゆえに
買った。

なし

1 価格が適正であったため。 なし

12
マラリアから身を守るためには、家族全員が蚊帳の中で眠
る必要があるため。

プロジェクトで定めた営業トーク

10 販売員をよく知っており、信用をしたため。 プロジェクトの特徴である

8 分割払いＯＫであったため。 プロジェクトの特徴である

7
マラリアを患うと、通院費用や診療代を払うことになるため、
金を失うことになる。

プロジェクトで定めた営業トーク

6
マラリアを患っている間は仕事ができないので、金（収入）を
失うことじなる。

プロジェクトで定めた営業トーク

6
蚊帳が殺虫処理済みであり、自分で薬剤に浸す必要がな
いため。

製品固有の技術優位性

5
マラリアは防ぎたいが、全ての人が政府から蚊帳をもらえる
訳ではない。

プロジェクトで定めた営業トーク

4
蚊帳の品質（Slow Release Technology）が気に入ったた
め。

製品固有の技術優位性

4 蚊帳の品質（通気性の良さ）が気に入ったため。 製品固有の技術優位性

3 蚊帳の品質（物理的耐久性）が気に入ったため。 製品固有の技術優位性

2 販売員の説明に満足したため。 プロジェクトの特徴である

1 プロジェクトのオーナー（住友化学）を信用したため。 プロジェクトの特徴である

No

Yes

 

 

また、３．３．２中『販売概況』で示したように、プロジェクト中のプロモーションにつ

いても、消費者側の評価は非常に好ましいものであった。ゆえに、プロモーションのクオリ

ティーが購入意欲の喚起につながったのは間違いないと考える。 

 

②販売者分析 

 

表 18 に示したように、プロジェクト前の販売側の見立ては悲観的であり、「蚊帳が売れ

ると思う」と予想をしたのは一名のみであった。翻って、プロジェクト終了後には大部分（凡

そ８割）が「売れると思う」との認識を示したのは、プロモーションを実施した販売者メン

バーらが、消費者の購入意欲増大のプロセスを“目の当たりにした”成功体験に基づくもの

                                                   
70 マラリア罹患が経済損失につながるのは当然の事象ではあるが、そのコスト計算を BOPの人々が常日頃おこなう訳
ではない。“Awareness”（知識普及）を重要テーマと位置づける当プロジェクトにおいては、蚊帳購入が実は安上がり
な選択であること消費者に分からせることを目的に、マラリア罹患による経済損失と蚊帳購入にかかるコストの比較を

勧めることを、主要営業トークの一つとした。 
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と考えられる。 

 

ＢＯＰビジネスへの参加意欲（プロジェクト終了後） 

 

表 2071に示すように、当プロジェクトにおき販売活動を担ったユニットの、本事業への

参加意欲は、プロジェクト前後ともに変更なく陽性（意欲あり）である。全員（全ユニット）

が応募、そして選考の上で採用をされた経緯を考えると、当然と言える。 

 

表表表表    20202020『『『『考察考察考察考察：：：：プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト終了後終了後終了後終了後のののの事業化事業化事業化事業化へのへのへのへの参加参加参加参加のののの意志意志意志意志』』』』    

参加意欲の有無 プロジェクト前 プロジェクト後 

あり 107 101 

なし 0 0 

   （単位：人） 

 

ユニット（Unit）らへの聞き取り調査をベースに動機の分析をおこなったところ（図 5872）、

大半が経済的インセンティブを挙げ、またほぼ 3 名に 2 人がマラリア対策を通じた地域貢

献を挙げた。また半数近くが、保健分野や営業経験を通じ自ら成長できる、としたのに対し、

当社製品の技術優位性や新ビジネス・モデルへの期待はほぼゼロのレベルであり、日々の生

活に直結したメンバーのモチベーションの性質が明らかになった。 

 

当プロジェクトから得られる経済的インセンティブは決して高額なでないが、農村部を中

心に活動する人々にとり、一張あたりのコミッションはＫｓｈ１００未満と言えども、貴重

な現金収入となりうる社会状況が改めて確認できた。また、多くの人々が「自己成長」を挙

げたのは、予期していなかっただけに印象的であり、当国におけるビジネス展開を考えるに

あたり、示唆に富むものである。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
71 ユニットの代表者らの聞き取りから。ＢＯＰ層ではなく企業法人へ販売をしたなどの「誤った意欲」を発揮した者、
諸事情で活動中止もしくは契約中断となった者は除く。健康、仕事など個人事情によるメンバー入れ替わりは若干数発

生した。 
72 複数回答方式による。 
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図図図図    58585858    『『『『プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト終了後終了後終了後終了後にににに、、、、本事業本事業本事業本事業にににに参加参加参加参加をしたいをしたいをしたいをしたい理由理由理由理由』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトがががが開発指標開発指標開発指標開発指標にににに与与与与えたえたえたえた効果効果効果効果についてについてについてについて    

 

全体的な効果を総括すると、前述のように一定の販売数量も確保でき、また図 56に示し

たとおり、プロモーションの評価についても、実施された村々におき非常に高いものを得る

ことができた73ので、相当量の効果があったものと判断している。以下、当プロモーション

活動が、新ビジネス・モデルの開発指標に与えた影響の内、主要なものである。 

 

①販売数量 

 

３．３．２中「販売概況」にて述べたとおり、数値化については慎重であるべきと考えるも

のの、購入者の満足度や購買喚起度合いを含む諸分析から、販売数量への影響が確認できた

と考えている。 

 

②販売員・購入者の満足度 

 

３．３．３中の諸分析（「買い手側からの分析」や「販売者分析」、「購入意欲の喚起度合い」

や「プロジェクト終了後の BOP ビジネスへの参加意欲」）から、満足度醸成に大きな効果

があったものと考える。 

                                                   
73 プロモーション前インタビューを受けていない人々（当プロジェクトについて何も知らない人々）に対し、プロモー
ションについて知っているかを訊ねた結果であり、4ヶ月のプロモーションが実施された村々ではほとんどの人々が「プ
ロモーションを経験した、もしくは見聞きした」実態が確認できる。 

プロジェクトに参加をしたい理由
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③購買喚起増大度 

 

３．３．３中の『購入意欲喚起度合い』にて報告の通り、購買喚起度合い向上に大きく影響

したと考える。 

 

④各販売方式（ビジネス・モデル）のフィージビリティー 

 

以下、表 17をベースにプロモーションの様式別に考察をおこなう。 

 

様式①Door To Doorによるプロモーション 

 

5,112 件と最も多く実施され、1,067 件74の成約に結びつき、プロモーション方法として

の有効性が確認できた。売り上げ上位１０ユニット（Unit）中、９ユニット（Unit）が訪

問販売を主要な販売方式とするMobile Teamを占めていることも、Door To Doorの有効性

を裏付けている。なお、上位１０位に入った唯一の Immobile Teamも、教会や barazaで

のプロモーションの他に１５０軒程度の Door to Doorプロモーションをこなし、約３０張

の蚊帳を販売している。訪問が成約に結びついた成約率に関しては地域差が大きく、政府が

蚊帳の無償配布キャンペーンを大々的におこなった西部、およびNGOなどを中心とした蚊

帳の無償配布が多いナイロビのキベラ（Kibera）スラムにおいては、特に成功率が低い（各々、

１８５７軒の訪問に対し８０件、３０１軒に対し１６件）。 

 

様式②施設や集会を利用したプロモーション 

 

・ 教会・イスラム施設（モスク、集会場） 

 

期間中、１３５軒の教会、および９つのイスラム施設（Muslim Centerなどの集会所）75

にてプロモーションが実施され、１０７件の成約を見たものの、各々の参加者（聴衆）数の

大きさが最低数十人に上ることを考えると、収率がよいとは言えない。これは、宗教活動の

場に人々が多くの現金を持ってこないことが理由と考えられるが、一方で「宣伝の場」とし

て教会やイスラム施設におけるプロモーションは有効であり、プロモーションを聞いたうえ

で一度持ち帰り、後日購入のためにユニット（Unit）メンバーに声をかけた人々が多数居

たことが、販売者への聞き取り調査の結果判明している。 

                                                   
74 蚊帳とロール（顧客が希望する大きさに切って販売）の両方が成約した場合、２件と換算した。 
75 厳格な礼拝の場であるモスクそのものにおいて、プロモーションを実施することはできなかったため、Islam Center
（礼拝所や集会所を兼ね備えた複合施設）の集会部屋等がプロモーションの場となった。 
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・ Baraza 

 

Baraza は村レベルで召集される公式な集会であり、末端行政の長もしくは長老の監

督・許可の下で催される。期間中７０の Barazaにおきプロモーションの機会を得るこ

とができ、東部沿岸部のあるユニット（Unit）は芝居と質疑応答を繰り返す寸劇76をお

こなうなどの努力をしたケースもあったが、成約は７４件と、各々の Barazaへの参加

者数の多さを考えると、収率は高くない。これは、プロモーションの後に他テーマが議

論されることもあることため直ぐさまそこが販売の場にはならないことの他、集会に

人々が多額の現金を持ってこないことが理由であると想像される。公共性の高い

Baraza でのプロモーション実施は、消費者の当社アクティビティーに対する信用醸成

にもつながるという意味でメリットは大きいし、教会や Muslim Centerなどにおける

プロモーションと同様に、宣伝効果があることがユニットへのインタビューから判明し

ている。 

 

・ その他 

 

- 市場（Open Market）：町の常設市、および定期市（週一回から三回程度）計２

１箇所にてプロモーションをおこなった77。市場に来る一般客には分割払いを適

用できないことも効き、成約数は２１件に留まったが、遠い村から買出しに来

る人も多く、publicity（宣伝効果）は大きいことが判明している。一方で、ユ

ニット（Unit）らが市場で寸劇78をおこなったナイロビ近県の２つの村では、

同地域の寸劇・未実施地域に比べ、市場における販売数が全体に占める割合が

多かった。実施地域においては、“市場で売れた”蚊帳およびロール（切り売り）

の割合はそれぞれ全体の１６．６％と１３．６％であったのに対し、未実施地

域はそれぞれ６．１％と１．３％であった。工夫次第では、市場におけるプロ

モーションの収率が上がる可能性を示唆しており、本ビジネス移行時には再度

検証をおこなう予定である。 

 

- 学校および病院：計２９個の小学校および Secondary School（日本の中学３年

次と高校３年間の計４年間に相当）、および病院（クリニック）にてプロモーシ

ョンを行ったが、教員・医師相手の製品紹介となるため、成約も１２件に留ま

                                                   
76 いわゆる『Educational Theatre』を得意としている東部沿岸部のユニット（Unit）がおこなったもので、芝居→Ｑ
＆Ａを繰り返しながら、１５分程度の寸劇を演じた。効果は数値化できなかった。 
77 同じマーケットで何回（何日）プロモーションをおこなった場合も、一箇所と換算した。 
78 歌や踊りを交え、マラリアの脅威や蚊帳の有効性をうったえるもので、街角で大音量の音楽をならしスピーカーで宣
伝するスタイルが「ちんどん屋」と見なされ人々が足早に通り過ぎる傾向があったのに対し、人々をひきつけた。 
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った。教員経由での生徒・保護者への製品紹介は、各種制限があり容易ではな

いようだ。ただ教員らからの評判はよく、今後、学生寮などへの導入のきっか

けとなる可能性がある。病院は自消用（院内のベッド用）として販売例はあっ

たが、日常では無償蚊帳の使用や Social Marketing Programの安価蚊帳の購入

を薦めている経緯があり、患者に購入を働きかけることに難があるようだ。 

 

- 口コミによる販売：販売員が直接売り込みをしたのではなく、プロモーション

を受けた人・実際に買って使用した人の勧めで購入をしたケースを口コミによ

る成約と見なし、その効果を推し量る目的の下、販売側調査をベースに数量を

カウントした。全成約数 1,904件のうち 455件となっており、高い位置を占め

た。プロジェクト中に口コミが果たした機能について、細部の検証は物理的に

不可能であるが、聞き取り調査の中においては、一名の主婦が蚊帳を買って紹

介したことが、他の８人との販売につながったケースなども報告をされており、

効果が大きいことは否定できない。また、今回の調査から、情報伝播の手段と

して口コミが占める重要性を示すものとして、以下図 59のデータを入手してお

り、いずれも今後の当社が当地で販売戦略を描くにあたり、反映すべき実態を

示していると考える。 

-  

図図図図    59595959『『『『事前事前事前事前インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：日用品購入日用品購入日用品購入日用品購入のためののためののためののための情報入手経路情報入手経路情報入手経路情報入手経路』』』』    

  

 

図 59は、プロジェクトの対象としたＢＯＰ層のうちおおよそ３人に 2人（６

５％）が、物を買うに当り『知人や家族・親戚、コミュニティー（村）・メン

バーなどの情報（つまり口コミ）』を参考にするとの調査結果を示しており、

テレビやラジオなどのいわゆるメディアに比べ「口によるコミュニケーショ

ン」が重きを占める同国 BOP層の実態が確認できる結果である。 

Where do you get information for buying daily consumables? 

17%

24%

24%

7% 

24% 

4%

Family

Friends 

Community members

TV

Radio

Newspaper/Magazine 



 71 

 

一方図 60は、当プロジェクト後の消費者インタビューにて、実際のプロモ

ーション（販売活動）をどこで体験、もしくは見聞きしたかを調査した結果で

ある。Door To Door（家庭の戸別訪問）、集会所や市場（オープン・マーケッ

ト）等すべての種類のプロモーション方式を実際に経験した（売り込みを受け

た）人の和が８９２であるのに対して、それらのプロモーションが行われてい

るのを“聞いた”人が６５２となっている。実際にプロモーションを受けた人々

の７３％に相当する人数が「プロモーションのことを聞いた」訳であり、「人々

の口」が有効な情報伝達手段である当地の文化的特徴が汲み取れる79。 

   

    図図図図    60606060『『『『事後事後事後事後インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：どこでどこでどこでどこでプロモーションプロモーションプロモーションプロモーションをををを見聞見聞見聞見聞きききき（（（（参加参加参加参加））））したかしたかしたかしたか』』』』    

        

 

以上の結果から、Door To Doorをおこなう販売様式①に関してはフィージ

ブルであり、また今後本ビジネスへ移行をした際に、主たる販売機能を担う

こととなると考える。また、教会やイスラム施設、barazaなど人々が集う場

所にてプロモーションをおこなう販売様式②についてもフィージブルであり、

かつその場での販売にはつながることが少ないものの、宣伝効果を考えた場

合は、これらをおこなうことが望ましい。 

 

一方で学校や病院へのアプローチに当 BOPビジネス・モデルを適用するに

は、限界があるように思われる。教員や医療従事者は多くの場合 BOPではな

                                                   
79 ８９２名がプロモーションを受けた際、ほぼ同数の８９３名が「それを目撃した」こともうかがえる。今後の参考と
したい。 

Where have you heard/seen/attended JICA-Sumitomo promotion?
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く、awareness(マラリアや蚊帳に対する知識）を有しているため、当ビジネ

ス・モデルの目指すところにフィットしない。生徒や患者に蚊帳製品購入を

勧めにくいそれぞれの事情もあり、むしろ院内用や学生寮用へ別の切り口で

の売り込みを図ったほうがよいと思われる。口コミをプロモーション様式と

して採用する予定は今のところないが、口コミが意思決定に及ぼす重要性に

関しては、プロジェクトを通じて確認することができたため、本ビジネス展

開時には戦略に反映させすべく考えている。 

 

■そのそのそのその他他他他のののの主要主要主要主要発見事項発見事項発見事項発見事項    

 

購入層について 

 

プロモーション後におこなった Post-Survey（事後インタビュー調査）の結果によると、

当プロジェクトを通じ蚊帳製品を購入した家庭の月間現金収入は表 21の通りであった80。 

 

表表表表    21212121『『『『事後事後事後事後インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：蚊帳購入者蚊帳購入者蚊帳購入者蚊帳購入者のののの世帯世帯世帯世帯収入収入収入収入レンジレンジレンジレンジ』』』』    

月間収入レンジ 購入者数 

単位：ケニア・シリング 人数 割合 

Ksh7001 以上 84 9% 

Ksh5,001-Ksh7,000 59 6% 

Ksh4,001-Ksh5,000 113 12% 

Ksh3,001-Ksh4,000 71 8% 

Ksh2,001-Ksh3,000 234 26% 

Ksh1,001-Ksh2,000 182 20% 

Ksh1,000 以下 171 19% 

計 914 100% 

 

表 21 をグラフ化し近似線を引いたものが、図 61 である。傾向として、購入家庭は所得

水準が低いレンジが中心である。購入総数の約３分の２（６４％）を、月間現金収入が

Ksh3,000以下（円価：３，０００円）の最貧困層が占めており、所得が上昇するにあたり、

購入家庭数は減少するが、これは、販売対象となる BOP層においては、収入レンジが低く

なればなるほど絶対的構成人数は多いため、自然な帰結とも言える。 

                                                   
80 購入者の一部である９１４人をカバーしており、全購入者をカバーしているわけではない。また、購入者の約８０％
が農民であるため、現金以外の収入（自消用作物）を得ている。表２１、図６１、図６２、図６３の「収入」とは、す

べて世帯ごとの収入であり、「人数を示すもの」は世帯数である。 
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図 62は、それぞれの収入レンジの人々がプロモーションを受けた結果「実際に蚊帳を買

うことにした家庭の割合」を示し近似線を引いたものだが、月収 Ksh3,000未満の家庭がプ

ロモーションを受けた結果として蚊帳の購入をした割合は、Ksh3,001以上稼ぐ家庭が購入

をする割合より多い。甚だ明確と言えるレベルではなく、また購入家庭を多めに抽出したイ

ンタビューである81という意味で購入確率が全体的に高めに出ているものの、収入レンジ間

の傾向としては『金を持っていない家庭の方がよく買う』ことが観察できる。 

 

尚、念のため販売者側にも「蚊帳を購入した人々の世帯収入」をプロモーション後の聞き

取り調査に際し確認をしたが（図 63）、売り上げトップ３のユニット（Unit）は月収Ksh2,000

未満の家庭がターゲットであったとしており、また大多数が Ksh5,000未満の客層へ販売を

おこなったとしていることかから82、概ね「消費者側」調査の結果を裏付けるものであった。 

 

結論として、非常に多くの BOP家庭（特にその中でも貧しい月収 Ksh3,000未満の家庭）

が当社蚊帳製品を買ったこと、及び緩やかではあるものの収入が低いほど購入を決める確率

が高い傾向があったことが確認できた。 

 

図図図図    61616161『『『『事後事後事後事後インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：蚊帳製品購入者蚊帳製品購入者蚊帳製品購入者蚊帳製品購入者のののの所得分布所得分布所得分布所得分布』』』』    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                                                   
81 プロモーションの効果を測ることが目的である。 
82 図 63は、左に行けば行くほど、多く売ったユニット（Unit）であり、左側縦軸（水色）棒線が売上額（Ksh）、オレ
ンジの帯が「推定される顧客の月収レンジ」（Ksh）である。当プロジェクトがターゲットとする BOPの世帯月収は
Ksh10,000以下であった。尚、BOPでなく企業へ売るなどの行為をおこなったユニットについては除外した。 
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図図図図    62626262『『『『所得所得所得所得レンジレンジレンジレンジ別別別別、、、、蚊帳購入割合蚊帳購入割合蚊帳購入割合蚊帳購入割合』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

図図図図    63636363『『『『蚊帳購入者蚊帳購入者蚊帳購入者蚊帳購入者のののの、、、、所得所得所得所得（（（（月間平均月間平均月間平均月間平均））））レンジレンジレンジレンジ』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

購入動機について 

 

図 64は、プロジェクトを通じ実際に蚊帳製品を買った消費者に対して、購入の動機（重
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要なものを２つ）を訊ねた結果である。 

    

図図図図    64646464『『『『事後事後事後事後インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：蚊帳購入蚊帳購入蚊帳購入蚊帳購入にあたにあたにあたにあたりりりり、、、、最最最最もももも重視重視重視重視したしたしたした点点点点』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蚊帳製品の用途（ベッド用蚊帳、窓・ドア用のカーテンなど）にもよるものの、「価格が

適正」との回答がほとんどない一方で、「分割払いが可能だから」との回答は概ね１０～１

５％程度あがっている。これは『価格は高いが分割払い OKだから』という意味と認識でき

るが、販売側（ユニット）への聞き取り調査においても「分割払いが効果大であった」との

声が多数占めたため、当プロジェクトの価格政策（affordability 提供）が購入者の動機付け

の主要因の一つであったのは間違いないと考える。 

 

ほか、おおよそ 3割ほどの回答が、子供もしくは自分を含む家族を守るためと回答をし

ているが、おおよそ１５％程度が「全員が蚊帳の中で眠るべき」という原則論をあげた点に

関しては、これがプロジェクトの中で勧めた営業トークの一つであっただけに、販売員らが

ガイドラインに沿い着実にプロモーションを実践したものと解釈でき、喜ばしい兆候である。

MOST important aspects for buying the mosquito net

0% 20% 40% 60% 80% 100%

For bed

For window curtain

For door curtain

To protect my child from Malaria

To protect myself/other family members

All family members should sleep under mosquito net to prevent Malaria

Because we cannot work while we are infected by Malaria, it means loosing money

Because we need to pay money to go to hospital/buy medecine, it means loosing money

It is rather an issue of "nuisance caused by mosquito" than a Malaria issue

We need to prevent Malaria, but not all of us can get free nets from government

Because price was reasonable

Because I could pay by installment

I was satisfied by the ecplanation given by the promoter

Because I trusted the owner of the project

Because I new promoter well, and I trusted him/her

I liked the quality of the mosquito net, the "slow released technology"

I liked the quality of the mosquito net, the "physical durability"

I liked the quality of the mosquito net, the "good air ventilation"

The bed net are pre-treated by insectiside and no need to treat

I liked the design of the product

Other
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ほか、マラリア罹患による労働機会の逸失や治療・通院費が高くつく83ことも同じく営業ト

ークであり、BOP層の消費者に「awareness（知識）」を提供できたことが、購入の動機付け

の核心を占めたと考えている。 

 

3.43.43.43.4 プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション後後後後ののののインタビューインタビューインタビューインタビュー調査調査調査調査からからからから    

 

以下、プロモーション後のインタビューから主要な発見事項を中心に述べる。 

 

■■■■対消費者対消費者対消費者対消費者    

 

・ 病院への距離 

 

病院への距離を訊いた（図 65）。また、蚊帳を購入した家庭・購入しなかった家庭につい

て、最寄の病院までの距離を尋ねた（図 66）。自宅から病院への距離はナイロビの Kibera

（スラム）の大半が 2km以下(徒歩 30分程度）、7割は 1km以下と距離的な問題あまりは感

じられない84。一方、ケニア西部では 4km以下（徒歩 1時間程度）である場合が約 5割、2km

以下である場合は 2割強となっている。故に西部では約 5割の家庭は病院まで徒歩 1時間以

上かかり、マラリア発症時に訪れるのは難しいであろう。前出・図 32では、病院に行く割

合が東部沿岸⇒ナイロビ近県（マチャコス及びマクエニ）⇒西部の順となっていたため、病

院からの距離と比例して多くなっていることから、距離が病院へゆく足かせになっているの

は間違いない。 

 

ただ、図 6６においては、病院に近い家庭のほうが遠い家庭より多く蚊帳を買った、とい

う結果が示されており、マラリアにかかった場合の通院のための交通費などの費用負担をお

それる病院から遠い家庭が買いやすい、とは言えない結果となっている。病院に近い住民の

方が買いやすい理由に関しては今後検証をおこなう必要があるが、医療施設の教育が効果を

発揮している可能性がある。 

    

    

 

 

 

                                                   
83 販売側（ユニット（Unit））らからの聞き取り調査や現地からの情報では、マラリアにかかった場合の出費は、おお
むね Ksh500～1,500のようだ（病院までの交通費・薬代など）。 
84 Kibera内には、無数のクリニック（民営；小さい規模のもの多い）が存在する。 
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図図図図    65656565『『『『事後事後事後事後インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：病院病院病院病院へのへのへのへの距離距離距離距離』』』』    
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図図図図    66666666『『『『事後事後事後事後インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：病院病院病院病院へのへのへのへの距離距離距離距離（（（（購入購入購入購入・・・・非購入別非購入別非購入別非購入別））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• プロジェクト中のプロモーションについて 

 

図 67に示すとおり、プロモーション活動の良かった点・印象に残った点（重要なもの２

つの選択方式）においては、蚊帳について学べた（特に、使い方、多様な活用方法、全員が

蚊帳の中で寝る必要があること）という意見が計５０％を占め、非常に多かった。これは、

従来は蚊帳は配布されていても、充分な説明がなく何も学ぶことができなかったとする、第

二章の『BOP に絞ったデモグラフィック調査』の再分析内容の正しさを裏付ける可能性が

あることを示すものだ。 

 

また、蚊帳が殺虫剤を含有しており、薬剤処理しなくても良いという意見も多く見受けら

れたため、製造の段階で殺虫処理をおこなったいわゆる LLINについては存在さえ知らない

Distance to the hospital you nomally go

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Who did not buy

the nets

Who bought the

nets

～1km 1.1～2km 2.1～4km 4.1km～



 78 

What did you find "very good"or"impressive" in the promotion? 

2 人, 0% 

143 人, 3% 
14 人, 0% 

52 人, 1% 
141 人, 3% 

79 人, 2% 

591 人, 12% 

312 人, 6% 

195 人, 4% 

166 人, 3% 

645 人, 13% 
136 人, 3% 

1089 人, 22% 

763 人, 15% 

393 人, 8% 
267 人, 5% 

I learnt how to use mosquito net.

I learnt that mosquito nets can be used in unique ways (window/door screens, wall liner etc).

I learnt the mechanism of Malaria transmission. 

I liked the yellow T-shirts of the members who promoted.

Promotion members made better technical explanation than anybody else. 

I learnt that everybody in the family should sleep under mosquito nets.

Quality of the mosquito net "slow release technology" 

Quality of the mosquito net "physical durability" 

Quality of the mosquito net "Good ventilation"

The bed nets are pre-treated by insecticide and no need to treat. 

The promoter's explanation that being infected by Malaria will lead to loss of opportunity to 
work, therefore loosing money 
The promoter's explanation that being infected by Malaria will cost money, spent for going to
hospital and buying medicine. 

The promoter's explanation that not all people get free bed nets from government. 

The promoter's explanation that we should not rely on charity too much and should buy them
ourselves. 

Enthusiastic attitude of the promoter. 

Nothing in particular

85人々が多いのではないかと推察される。 

    

図図図図    67676767『『『『事後事後事後事後インタビインタビインタビインタビューューューュー：：：：プロモーションプロモーションプロモーションプロモーションでででで高高高高くくくく評価評価評価評価できるできるできるできる点点点点についてについてについてについて』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                   
85 以前は各々の家庭で洗面器を使い薬剤に蚊帳を漬けて殺虫効果をつける（どぶ漬け）が主流であった。 
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・ 蚊帳を購入しなかった理由 

 

図68に示すとおり、需要がないこと（家族全員分、もしくは全員を囲うだけの数の蚊帳が

ある：計３６％、マラリアもしくは蚊がいない：計７％）を除くと、事実上の買わない理由

は『価格が高い』（３７％）である。また、買いたいが「先に買うべきものが他にある」（９％）

を加えると、４６％の家庭が「財政的観点から購入を見送った」と解釈することができる。

価格に関しては、『当プロジェクトをより良くするために、何をするべきか』の問い（図69）

においても、最も指摘の多かった項目（６１％）であり、併せて今後の当社の価格戦略の参

考としたい。 

 

図図図図    68686868『『『『事後事後事後事後インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：蚊帳蚊帳蚊帳蚊帳をををを買買買買わないわないわないわない重要重要重要重要なななな理由理由理由理由』』』』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

Important reason for NOT buying the mosquito net

29%

7%

6%

1%

1%

9%

37%

5% 5%

We have mosquito nets to cover ALL family
members
We do not have mosquito nets for ALL family
members, but number is enough.
We do not have many mosquitoes here

We do not have much malaria here

We can prevent mosquito by using other
products.
We wanted to buy, but we have some other thing
to buy which is more important.
Price was too high

Because the nets did not match our following
requirement
Other
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図図図図    69696969『『『『事後事後事後事後インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトをよりをよりをよりをより良良良良くするためにくするためにくするためにくするために、、、、何何何何をすべきとをすべきとをすべきとをすべきと思思思思うかうかうかうか』』』』    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

■対販売者対販売者対販売者対販売者（（（（ユニットユニットユニットユニット））））へのへのへのへのインタビューインタビューインタビューインタビュー調査調査調査調査からからからから    

 

プロモーションに実質的に貢献した主要なユニット（Unit）計３９（リーダーら計１０

１名）に対し、具体的活動内容（販売方式やその成果など）の把握を目的に聞き取り調査を

おこなった。表 23は、その要旨である。 

 

結果および考察 

 

・ 販売面 

- 図 61・図 62・図 63が示すものの繰り返しの感はあるが、多くのユニット（Unit）

が BOPの中の下層部分とも言える月間世帯収入Ksh5,000.-以下の顧客層へ販売を

おこない、また売り上げ上位３ユニット（Unit）については、BOP の底辺とも言

える Ksh2,000-未満の人々を主な顧客としたことが判明し、貧しいと買えない（買

わない）という一般常識が必ずしも正確でないことが判明した。 

- ケニア政府はマラリア対策に重点的に取り組んでいるものの、中央の政策が末端レ

ベルまで精度よく行き渡っているわけではなく、蚊帳の配布方法の実際は、地方行

政組織の裁量に任されているのが実態である。例えば、ケニア西部においては、マ

ス・ディストリビューションによる蚊帳の無償配布キャンペーンは『家族メンバー

２人につき１張が配布される』86のに対し、東部沿岸では『各家庭に一律２張』と

いう報告が、聞き取り調査の中であった。また、Social Marketing Programに基

づき安価な価格で蚊帳を売るプログラムも現場における運用面で差異があり、価格

や販売対象者に関し、異なる報告が聞き取り調査から得られている87。 

                                                   
86 ４人家族であれば２張、７人家族であれば４張。 
87 誰でも無差別に Ksh50-の場合や、妊婦・５歳未満の幼児のみ Ksh50-場合、マラリアに感染した患者のみ購入可能場

What would you suggest to make JICA-Sumitomo
"project"or"product" better?

61%

9%

19%

2%
7% 2%

Cheap prices

Better sizes

Better shape

Better ventilation

Imported quality

Better promotion techniques
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- 上記のような中で、無償蚊帳が入手できないリスクやマラリア感染した場合の健康

被害・医療費（病院への往復のための交通費や治療費）・労働機会逸失による経済

損失などの比較から、蚊帳購入が高い買い物でない旨上手に説明をしたユニット

（Unit）が、主に販売に成功しているとの印象を得た。 

- モチベーションが高いユニット（Unit）、ガバナンスが強くて組織力を発揮したユ

ニット（Unit）らが好成績を上げる傾向が強い。リーダーシップをめぐる問題など

を抱える組織は、概して振るわなかった。 

 

・ 価格 

- 蚊帳：Ksh500-/張と、市場に出回る廉価品の倍程度に設定した蚊帳に関しては、全

てのユニット（Unit）から「高い」との認識が示され、対消費者インタビューにお

ける反応と一致した。より安くすれば、売れる、との認識の裏返しでもあり、以降

の参考としたい。 

- ロール物（切り売り利用）：ほぼ全てのユニット（Unit）から「高い」との認識が

示されたものの、適正な価格である、とするユニット（Unit）も存在した。殺虫成

分が入っていないもの関しては、Ksh60／㎡の競合品88がある旨、確認できた。 

 

・ 製品・品質面 

- 使用用途：表 22 の通り、窓やドア用のカーテン89、スクリーン用途としての使用

が大勢を占めた（計６９％）。他、壁用のライニング材への使用が予想を上回り４

分の１程度あったため、今後の製品開発の参考としたい。 

 

表表表表    22222222『『『『ロールロールロールロール（（（（切切切切りりりり売売売売りりりり））））品品品品のののの適用用途適用用途適用用途適用用途』』』』    

適用対象 窓 ドア 壁 その他

適用例
カーテン／ス

クリーン
カーテン／ス

クリーン
ライニング材

便所の蓋の
内側など

販売実績（ｍ２） 745 245 347 100 1,436
全体に占める割

合（％）
52% 17% 24% 7%

計

 

 

・ 意匠面 

- 形状：古典的な長方形（レンガ型）の蚊帳のみを準備したことに対し、円錐状の『コ        

ニカル・タイプ』の蚊帳を売るべき、との声が非常に多く出た。理由は、長方形の

                                                                                                                                                     
合など様々なケースがある模様である。品切れで入手できないケースがある、との報告もあった。 
88 当社製品より数十パーセント低いレベルである。 
89 直射日光の当たらない場所におけるカーテンとしての適用である。なお、一部適用用途不明のものもあった。 
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場合は４点吊りになるのに対し、コニカル・タイプだと一点吊りが可能であり、使

用していない間はたたむ・脇によける等の作業が容易であり、部屋空間が有効利用

できるからである。事業化にあたり参考とする。 

- サイズ：蚊帳の高さ（丈）が 150cm であったことに対し、短すぎるとの声が圧倒

的多数を占めた。ロール（切り売り）に関しては、最初から窓やドアに適したサイ

ズに加工したものを売れば、ロールの状態で持ち運ぶ必要がなくなるため品物の

「いたみ」が軽減できる、との提案があった。事業化にあたり参考とする。 

- 色：様々なコメントが寄せられ、消費者の千差万別な色に関する嗜好を裏付ける形

となった。同じ村・地域でも正反対の嗜好が示されるケースもあり、また、東部沿

岸は白い蚊帳の評判が悪い、との前情報とは逆に、白いものを売りたい、との要望

も多数出た。緑、ピンクなどに対する具体的要望あり。 

- デザイン：無償配布蚊帳との差別化・部屋の装飾に対する人々の熱意などを根拠に、

ストライプなどの柄物や、フリルを付けるなど「おしゃれさ」に対する要望が多数

出た。切り売りをしたロールに関しては、予想以上の量（約２４％）が「壁用のラ

イニング材」として使われたが、同品がブルーとホワイトのストライプ柄であった

ことが「購入者のおしゃれ心を刺激した」との報告が複数あり、消費財の装飾性に

対する人々の思いを測る上で重要な情報を得た。 

 

・ 品質 

- 技術優位性：無償配布される蚊帳の半分は占めると思われるポリエステル蚊帳に比

べると、当社のポリエステル製品は素材も分厚く、引っ掻きなどの物理的強度は優

れている。また、蚊帳の繊維に練りこんである薬剤（殺虫成分）が数年越しに繊維

表面に染み出し、薬効が長期持続する Slow Release Technology、それらのマラリ

ア蚊に対する忌避・殺虫効果を含め、当社製品の品質優位性が概ねきちんと説明さ

れ、また、聴衆・購入者側も多く90の場合は理解できたことが確認できた。売り手

側の観点からは、販売ツールとして全ユニット（Unit）に配布した“素材比較キッ

ト” （写真１８、ｐ５７）の使い勝手がよく、素材の違いに基づく製品強度（耐

久性）を効率よく顧客へ説明ができた、との肯定的評価が示された。 

 

・ 薬効 

- 当社製品を含めLLIN（長期残効型防虫蚊帳）が無償配布されることは多いが、LLIN

の薬効に関する知識を始めて得た人々も少なからず居ることが分かったため、配布

時に薬効に関する技術的説明がなされないケースが非常に多いことが推測された。

                                                   
90 「数名に一人は理解できていない」という声もあった。 
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薬剤が少しずつ繊維表面に出てくる Slow Release Technologyに関しては、概して

好評であった。 

 

表表表表    23232323『『『『ユニットユニットユニットユニットへのへのへのへの聞聞聞聞きききき取取取取りりりりインタビューインタビューインタビューインタビュー結果結果結果結果：：：：要旨要旨要旨要旨』』』』    

ポイント 蚊帳
ロール（シートで切り売

り）

販売
政府による蚊帳の無償

配布キャンペーン

無償配布がプロモーションと同時期に行
われ場合、購入意欲を削ぐこと大きく、太
刀打ちできなかった、との声多数。

ロールやシートの無償配
布はなく、影響なし。

Slow Release
Technologyや薬効の持
続期間、素材の耐久力
などの品質優位性

素材の耐久性について、競合品との「素
材比較キット」は分かりやすくて良かっ
た、と肯定的評価多い。

薬効の持続期間につい
て

形状（長方形）

狭い部屋の多い地方・農村部では、日中
はたたむなどして空間を有効利用できる
コニカル蚊帳（円錐型）が人気あり、との
声多数。

大きさ（蚊帳は幅ｘ奥行き
ｘ丈：
180cmX190cmX150cm、
ロールは２ｍ幅のものを
切り売り。）

高さが足りないとの声多数。

最初からドアの大きさに
整えたReady-Made品が
あればもっと売れる、との
声複数。

色（蚊帳：ブルー、ロー
ル：白とライトブルーのス
トライプ）

白がよい、青がよいとの声がほぼ拮抗。
ピンク、緑など他の色が欲しい、とも。

ストライプ（白とライトブ
ルー）が評判よく、綺麗だ
ということで壁に貼った
ケースも多数出現。

 ストライプ品は大好評。

リボンなどの装飾をほど
こし、外観をおしゃれにす
ればもっと売れる、との
報告あり。

価格
蚊帳はKsh500-/張、
ロール（シート販売）は
Ksh75-/m2

ほぼ全てが“高すぎる”とコメント。（下げ
れば売れる、とも）

高いという意見が多勢を
占めたが、適切な価格、
との声も。

販売口銭（売価の１５％）

移動手段と地理的カ
バー領域

プロジェクトについて

現状の仕組みでカバーできる地理的領域は、最大のケースで半径
１０ｋｍ程度。バイクや自転車などの移動手段、もしくは移動のため
の費用負担があれば、広大の農村部をカバーできる、との指摘あ
り。

経済メリットのみならず、社会貢献になる、経験が積める、という理
由でプロジェクト終了後も販売を続けたい、と（全Unit継続希望）

品質

１００％ではないが、品質優位性に関しては、多くの場合説明を理
解してもらえたと思う（理解する能力ある）、との声が多数。

１．５年にて販売をおこなった一部地域にて、短かすぎるとの指摘
はなかった。

仕様

その
他

適正レベルとの認識が支配的であった。
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・ 販売口銭 

- 売価の１５％という設定（蚊帳１張あたり Ksh75、シートは１㎡あたり Ksh12）

は、概ね適正、との認識が支配的であった。 

・ カバー領域 

- 聞き取りの結果、ユニット（Unit）らがカバーできる距離は概ね半径５～６ｋｍ（最

大で１０ｋｍ）程度であり、現状ではそれ以外の地域へ移動し売り歩くことは困難

であることが確認された。移動手段の提供、もしくは移動のためのコスト負担に対

する要望が複数のユニット（Unit）より示された。 

 

・ プロジェクトへ対するユニット（Unit）らの評価やモチベーション 

- 第三章にて前述の通り、ユニット（Unit）らの当プロジェクトに関する評価・感想

については、経済的リターンや地域貢献、経験を通じた自己成長などの観点から肯

定的評価をしている者が大部分を占め、当プロジェクトが終了し本ビジネスへ移行

をした場合について、面談を実施したすべてのユニット（Unit）が新販売方式（ビ

ジネス）に参加したい、との意思表示をした。 

 

3.53.53.53.5 インタビューインタビューインタビューインタビューからのからのからのからの発見事項発見事項発見事項発見事項とととと事業化事業化事業化事業化へのへのへのへの影響影響影響影響についてについてについてについて    

 

当社は、一連のインタビュー調査から多くの重要事項を学習し、それらの多くがプロジェ

クトの事業化（本ビジネスへの移行）の過程で、当社の意思決定に影響を及ぼすものと見込

まれる。以下、学習成果のうち、最も代表的なものを例に挙げる（表 24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 85 

表表表表    24242424『『『『インタビューインタビューインタビューインタビューをををを通通通通したしたしたした主主主主なななな発見事項発見事項発見事項発見事項とととと、、、、事業化事業化事業化事業化へのへのへのへの影響影響影響影響』』』』    

（（（（上段上段上段上段：：：：学習内容学習内容学習内容学習内容    下段下段下段下段：：：：意思決定意思決定意思決定意思決定にににに及及及及ぼすぼすぼすぼす影響影響影響影響のののの内容内容内容内容））））    

調査結果は、“『Affordability（価格）、Awareness（知識）、Availability（遠隔地

までのデリバリ）』さえ揃えば BOP 層は蚊帳を購入する”という当社が描いた仮

説の正しさを裏付ける内容と言える。 

１ 

事業化の正当性の根拠を成す重要な学習成果である。 

LCG（ローカル・コミュニティー・グループ）は地元の信頼を勝ち得ているケー

スが多く、「村々」における売り手として適任である。 

２ 

『誰が売り手になるか』という手段面における当社仮説の正しさを裏付ける結果

であり、事業化における同仮説の採用根拠となる。 

政府による蚊帳の『無償配布キャンペーン』の影響は絶大であり、販売部隊のモ

チベーションへの影響から、同じ地域で同じ蚊帳製品を販売するのは困難である。 

３ 

事業化のターゲット地域・製商品選定などを戦略的におこなうこととする。 

ユニット（Unit）メンバーらのモチベーションやチームワークの良し悪しが、如

実に結果に影響する。 

４ 

事業化の過程での新ユニット（Unit）採用方法に反映をさせる。 

ユニット（Unit）メンバーらが徒歩によりカバーできる物理面積はおおかた半径

５～６ｋｍ（最大で１０ｋｍ）に留まり、極めて狭い。 

５ 

事業化の過程での新ユニット（Unit）採用数・商流構築などに反映をさせる。 

意匠面（デザイン、色など）に関し、コニカル（円錐型）形状や、色の選択肢を

増やして欲しいという要望が多数でた。 

６ 

事業化にあたって、意匠面の工夫充実（選択肢を増やすこと）を真剣に検討する。 
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4444 今後今後今後今後のののの展望展望展望展望    

 

4.14.14.14.1 ケニアケニアケニアケニアにおけるにおけるにおけるにおける事業展開事業展開事業展開事業展開スキームスキームスキームスキーム    

 

ケニア国については、プロジェクトを通じて手ごたえを得ることができたため、事業展開

の検討を開始した。以下、主要製品である蚊帳製品に関し、現時点で明らかになっている計

画骨子について述べる。 

 

■■■■事業事業事業事業のののの性格性格性格性格およびおよびおよびおよび規模規模規模規模    

 

地理的優位性の観点からタンザニアの JVにて製造した製品・準製品をケニア国へ輸入し、

必要に応じて加工を施し販売をおこなう。ケニア国に販売法人・事務所などを設けるかに関

しては検討中であり、当面は東京本社からコントロールをおこなう。事業規模は、コア製品

となる蚊帳のみで、２０１５年度に１百万米ドル（２０万張）規模の売り上げを目標とする。

２０１７年度には、５百万米ドル（１百万張）の売り上げを目指すものとする。 

 

表表表表    25252525『『『『事業化後事業化後事業化後事業化後のののの事業規模事業規模事業規模事業規模（（（（見込見込見込見込みみみみ）』）』）』）』    

2013 2014 2015 2016 2017

数量 張 40,000 100,000 200,000 500,000 1,000,000

金額
1,000 米 ド
ル

200 500 1,000 2,500 5,000

年度

蚊帳

製品 項目 単位

 

■■■■事業事業事業事業ストラクチャーストラクチャーストラクチャーストラクチャー（（（（参照参照参照参照：：：：図図図図 70707070））））    

 

・ 商流（役務分担フロー） 

 

ビジネスの統括者は住友化学であり、製造元（タンザニアの JV先を想定しており、製造

パートナーと記載）、輸入および物流や一般事務の管理をおこなう輸入兼管理パートナー、

および加工パートナー（ナイロビ市内もしくは近郊）の管理をおこなう。 

 

運営パートナーは、戦略面を含む重要事項については住友化学の直接管理下にあるが、

日々の活動については、輸入兼管理パートナーと直接やり取りをおこなう。輸入兼管理パー

トナーに関しては、民間企業一社を任用する予定だが、運営パートナーに関しては検討中で
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あり、暫定的に３者とした。 

 

販売ユニット（Unit）は、運営パートナーの管理の下、日々の販売業務に勤しむことと

なる。検討・調整中であり未定ではあるが、広範な地域をカバーするために、少なくとも１

００個以上のユニット（Unit）を運営することと見込んでいる。 

 

図図図図    70707070『『『『事業化後事業化後事業化後事業化後のののの商流商流商流商流・・・・役務分担図役務分担図役務分担図役務分担図（（（（見込見込見込見込みみみみ）』）』）』）』    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

・ 物の流れ 

 

販売する品物については、輸入元（タンザニア）よりナイロビへ輸送され、保管される。

その後、ナイロビ市内もしくは近郊の加工パートナーにより単純な加工・装飾が加えられる

場合がある。品物は、西部、東部沿岸、およびナイロビ近郊に構えた地方中央倉庫へ輸送さ

れる。 

 

地方中央倉庫は主に中継機能を果たすための中継地点であり、地方における在庫は基本的

に地方末端倉庫にておこなわれる。 

 

住友化学〔日本） 

輸入兼管理パート

ナー 

運営パートナー 運営パートナー 運営パートナー 

販売ユニット

（Unit） 

販売ユニット

（Unit） 

販売ユニット

（Unit） 

販売ユニット

（Unit） 

販売ユニット

（Unit） 

販売ユニット

（Unit） 

販売ユニット

（Unit） 

販売ユニット

（Unit） 

販売ユニット

（Unit） 

製造パートナー 加工パートナー 



 88 

地方中央倉庫は、西部のキスム県、東部沿岸のモンバサ県、およびナイロビ近郊のマチャ

コス県の３箇所におき設営をすることが予想されるが、地方末端倉庫については現時点にお

いて設置地点を検討中であり、設置する数についても未定である。 

 

図図図図    71717171『『『『事業化後事業化後事業化後事業化後のののの物流図物流図物流図物流図（（（（見込見込見込見込みみみみ）』）』）』）』    

 

 

・ 金の流れ 

 

品物の対価である売上金は、商流の逆さの経路をたどり回収される。具体的には、消費者

からユニット（Unit）、そして運営パートナーを経由し、品物の輸入元兼管理パートナーに

より回収される。当社の具体的介在方法については、検討・調整中である。 

 

なお、当プロジェクト中の全売り上げに占める分割払いの割合は金額ベースで大よそ

30％であり、残りは“100％現金（すなわち消費者の完全自己資金）”にて決済された。“100％

現金”決済を核とするビジネス・モデル構築は可能であると考えられるため、売掛金の回収

リスクが伴う分割払いへの依存度を最小化することを目指したい。 

 

 

 

製造国 

ナイロビ中央倉庫 

地方中央倉庫 

地方末端倉庫 

消費者 

加工 

パートナー 
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・ 時間軸 

 

ケニア国においては、必要となる政府認可が取れ次第、プロジェクト中に採用をしたユニ

ット（Unit）らが販売活動を再開する。同時に、カバー領域（地域）拡大のための新ユニ

ット（Unit）採用に向け、調査活動を本格化させる。新ユニット（Unit）への採用・トレ

ーニングを含めて２０１２年下期（１０月～翌年３月末）中に準備を完了させ、2013年春

の雨季（例年４月前後に開始し、マラリア蚊が多く発生する）より新ユニット（Unit）採

用後の新体制にて販売開始をしたい。 

 

周辺国への展開については、２０１２年下期（１０月～翌年３月末）中に対象国絞込みの

ための各種調査を完了させる予定である。 

 

■■■■課題課題課題課題およびおよびおよびおよびリスクファクターリスクファクターリスクファクターリスクファクター    

 

予見可能であり、主に技術的性格を帯びるものを“課題”と位置づけ、また、発生するか

が予見でいないものを“リスク・ファクター”とした。 

 

・ ビジネスへのスケール・アップ時に予想される課題 

 

今回プロジェクトを通じカバーをした地理的面積は、マラリア影響下にある全地域の１％

未満であると推定される。当ビジネス・モデルの上位目標であるマラリアの抑圧に実質的貢

献をおこなうためには、残りの部分（９９％以上の面積）の攻略を進める必要があり、その

ための営業キャパシティーの拡充・物流網の整備が、解決が望まれる重要課題となる。 

 

営業キャパシティーに関しては、それぞれのユニット（Unit）の担当面積を広げすぎ、

従来の影響力域外での活動をさせた場合、地元コミュニティーとの絆の強さというユニット

（Unit）本来の優位性が活かされないこととなる。各ユニット（Unit）の営業キャパシテ

ィーの最大化をおこないつつ、その最適範囲の見極めをおこない、新規ユニット（Unit）

の採用を積極的に進めることとなると考えられる。 

 

末端レベルにおける物流に関しては、ユニット（Unit）メンバー（販売員）がデリバリ

をおこなうため、販売員の活動面積（到達領域）を広げることが、理論上物流の問題を解決

するように見える。ただし BOP層が住む村々では、道路インフラが整っておらず効率的な

交通手段もないため距離的リーチの問題がある上に、プロジェクトが本ビジネスへ移行し取

扱量が増えた場合、販売員が充分な品物を持ち運べず、販売効率が落ちる可能性がある。プ
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ロジェクトにおいては、公共交通機関を主な輸送手段としたが、本ビジネス移行に際し量的

拡大をおこなった場合、民間業者の登用・物流アライアンスを組むなど、より効率のよい物

流システム構築の可能性が開ける。以上の観点から、事業化を進めるにあたり、物流面の検

証を随時行う。 

 

� 法規制対応法規制対応法規制対応法規制対応    

 

長期残存型殺虫蚊帳（LLIN）は、殺虫剤が原料の樹脂中に練りこまれていることから、

当局の規制対象となるケースが多い。ケニアにおいては、当社 LLIN（つまり完成品の「蚊

帳」）の輸入販売をおこなうための政府登録は完了している。カーテンやスクリーン用途の

商材として販売をおこなうためには、監督行政機関における追加登録が必要となるが、多く

のケースにおいて数ヶ月以上という長い時間がかかるため、早めにアクションを起こすこと、

および粘り強く交渉をおこなうことが対策となる。 

 

プロジェクトの本ビジネス移行にあたっては以下２項目について監督機関での正式承認

が必要となるが、多くのケースにおいて数ヶ月以上という長い時間がかかるため、早めの対

処が必要である91。 

        

表表表表    26262626『『『『当面必要当面必要当面必要当面必要なななな政府認可内容政府認可内容政府認可内容政府認可内容』』』』    

 内容 承認機関 

① 輸入した材料を国内で加工すること ＰＣＰＢ 

② 蚊帳の素材を、窓やドア用のカーテンなどに適

用すること 

ＰＣＰＢ 

 

予見可能でないものとして、リスク・ファクターについて述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
91 文中で示した２点に関し、２０１２年４月に監督省庁（承認機関）と交渉を開始した。 
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表表表表    27272727『『『『事業化後事業化後事業化後事業化後ののののリスクリスクリスクリスク・・・・ファクターファクターファクターファクター』』』』    

分野 リスク内容 対応・緩和策（なき場合は事業への影響） 

暴動・騒乱・テロなどにより治安が悪化す

る。 

対応策・緩和策はなし。ビジネス（商流）

構築後であれば、影響は限定的。 

政治経済 

極度のインフレの進行、金利の急騰、蚊帳

の主要原料であるポリエチレンの原料であ

る石油などの価格高騰などが発生。 

対策・緩和策はない。コスト上昇分を価格

転嫁できない可能性が高く、影響は甚大で

ある。 

商業 当社製品不買運動や、監督官庁による製品

登録取り消しという事態が発生する。 

火を熾さない（問題をおこさない）ことが

対策であり、消費者・監督省庁とのコミュ

ニケーション強化を通じた信頼関係構築

が緩和策である。 

蚊帳の無償配布が減らない（もしくは増加

する） 

対策・緩和策なし。需要が発生しないため、

事業は成り立たない。 

マラリア蚊が殺虫成分であるピレスロイド

に対する抵抗性を獲得する。 

抵抗性を持つマラリア蚊にも有効な製品

の投入により、リスクを回避する。 

その他 

経済成長（生活向上）による蚊帳離れ（ベ

ープ式商品等への移行）が発生する。 

対策なし。蚊帳の新しい需要の創造で、若

干は影響を緩和できる。 

 

� 政治政治政治政治・・・・経済経済経済経済的的的的リスクリスクリスクリスク・・・・ファクターファクターファクターファクター    

 

ケニアは今年か来年にかけ、総選挙がおこなわれる予定である。前回選挙に見られた暴動

92が再び発生し、治安が悪化する可能性は否定できない。また、ケニア国内で暗躍するテロ

組織制圧を目的にケニア軍がソマリア国進攻を開始した 2011年 10月以降、国内各地にお

き報復と思われる爆弾テロの発生頻度も、増加傾向にある。特に新サプライ・チェーン構築

時に、治安悪化により販売員や現地スタッフが安全に活動をおこなえない、もしくは当社日

本人スタッフが当国に入国できない等の事態となった場合、本ビジネスへの移行もしくは拡

大が遅れるなど実質的影響がでる。ただし、期間や地域がある程度限定されるとも想定され

ることから、限定的な影響に留まる可能性が高いと考える。 

 

経済面においては、極度のインフレの進行や金利の急騰、蚊帳の主要原料であるポリエチ

レンの原料の石油などの価格の高騰などが、事業に大きな影響を与える可能性がある。イン

フレの進行が食糧価格の高騰につながった場合は、消費者の購買力が圧迫されて販売数量の

激減や売掛金回収率が下がるなどの影響を招き、また極度のインフレはケニア国通貨（シリ

                                                   
92 死者 1200人、および 50万人以上の国内難民が発生した。日本外務省ＨＰより
（http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/kenya/data.html）。 
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ング）安を呼び起こすこと必至なので、事業収益の大幅悪化を招き大きな打撃となりうる。 

 

石油などの化石燃料の高騰がポリエチレンの価格の高騰につながった場合は、末端製品で

ある蚊帳の価格に転嫁せざるを得なくなるので、購買意欲が削がれて販売数量減少を招く可

能性がたかい。問題が長期化した場合は、ポリエステルなど他の樹脂原料を使用した蚊帳へ

も影響をするので、当社製品か否かを問わず消費者の「蚊帳離れ」を促しかねない。 

 

� そのそのそのその他他他他ののののリスクリスクリスクリスク・・・・ファクターファクターファクターファクター    

 

ケニア政府や国際社会による無償配布蚊帳が増加をした場合、もしくは減少が見られない

場合は、そもそも需要自体が芽生えないことを意味するので、事業が成り立たない可能性が

ある。 

 

急速な経済成長が生活の向上を促し、人々の蚊帳離れを促した場合93には、既存の需要は

減少するが、経済成長が遅れている地域へのシフトや、意匠性の向上や新用途開発で、多少

の緩和はおこなえると考える。 

 

マラリア蚊がピレスロイド系殺虫剤に対し広範な抵抗性を獲得し、当社の既存の LLIN

はマラリア蚊の殺虫効果を失うが、この場合は抵抗性対策を施した新しい素材の投入をもち

対処する計画である。何らかのトラブルに基づく当社製品の不買運動や、政府による当社蚊

帳製品の登録取り消しを含む当社製品・活動の排除的な命令などを受けた場合、当事業は致

命的なダメージを受けることとなる。これら事態は未然に防ぐことを前提に、消費者、なら

びに監督省庁を中心とする政府機関とも密接にコミュニケーションを図り、当社への信頼度

を高めてもらう予定である。 

 

4.24.24.24.2 周辺国周辺国周辺国周辺国へのへのへのへの展開展開展開展開    

 

本プロジェクトの結果を踏まえ、ケニア近隣国を中心に、他国への事業展開を検討開始し

た。（参考：表 28） 

 

■背景 

 

まず、弊社とタンザニアの現地パートナーである A to Z 社との JV（Vector Health 

                                                   
93 ベープ式防虫商品への移行の他、家屋の密閉性の向上による蚊との遭遇機会の減少、都市化の進行による蚊の発生源
の減少などが考えれる。 
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International 社）の生産拠点（年間 3,000 万張）及び、2012 年 6 月に開所する Africa 

Technical Research Centreの地理的優位性を考慮し、事業展開の第 1ステージとして、東

アフリカに注力することが最善と考える。その中でも、特に、治安・政治情勢の安定の観点

から、弊社社員がオペレーション可能な国々を優先検討し、タンザニア、ウガンダ、ルワン

ダ、エチオピアを候補国として選択した。ソマリア、南スーダン、エリトリアは治安・政治

情勢上の問題から、ブルンジ、ジプチー、マラウイは市場規模が小さいため除外した。 

 

次に、①総人口、②人口増加率、③GDP、④GDP（一人当たり）、⑤年間 GDP 成長率、

⑥マラリア疾患リスク人口、⑦マラリア疾患数、⑧マラリア死亡者数、⑨潜在蚊帳需要数量、

⑩援助機関による蚊帳無償配布数量の項目（2009‐2011年）を指標に、それぞれの候補国

（タンザニア、ウガンダ、ルワンダ、エチオピア、比較対象としてケニア）を比較、分析し、

ウガンダとエチオピアの２国を、事業展開の候補国に決定した。 

 

■比較・分析 

 

表表表表    28282828『『『『事業化事業化事業化事業化のためののためののためののための国別国別国別国別データデータデータデータ分析分析分析分析』』』』

年度 タンザニア ウガンダ ルワンダ エチオピア ケニア（参考）

①総人口 2008 42,267,667 31,339,392 10,004,092 79,446,419 38,455,418

2009 43,524,738 32,367,909 10,311,275 81,187,751 39,462,188

2010 44,841,000 33,424,000 10,624,000 82,950,000 40,513,000

②人口増加率（年％） 2008 2.89% 3.24% 2.98% 2.20% 2.56%

2009 2.93% 3.23% 3.02% 2.17% 2.58%

2010 2.98% 3.21% 2.99% 2.15% 2.63%

③GDP 2008 US$20,715,086,119 US$14,440,830,267 US$4,712,306,077 US$26,642,461,516 US$30,519,165,009

2009 US$21,368,165,026 US$15,803,499,657 US$5,261,963,315 US$31,962,250,072 US$30,580,367,979

2010 US$22,915,004,425 US$17,010,765,767 US$5,627,667,377 US$29,717,009,196 US$32,198,151,217

④GDP （１人当り） 2008 US$502 US$461 US$471 US$335 US$794

2009 US$503 US$488 US$510 US$394 US$775

2010 US$524 US$509 US$530 US$358 US$795

⑤GDP成長率（年％） 2008 7.44% 8.71% 11.20% 10.79% 1.53%

2009 6.02% 7.25% 4.12% 8.79% 2.64%

2010 7.04% 5.18% 7.48% 10.14% 5.55%

⑥マラリア疾患リスク人口 2008 42,267,667 31,339,392 10,004,092 53,229,101 29,226,118

2009 43,524,738 32,367,909 10,311,275 54,395,793 29,991,263

2010 44,841,000 33,424,000 10,624,000 55,576,500 30,789,880

⑦マラリア疾患数 2008 3,812,283 10,184,961 772,197 2,532,645 839,904

2009 - 9,775,318 1,247,583 3,043,203 8,123,689

2010 8,748,012 11,084,045 638,669 4,068,764 4,585,712

⑧マラリア死亡者数 2008 12,405 2,372 566 1,169 -

2009 819 6,296 809 1,121 -

2010 15,819 8,431 670 1,581 26,017

⑨潜在蚊帳需要* 15,908,026 12,268,113 3,019,668 20,774,285 10,056,504

⑩無償配布蚊帳数量（張） 5,864,208 3,920,437 2,136,893 6,425,948 4,944,706

（出典：USAID Net Mapping 2011）
*2008‐2010年の平均マラリア疾病リスク人口の1/2（Universal Coverage）より、同期間に配布された無償蚊帳の平均数量をマイナス

（出典：World Bank World Databank）

（出典：World Malaria Report 2011）
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※備考：上記表が示すとおり、タンザニア（ザンジバルを含む）は、人口、マラリア疾患リスク

人口数、マラリア患者数等の観点から、事業展開の候補国に適している。しかし、技術提供をし

た現地企業の A to Z社及びグループ企業が同国におけるオリセットネットの販売権を保有し、同

国の蚊帳市場で健闘している中（タンザニアの蚊帳市場におけるオリセットネットのシェアは

90%を越える）、住友化学が積極的に市場に参入することにメリットはない。その為、事業展開候

補国には含まないものとする。 

 

■考察 

 

・ エチオピア 

 

エチオピアは、アフリカ大陸で 3位の巨大な人口を抱え（2011年度：約 8,300万人）、その約

9割が農業従事者であり、農村に居住している。さらに、同国のマラリアの状況に目を向けると、

全人口の約 67%がマラリア疾患のリスクがあり（マラリア汚染地域に居住）、弊社製品の需要（ニ

ーズ）は非常に高い。その証拠に、国際機関（世界基金、ユニセフ等）は過去 3年間（2009‐2011）

で約 2,000万張の蚊帳を大量に無償配布している。しかし、現状では、マラリア疾患リスク人口

を考慮すると、その需要と供給のギャップは非常に大きい。 

 

過去 3年間に無償配布された蚊帳の大部分は、3年で Replacement（買換え）を迎え、例えば、

2013年には約 1,500万張（2010年度配布分）の買換えが必要となる。仮に、国際機関が 5ドル

で蚊帳を購買するとなると、2,000万張りの Replacementを達成するためには、約 1億ドルの公

的資金が必要となり、その持続性が疑問視される。本プロジェクトのエチオピアの農村への事業

展開を通じ、BOP層の手の届く価格で、必要なときに購入できる、必要な防虫製品が揃っている、

そのような「マラリア予防の環境構築」を目指すものとする。 

 

次に、世界銀行の経済指標によると、GDP 総額はケニアに次ぐ規模であるが、一人当たりの

GDP は、他国と比較し著しく低く、BOP 層の総人口に対する割合は非常に高い。一方で、エチ

オピアの GDP成長率は好調を維持し（2010年度 10%）、他の対象国よりも急速な発展が顕著で

ある。この経済成長をさらに伸ばすべく、エチオピア政府は産業開発に注力しており、輸入品に

対抗できるコスト競争力、品質を兼ね備えた、国産の車、農薬、携帯電話といった製造業も根付

きつつある（中国資本が多数進出）。 

 

当社も、蚊帳（その他繊維製品）の縫製工場を所有するWoinu Curtain Trade P.L.C社（WCT

社）とパートナーシップを結び（技術提供実施）、エチオピア国内への蚊帳の供給体制を整備して

いる。本プロジェクトで取組み、一定の成果を得た「現地のニーズに適したオーダーメイド蚊帳」
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や「カーテン」、「網戸」といった蚊帳以外のオリセットネットの展開にも、WCT 社の工場、マ

ンパワー等の活用が可能である。現在、WCT社は、公的資金（世界銀行、Global Fund）による

政府の大量購買の国際競争入札（資金的に不安定であり、開札時期も不確定）のみに対応してお

り、個人消費者向け蚊帳、その他防虫製品の製造・加工は行っていない。本ビジネス・モデルを

通し、エチオピアの BOP層にリーチすることで、WCT社の更なる雇用促進の一助と成りえる。 

 

・ ウガンダ 

 

全人口の 100%がマラリア疾患のリスクにあり、世界銀行のWorld Databankによると、過去

3年のマラリア患者数は、他の候補国と比べ約 1,300万人と非常に多い（全人口の 40%、すなわ

ち、ウガンダ人の 5人に 2人が毎年マラリアを発病している94）。これほど多くのマラリア患者が

いると試算されているにも関わらず、援助機関による蚊帳の無償配布数量は比較的少なく（2009

～2011年：約 1,000万張）、マラリア汚染地域で生活する人々へ、十分な数は行き届いていない

ことが分かる。同国のマラリア疾病数の多さ及び蚊帳の需給ギャップの大きさを踏まえ、ウガン

ダを事業拡大の候補国とする。 

 

■ 結論 

 

上記の通り、弊社生産・研究拠点からの地理的観点、市場規模としての魅力（人口）、マラリア

患者数・疾患リスクにある人口（蚊帳需要）、現地パートナーの存在（エチオピア）を考慮し、エ

チオピアとウガンダを本プロジェクトの事業展開を実施する候補国とした。更なる精査の上、

2012年度上期中に現地調査を含む FS調査を開始し、同下期中に完了をさせ、展開国を確定させ

る見込みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
94 世界銀行発表の２０１０年のデータ（推測地）を元に当社で試算した。 
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5555 そのそのそのその他報告他報告他報告他報告事項事項事項事項    

 

5.15.15.15.1 プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの主主主主たるたるたるたる変更点変更点変更点変更点    

    

以下、プロジェクトの主たる変更点である（表 29）。 

    

表表表表    29292929『『『『プロプロプロプロジェクトジェクトジェクトジェクトのののの主主主主たるたるたるたる変更点変更点変更点変更点』』』』    

項目 変更前（計画）
変更後（実行内

容）
内容・補足

調査対象サ
ンプル数

Siaya県(ケニア西
部）の１箇村にて
調査をおこなう。

Siaya県を含む８
県４２村（ケニア
西部、同東部、
ナイロビ近県、ナ
イロビのスラム）
にて調査をおこ
なった。

意図・予期せざる事情による失敗のリ
スク回避、調査結果の科学的客観
性・再現性確保の観点から、調査対
象村は一点集中ではなく、広く分散さ
せるべきとの結論に至った。

ステップ５（販
売プロモー
ション実施期
間）の大幅延
長

２ヶ月間　（２０１１
年１１月および１２
月）

４ヶ月間　（２０１
１年１０月～２０１
２年２月の中の
４ヶ月間）に延長

気候の不確実性などのリスクを避け、
調査内容をより客観的・高精度なもの
にすることを目的に、期間延長をおこ
なった。

マイクロファ
イナンス

採用を積極推進
する。

採用を凍結す
る。

検証の結果、「最も懸念されるリスク
は資金回収である」（事業計画書より）
との前提が必ずしも通用しないことが
分かり、導入の必要性が消失した。

 

 

■■■■調査対象地域調査対象地域調査対象地域調査対象地域    

 

社内にて検証の結果、調査対象サンプルを（１県）１村とした場合は以下のリスクがあると判

断し、サンプル数を８県４２カ村に拡大した。 

 

・ 運用面のリスクから、プロジェクトが中止に追い込まれる、もしくは進行に深刻な障害が発

生するリスク： 

 

- トラブルなどにより地元有力者との協力関係が突如喪失され、プロジェクトが立ち行か

なくなるケース。 

- プロモーション用に準備したサンプルが盗難（転売）されるなどの悪質な犯罪に合うケ

ース。 

 



 97 

- 干ばつや水害などの自然災害、動乱など不慮の事態が発生するケース。 

 

・ 調査の客観性が損なわれ、プロジェクト後に本ビジネスへ移行するにあたっての再現性がな

く役に立たないリスク： 

 

- ケニア国は、４２の主要民族とそれぞれの文化風習、複数の主要宗教などをもつ文化的

多様性の色濃い国である。一ヵ村で実施した場合、当該村の特性に偏ったデータしか収

集できなくなる可能性があり、プロジェクト終了後の全国展開を進めるにあたり調査結

果の再現性が担保されない可能性がある。 

- プロジェクト対象となった一カ村の気候特性やマラリアの伝染病学的地域性が、調査結

果に過度に反映される危険性がある。 

- 小さな村の中で集中投下的にプロモーションをおこなった場合、複数ある販売手段（専

門の販売員による訪問販売、村の集会における売込み、口コミ）が重複し、いずれが購

入の決定的要因になったか（プロモーションの効果）が客観的に判定・判別ができない

状況に陥る可能性がある。 

- 例年にないレベルでマラリア蚊が異常発生するなど、特殊環境が創造された場合、調査

結果の再現性が確保されない。 

 

・ 変更による影響 

 

調査対象村を大幅に増やすことによりプロジェクト運営のための資源は広く浅く投入される

こととなる。以下を中心とする変更をおこなった。 

- 時間、費用、マンパワーの関係で、広範囲にわたり販売活動の担い手となり得る人々の

ヒアリング調査をおこなうことが困難であるため、マラリア行政に携わる専門家（政府

マラリア局）や保健領域で活動中の NGO など第一線で活躍する識者へのヒアリングを

ベースにプランニングをおこない、また、プロモーションのメンバー（ユニット）採用

に関しては、当社監督のもと運営パートナーを中心に選定作業を進めた。 

- 管理対象となるユニット（Unit）の数が増加するに伴い各々のユニット（Unit）に対す

るコントロールは弱くなることが想像できるため、ガバナンス維持を図る目的で、「リー

ダーシップやプロジェクトの運営能力」を運営パートナー採用の重要基準とした。 
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■■■■プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション実施期間実施期間実施期間実施期間のののの延長延長延長延長    

 

気候（雨季の開始・終了時季や持続期間）の不規則性や、プロジェクト運営面における不測の

事態の発生の可能性も含め、２ヶ月のプロモーション期間では不充分であると判断し、４ヶ月間

に延長した。また、品物の搬入を含めたプロモーションの準備完了にも地域差が発生する可能性

があるため、プロモーション実施可能期間を広めの５ヶ月（２０１１年１０月～２０１２年２月）

に設定をし、その間の４ヶ月をプロモーションに充てることとした。 

 

■■■■マイクロファイナンスマイクロファイナンスマイクロファイナンスマイクロファイナンス    

 

現地でヒアリングを含む検証をおこなった結果、信用が重きをなすケニアの村社会におき、当

事業の資金回収リスクは小さいと判断するにいたった。リスク回避策として検討していたマイク

ロファイナンスの導入の根拠は消失したため、マイクロファイナンスの導入検討は凍結95した。 

 

■■■■そのそのそのその他他他他    

 

当社人事政策を含む事情により、業務主任者（総括）、市場調査担当、現地コーディネーターと

もに変更をした。 

 

5.25.25.25.2 そのそのそのその他他他他    

    

� Vostrum ClinicVostrum ClinicVostrum ClinicVostrum Clinic    

 

ナイロビで最大のスラムであるキベラ（Kibera）におき医療活動に従事する Vostrum Clinic96

は、運営パートナーらとは別個にプロジェクトに参加した。同クリニックにおき蚊帳製品の紹介

をおこなったほか、Craft Space97におき患者家族が蚊帳製品の加工をおこなったが、加工作業よ

り得た収入の５０％が治療費に組み入れられた。Craft Spaceでは、５名の患者家族がﾍﾞﾋﾞｰ（赤

ちゃん）用蚊帳（直径が並びに高さがそれぞれ７０ｃｍ程度の小型蚊帳）を大よそ 4００張製造

し、多少の指導を実施すれば、針と糸を使った簡易な縫製を中心とする家内工業がスラム内にて

成立する旨、確認ができた。治安状況98を含む諸般の事情から、ナイロビのスラムにおける新規

事業の予定はない。 

                                                   
95 事業化の段階で、分割払いによる売掛金の回収率が悪いなどの具体的問題が出た場合は再度検討する。 
96 2011年にキベラにて創業したクリニックで、ソーシャル・ベンチャー（Social Venture）である Vostrum Kenya Limited
が運営母体である。都市型スラムのプライマリー・ヘルスケアの向上を目的としており、キベラ内の BOP層の人々が患者であ
る。 
97 キベラ内にて賃借りをし、『工作場所』という意味をこめ命名した１０畳ほどの部屋である。 
98 同スラムでは、拳銃を使用し外国人を襲う強盗事件が頻発したため、2012年３月、ナイロビの日本大使館より立ち入り禁止
勧告が発令された。 
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■■■■売掛金売掛金売掛金売掛金のののの回収回収回収回収についてについてについてについて    

 

売り上げ３６件に関し、売掛金の回収が未完了である。これは全契約数の１．９％に相当する

ため深刻な程度とは言えないものの、将来のビジネス展開を視野に、原因に関しては精査をする

予定である。 

 

原因について、農作物の不作で顧客が支払いをおこなえないケースが大部分である、との報告

を現段階では受けているが、成約件数が多くても１００％の回収を達成しているユニット（Unit）

も多いことから、回収率はユニット（Unit）の能力への依存度が高いと考えている。本ビジネス

への展開時は、ユニット（Unit）の教育に万全を期す予定である。なお、売り上げ全体の大よそ

70％（金額ベース）が、“１００％現金”決済であった。 

 

■■■■プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトでででで扱扱扱扱ったそのったそのったそのったその他他他他のののの品物品物品物品物    

 

・ 取扱製品 

 

表表表表    30303030『『『『取扱取扱取扱取扱いいいい商品商品商品商品（（（（蚊帳製品以外蚊帳製品以外蚊帳製品以外蚊帳製品以外のもののもののもののもの）』）』）』）』    

 商品 製造国 用途 売上数量 反響 

① リボンテープ 日本 防鳥 367個 ◎ 

② 赤色ネット 

(1.8×18m,3.6×9m) 

日本 防鳥 208個 ○ 

③ ハエ取り紙 日本 ハエ取り 237個 ○ 

④ 蚊取り線香(Coil&Stick) ケニア 蚊取り 317個 ○ 

 

・ 考察 

 

① リボンテープ 

- 鳥を寄せ付けない効果に関しては、肯定的評価が多かった。 

- プロモーション期間の２０１２年２月末まではさほど荷動きがなかったが、作物収穫時

期の関係で遅めに動き出し、4 月末に完売したとの報告を得た。主に、水田がある東部

沿岸、西部で評判よかった模様。 

 

② 赤色ネット 

- プロジェクト中の２０１２年２月末まではさほど荷動きがなかった。ただし、4 月末ま

でに完売した。 
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- 鶏を含む家畜から野菜を守ること、および猛禽類等から鶏の雛を守る用途で使用例が多

かった。雛は鶏まで育てると一羽数千 Kshで売れるので、歩留まり向上に対する熱意は

強い。防鳥以外にも、鶏の動き回るのを防ぐ檻のような目的で使用している場合もある

ようだ。 

- 家庭内の畑でもサイズが大きいケースがあり、サイズが小さすぎるという声が多少出た。 

 

③ ハエ取り紙 

- 一部は肉屋等の商店、一部は一般家庭におき使用され、概して好評であった。 

- 都市部のスーパーでは売っているのに、地方においてはハエ取り紙の存在は殆ど知られ

ていない。 

 

④ 蚊取り線香 

- 町の商店（Kioskなど）やオープンマーケットでも入手可能なので、荷動きは鈍かった。 

- 一般的なコモディティーではあるものの、健康への影響を懸念する声が聞かれた。 

 

・ 総括 

 

- 防鳥対策品は主に穀物を守るために使用されたが、現状では文明的・効率的な防鳥対策

はおこなわれていない様子が見受けられ、また競合品がない為、現場ニーズに合った商

品を提供できた。  

- 防虫製品に関しては、今回の対象以外のゴキブリやシロアリを含め、全般的に根強い需

要があるものと感じた。ハエ取り紙のように、都市部では容易に入手可能で、農村では

存在が知られていない品物もあり、チャンスのある市場だと考える。 

 

� マラリアの伝染病学的地域分類について 

 

第 2章にて紹介したケニア政府のNational Malaria Strategyにおけるマラリアの伝染病学的

分類に基づくケニアの地域区分について、今後当社戦略を立てる中でどのように位置づけるか、

可能な範囲で検証をおこなった。 

 

図 72 は消費者インタビュー（プロジェクト後）を通じ各地のマラリアの深刻度を訊いたもの

だが、ケニア政府の伝染病学的分類のもと同地域と定義されている Kakamega（＜B＞）を除く

ケニア西部（グラフの中で“West Except Kakamega”と表記。）と東部沿岸（East）には、回

答に雲泥の差が見える。仮に当インタビューが一定レベルで現実を説明していると仮定した場合、

これら２地域を一括りにして同じ“地域＜A＞”と見なし当社の戦略に反映させることに意味が
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あるとは思えないため99、当ケニア政府分類が住友化学のビジネスへ与える影響については、引

き続き慎重に検証を進める。 

    

図図図図    72727272『『『『事後事後事後事後インタビューインタビューインタビューインタビュー：：：：マラリアマラリアマラリアマラリアのののの深刻度深刻度深刻度深刻度にににに対対対対するするするする認識認識認識認識』』』』    

How serious is Maralia in your region you live?

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<D> Nairobi

<C> Machakos&Makueni

West

West(except Kakamega)

East

<B> Kakamega

<A> East,West(except Kakamega)

Serious We have malaria, but not serious No Malaria here

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
99 インタビュー調査の規模（対象村数、サンプル数）などを考慮すると、即断は禁物であり、ケニア政府のマラリア当局と情
報交換を密におこない、今後も検討を続けたい。 
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6666 JICAJICAJICAJICAとのとのとのとの連携連携連携連携のののの可能性可能性可能性可能性    

 

本 BOPビジネス事前調査を通じ、『１．BOP層が顧客となる、２．BOP層が販売・物流チャ

ネルとして機能し農村部に住む BOP 層へリーチできる、３．現地の雇用創出に貢献できる』こ

とを確認することが出来た。この結果を踏まえ、以下に示す国連ミレニアム開発目標（MDGs）

を指標に、JICAと当社の連携事業の可能性を考察する。 

 

� 目標１：極度の貧困と飢餓の撲滅 

� 目標４：乳幼児死亡率の削減 

� 目標６：HIV/AIDS、結核、及びマラリア蔓延の防止 

 

多数の研究報告が示すよう長期残効型防虫蚊帳（Long Lasting Insecticide-treated Net: 

LLIN）のマラリア防圧への効果は概ね証明されており、マラリア死亡率の減少に大きく貢献し

ている。よって、本 BOP ビジネス・モデルの事業化、およびその後の拡大・展開を通じ、『１．

LLIN 購入の重要性に対する理解（Awareness）、２．購入可能な価格（Affordability）、３．遠

隔地でも欲しいときに購入可能な状態（Availability）』から成るエコシステムを農村地域に構築

し、マラリア蔓延の防止、およびマラリアに起因する乳幼児・妊産婦の死亡率の低下に、持続的

に貢献することができる（MDG：目標４、６）。 

 

さらに、本 BOPビジネス・モデルは、BOPプロトコル 2.0100に則るものであり、LCG（ロー

カル・コミュニティー・グループ）メンバーの販売戦力としての採用や蚊帳製品を加工する起業

家の養成を通じ、農村地域の雇用創出と収入向上に貢献できるビジネス・モデルである（MDG：

目標１）。 

 

JICA は、３大感染症については HIV/AIDS、結核への取り組みに軸足を置いており、マラリ

ア蔓延防止に関連する事業は多くないものの、MDGｓへの貢献を重点課題と位置づけている。特

に『保健分野に関し、アフリカ地域を中心に支援をおこない、達成に向け貢献』する101としてお

り、当社が展開を目論む BOP事業と目指すところは一致している。 

 

かかる中、JICA と住友化学の連携体勢は必然である。一片の情報が企業のダイナミズムの方

向性を決めるこの時代にあって、JICA には、特にアフリカにおける公衆衛生・保健医療分野の

専門的知見の提供を期待したい。また、当社と、JICA の影響力の大きい外国政府・関連官庁と

                                                   
1002008年、米コーネル大学・ハート教授らが提唱し、『BOP層を単に“顧客”と見なさず、ビジネス・パートナーとすべき』
とした。 
101 『JICA 2011』（JICAのアニュアルレポート）より 
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のパイプ役としての機能を果たしていただくことにより、当社事業のスピードアップや、当社パ

ブリシティー向上を図りたい。 

 

MDGsの目標達成期限の 2015年まで残り 3年をきったが、国際社会は 2015年以降も持続的

に、開発途上国が抱える諸問題に取組まなければならない。オール・ジャパンとして地球規模の

課題に迅速且つ効果的に取組むべきであり、官民のパートナーシップを通じ、それが達成できる

ものと考える。 

 

当 BOP 調査と直接的関係はないが、農業分野の連携の可能性に言及する。当社の健康・農業

関連事業は当社事業の中核の一角を占め、2011 年度は 2,700 億円超を売り上げた102。同部門の

長期ビジョンでは、食糧（食糧増産、持続可能型農業、安心・安全な農業）、健康・衛生（人々の

健康や安全の保護）、環境（生活の質や環境の改善）が掲げられ、更なる飛躍を目指している。 

 

日本国内では、コアの農薬のみならず、グループ企業を通じて野菜の種子から灌漑システムま

でを手がけ、２００９年には「住化ファーム長野」等103の設立を皮切りに農業経営への参入を果

たした。海外においては 2012年 6月、タンザニアに「アフリカ研究開発センター（Africa Technical 

Research Centre）」を設立し、アフリカの農業・保健衛生分野の研究・開発の基盤を築いた。 

 

 

写真写真写真写真    20202020：：：：アフリカアフリカアフリカアフリカ研究開発研究開発研究開発研究開発センターセンターセンターセンター    

 

一方で、JICAも技術協力プロジェクトの実施状況（2010年度）では約 21%を農林分野が占め

ており104、計画・行政分野と並び重点分野とうかがえる。生産性の低さや深刻な害虫被害等を中

心に多くの課題を抱える農業大陸アフリカにおいて、JICA と住友化学の連携は大きなポテンシ

ャルを秘めていると考える。 

 

                                                   
102 2011年度売上 19,479億円の約 14%を占めている（約 2,727億円）。 
103 長野の他、大分、山形、三重に住化ファームを設立し、トマト、イチゴ、三つ葉などの栽培をおこなっている。 
104 「JICA 2011」（アニュアル・レポート）より 
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7 まとめ 

 

本体第一章においては、住友化学の事業理念や蚊帳事業から始まり、国際社会やケニア政府の

マラリアに対する取り組みを紹介した。また、公的資金による蚊帳の配布量が今後減る見込みで

あることについて確認し、その上で当社が BOP 層の顧客化をおこなうための意義について述べ

た。 

 

当プロジェクトの概要について述べた後、第三章におきプロジェクトの実施の模様について報

告をし、第四章の分析を通じて、「LCG（ローカル・コミュニティー・グループ）を通じた BOP

層への蚊帳製品販売のビジネス・モデル確立」が概ね機能するであろうとする結論を導き出した。 

 

LCG（ローカル・コミュニティー・グループ）やNGOのメンバーらを中心にのべ４００人強

を動員して５８のユニット（Unit）を結成、４２カ村でプロモーションを実施した当プロジェク

トは、きらびやかな実績とは言えないまでも、１，２３９張の蚊帳と１，４９５㎡のロール（シ

ート状で切り売り）を売り上げ、また、LCG（ローカル・コミュニティー・グループ）や NGO

のメンバーらが発揮しうる潜在的能力を確認できたこと、および３つの A（Awareness、

Affordability、Availability）を着実に提供すれば BOPの中の貧困層が蚊帳を購入することが証

明されたという意味で、住友化学の蚊帳事業にとり非常に有意義なプロジェクトであったと考え

る。 

 

プロモーション部隊は営業・保健分野未経験のメンバーを中心に短期間のうちに結成され、価

格面においても、扱う品物は出回っている競合品に比べ格段に高かった（蚊帳：当社がインタビ

ューした小規模小売店で扱われるものは Ksh300～400 レベルが多かったが、巷には Ksh200 台

のものも多い。当社は Ksh500 と倍の水準である）。国際社会やケニア政府による蚊帳の無償配

布に慣れきっている BOP 層の人たちが果たして「蚊帳を買うのか」については、当社内におい

ても異論があった。 

 

斯様な中で、マイナーなトラブルに巻き込まれながらもおおかた無事に結果を残せたのは、以

下の理由によるものである。 

 

まずはパートナーに恵まれたことである。プロジェクト運営に欠かせない主要パートーはいず

れも、期待以上の活躍をした。国連大学・研究員の E.Mutisya氏からは常に、アドバイザーとし

ての非常に的確な助言があった。また、現地の運営パートナーである Motivator Enterprises 

Limited 社は、単なる調査・コンサルタント会社以上の働きを見せ、ケニアの東西両端に分かれ
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たプロモーション部隊をよく管理した。ナイロビ（キベラ・スラム）およびナイロビ近県（マチ

ャコスおよびマクエニ両県）を担当した KOSLは、保健分野に経験をもつ地域密着型のNGOで

あり、なみならぬ情熱を持ち、販売部隊を指揮・指導した。 

 

そして、日本の製造業の強みである『現場主義』の精神で、ユニット（Unit）メンバー（販売

員）らとのコミュニケーションを根気よくおこなったことが、良い結果につながったと考えてい

る。ケニアに現地事務所・法人をもたない当社は、毎日毎週プロジェクトの現場に運ぶことはで

きないが、毎月の頻度で出張を繰り返し、販売員に会って「当プロジェクトの哲学」や「蚊帳の

売り方」を伝えることに努めた。 

 

すべてとは行かないがものの、ユニット（Unit）メンバーらは概ね、予想以上の努力をしたと

言える。当プロジェクトは、ケニアで最も金銭的に窮乏している人々に、一週間分や場合によっ

ては何週間分もの現金収入を払わせ、蚊帳を購入してもらうプロジェクトであるが、結果的には

政府の無償配布キャンペーン（マス・ディストリビューション）と重ならなかった地域に関して

は、それなりの数量を販売した。予想を裏切ったのは、世帯現収が Ksh3,000 未満という BOP

層の底辺層が、多く蚊帳製品を買ったことである。 

 

BOPが蚊帳を買うにあたり欠けていると当社が考えた３Aのうち、Affordabilityに関しては、

当プロジェクトにおいては分割払いの採用も有効に作用した。長期的にはデザインや品質の最適

化、生産拠点を含めたサプライ・チェーンや物流の合理化を通じ本質的な価格優位性を確立すべ

く考えている。 

 

Awareness（マラリアや蚊帳についての知識）に関しては、今回のプロジェクトを通じ、その

本質的な重要性が再確認できこと、および当社が考えた LCG（ローカル・コミュニティー・グル

ープ）らを中心とした販売部隊が知識伝達の機能を担えることの証明がされたという二点が、収

穫であった。 

 

プロモーション前の研修や、村々にユニット（Unit）らを訪問してのレクチャーを通じ、殆ど

すべてのユニット（Unit）メンバーが価格に対する懸念を表明した。マラリアが蚊を媒介する仕

組みや殺虫成分長期残存蚊帳の機能、つまり“Valueの性質”がわかったところで、蚊帳の価値、

つまり“Value”の大きさを分からせないと、なけなしの金を BOPの人々が出すわけではないか

らである。 

 

成人がマラリアに罹患した場合の健康リスクは子供ほどではないとしても、一週間程度は寝込

むことになる。農村部のありふれた BOP の成人男性がケニアの法定最低賃金の
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Ksh177.75/Day105を稼ぐのは難しいとして、日当たり Ksh100 だとしても、一週間の休みは

Ksh500 もしくはそれ以上の損失を意味する。通院のための費用や薬代を入れると、住友化学の

蚊帳は安い買い物であることを力強く説明するよう、販売員らに求めた。 

 

販売員らに伝えたことを、販売員らが消費者に伝えなかったなら、蚊帳は買われなかったであ

ろう。これがケニア人の全体を表しているか否かは別にして、少なくともユニット（Unit）のメ

ンバーのポテンシャルの高さを表しているわけであり、戦力としてカウントできることを学べた

ことは、非常に幸運であったと感じている。 

 

Availabilityに関しては、プロジェクトの範囲内においてはユニット（Unit）メンバーらが BOP

の人々のところへ行き、そして品物を運んだため機能をしたが、同時にその限界をも把握するこ

とができた。日々の生活・活動様式を維持した形でユニット（Unit）メンバーらがカバーできる

距離は半径６ｋｍ程度がよいところであり、今回プロジェクトの対象とされなかった広大な土地

を、今後どのようにカバーし、効率的な物流網を構築するかが課題となるであろう。 

 

以上のように、プロジェクトを通して当社は 3A（Affordability、Awareness、Availability）

を BOP の人々に提供することに努め、そしてその結果、すべての人々とは言わないまでも、蚊

帳の無償配布に慣れ親しんできた BOP 層が LLIN の購入者になり得ることを実証した。また、

その手段として、LCG（ローカル・コミュニティー・グループ）やNGOらを活用することの妥

当性を、確認することができた。 

 

今後の展望に関し、第四章におき述べた。公的ファンドの減少による蚊帳の無償配布の穴を埋

め、BOP層への蚊帳の販売の道を拓くことは、住友化学の蚊帳事業における核心的テーマである。

今回のプロジェクトの成果を糧にして着実に前に進む所存であり、すでにケニア国内および周辺

国での本ビジネスへの展開の可能性を検討開始した。 

 

ケニア国においては、必要となる政府認可が取れ次第、プロジェクト中に採用をしたユニット

（Unit）らが販売活動を再開する。同時に、カバー領域（地域）拡大のための新ユニット（Unit）

採用に向け、調査活動を本格化させる。新ユニット（Unit）への採用・トレーニングを含めて２

０１２年下期（１０月～翌年３月末）中に準備を完了させ、来年の雨季（例年４月前後に開始し、

マラリア蚊が多く発生する）より新体制での販売開始をおこないたい。周辺国への展開について

は、２０１２年下期（１０月～翌年３月末）中に対象国絞込みのための基礎調査を完了させる予

定である。 

 

                                                   
105 “Kenyan Wage Regulation 2011”より。2012年労働節の改訂後（＋12.5%）の数字である。 
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８８８８．．．．巻末資料巻末資料巻末資料巻末資料    

 

■■■■巻末資料巻末資料巻末資料巻末資料    1111    『『『『ケニヤッタケニヤッタケニヤッタケニヤッタ国立病院管掌倫理委員会国立病院管掌倫理委員会国立病院管掌倫理委員会国立病院管掌倫理委員会によるによるによるによるプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト承認書承認書承認書承認書』』』』    
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